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矢張下島遺跡調

― 利賀ダム建設工事に伴う平成15～ 17年度の調査 ―

本文・図面編

2007年 3月

南砺市教育委員会





序

南砺市の南部は、「五箇山」と呼ばれる地域です。五箇山は庄川・利賀川・百瀬川

が深い渓谷を刻み、細長く狭い平坦な場所で人々が営々と住み続けてきました。

「矢張下島遺跡」は、利賀ダム建設に伴い平成15年度から平成17年度にかけて発掘

調査を実施し、平成略年度に整理作業の結果をまとめたのが本書です。

矢張下島遺跡は、約7,000年前の縄文時代早期に始まり、約4,000年前の縄文時代

中期と約3,000年前の縄文時代後期から晩期にかけて集落が営まれました。特に、縄

文時代後期から晩期にかけては食料カロエに必要な「水さらし場遺構」などが確認

され、集落の全貌が明らかになつた全国的に見ても貴重な遺跡の 1つです。また、
じためたそうしょくつき         ぎよぶう

「人面装飾付き土器」「御物石器」「石冠」などの特殊な遺物が出上したことも大き

な特徴の1つでしょう。

弥生時代から戦国時代まで集落は一時途絶えますが、江戸時代の始めには下島村と

して再び集落が営まれることになりました。利賀地域を含めまして五箇山には「合

掌造り」という特徴的な民家がありますが、いつから現在のような姿になったのかは、

ほと―んど解明されておりません。矢張下島遺跡では江戸時代の建物跡が3棟確認され、

合掌造 りの成立過程の一端が示されました。

最後になりましたが、この調査にご協力を賜りました関係各位、地元のみなさまに

心から御札申し上げます。

平成19年 3月

南栃市教育委員会

教育長 梧桐 角也



例  言      1 本書は、利賀ダム建設工事に伴 う、矢張下島遺跡発掘調査の報告書である。

2 当調査は、国土交通省北陸地方整備局利賀ダムエ事事務所から委託を受けて、南砺市教育

委員会 (旧利賀村教育委員会)が実施 した。

3 調査地区は、南砺市利賀村字矢張下島である。

4 発掘調査 (現地調査)は、平成15～ 17年度に実施 した。調査期間は以下の通 りである。

平成15年度 :平成15年 5月 12日 ～同年10月 10日 、2,300∬

平成16年度 i平成16年 7月 12日 ～同年10月 8日 、1,200∬

平成17年度 :平成17年 7月 14日 ～同年11月 15日 、1,150だ

5 報告書作成作業は、平成18年度に実施 した。

6 調査関係者は以下の通 りである。

利賀村教育委員会 (平成15年 4月 1日 ～平成16年 10月 31日 )

教育長 ;長谷博明 (平成15年 4月 ～平成16年 10月 )

課 長 ;久保義則 (平成15年度)、 新井健史 (平成16年 4月 ～10月 )

〔文化財担当〕

係 長 ;岩腰茂樹 (平成15年 4月 )、 宮下秀明 (平成15年 5月 ～平成16年 10月 )

調査員 ;林 浩明 (福野町教育委員会より派遣、平成15年 4月 ～平成16年 10月 )

嘱 託 ;岡 田一広 (平成15年 4月 ～平成16年 10月 )

南砺市教育委員会 (平成16年 11月 1日 ～19年 3月 31日 )

文化課長 手上田―郎 (平成16年 11月 ～平成18年 3月 )、 中島員市 (平成18年度 )

〔文化財担当〕

係 長 ;林 浩明

文化財保護主事 ;佐藤聖子、宮崎順一郎、片田亜紀

嘱 託 :岡 田一広

7 現地調査は、林・岡田が担当者 として実施 し、宮塚義人 (宮塚文化財研究所)が補佐・協

力 した。

8.整理・報告書作成作業は、岡田が担当した。遺物実測図作成の一部は株式会社エイ・テッ

ク (代表 ;谷口猛)・ 株式会社アルカ (代表 ;角張淳一)、 遺物写真撮影の一部は有限会社

アオヤマスタジオ (代表 ;青山清寛)が協力 した。

9 現地調査及び報告書作成において、以下の各氏より御教示、御援助を得た。

赤山容造、荒井隆、宇野隆夫、浦辻一成、大野究、大平愛子、岡本淳一郎、狩野睦

工藤利幸、小境卓治、小島俊彰、斉藤隆、佐伯安一、酒井英男、高梨清志、立田佳美

西井龍儀、野原大輔、橋本正春、服部敬志、服部久美、久田正弘、藤井秀明

藤田富士夫、古川知明、麻柄一志、馬路秦威、三浦知徳、宮澤智士、宮田明

宮田進一、森沢佐歳、安英樹、山口辰一、山本正敏、渡辺誠    lll買不同・敬称略)

10 本文の執筆分担は岡田が担当 した。第 4章 。第 5章における報文・寄稿については、執筆

分担を文頭に明示 している。



凡  例

遺構説明・遺構実測図について

1 本書における遺構記号は通 りである。

SB一 掘立柱建物址・礎石建ち建物l■ 、 SD― 溝、 SF― 道路l■ 、 SI― 竪穴住居l■ 、 SK― 土坑

SX― その他の遺構 (環状遺構・炉址・石組み水さらし場遺構・石組み遺構 。盛土遺構・凹地 )

2 断面図における土層の内容は、個別に記 している以外は次の通 りである。これは主体 となる土層をアラビア数字

の 1～ 8で示 し、これに必要に応 じて、アルファベ ット小文字の a～ nで示 した土層を組み合わせて、その内容を

説明 している。

遺物説明・遺物実測図について

1 土器類の口径は、日縁都外縁ではなく、口縁部上端で計測 している。

2 本書における遺物番号は、次の通 りである。

1 黒色シル ト質細粒砂。

2 黒褐色細粒砂質シル ト。

3 黒褐色シル ト質細粒砂。

4 暗褐色シル ト質細粒砂。

5 褐色シル ト質細粒砂。

6 にぶい黄褐色シル ト質細泣砂。

7 灰黄褐色シル ト質細粒砂。

8 灰褐色シル ト質細泣砂。

9 褐灰色シル ト質細粒砂。

10 青灰色砂。

11 暗オリーブ褐色シル ト質細粒砂。

a 黒色シルト質細粒砂を含む。

b 黒褐色シルト質細粒砂を含む。

c 暗褐色シルト質細粒砂を含む。

d 褐色シルト質細粒砂を含む。

にぶい黄褐色シル ト質細粒砂 を含む。

灰黄褐色シル ト質細粒砂を含む。

灰褐色シル ト質細粒砂を含む。

青灰色砂を含む。

炭化物を含む。

炭化物を多量に含む。

焼上を含む。

粘土粒を含む。

砂利を含む。

地山土を含む。

硬イとしている。

1001^-1238

2001-2039

3001-3010

4001-4004

4501かヤ4504

5001′～

9001-

縄文時代の上器類

中近世の土器類

土製品

鉄製品

銅製品

石製品

人骨



調査参加費名簿      発掘 石黒智子.岩腰千代子、岩口作一、岩田恵美子卜浦辻肇、1笠原かつい、笠凍典一

北日きく子、久保浩―郎、小倉尚子、小島一好、Jヽ1島作郎、古谷美江子、小林央

斉藤友―郎真H奏光(城1岸
‐二枝、高田義直、高藤入重子、中谷栄―

野原あ―ずさ、1野原―幸作、野原隆由、野原哲博、1野原寿朗、1野原花子、野原保‐

野原良一、長谷釉子、堀冨士枝、宮下すぎ子、_森信也、森孝義

整理 東咲子、石黒智子、岩腰美眈、岡田徳子、尾上さやか、小倉尚子、笠原い.ゑ子

久保浩‐郎、小松彩力、斎藤寿美子、真口奏光、高1熊 りえ、竹中庸介

野1原亜紗美、1野原―あずさ、1野原アナセン

'ア

、藤井愛、氷谷圭吾t.対上しおり

用劇蟄実

一Ｖ
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第 1章 序

第 1節 遺跡概観

地誌

利賀

南砺市は、富山県の南西部に位置し、北は砺波市・小矢部市、東は富山市、南は岐阜県飛騨市・岐阜県白

川村、西は石川県金沢市と接している。南砺市の南東部に利賀地域は位置する。

南砺市と富山市との境にある金剛堂山に発する河川の利賀川・百瀬川、そして利賀川とその本流である庄

川との合流地点周辺の流域が利賀地域である。利賀という地名は、平成16年 までの旧東砺波郡利賀村の村域

を指す場合 (以下、利賀地域と呼ぶ)と 、利賀行政センター (旧利賀村役場)を 中心とした大字である南砺

市利賀村を指す場合 (以下、利賀村と呼ぶ)がある。

利賀村は、藩政期には利賀川を境に下利賀村と下島村に分かれていた。しかし、下島村は戸数が少なく村

役人は下利賀村の役人が兼務していることが多かった。下島村は、明治15年 (1882)に 同じ東砺波郡である

上平地域の下嶋村との混同を避けるため、東下島村に改称 している。明治22年 の町村制施行により利賀村大

字下利賀村と利賀村大字東下島村となった。大正 2年 (1913)に大字を改称する際に2つの大字を併せて利

賀村大字利賀となる。利賀は平坦面が 2段に分かれており、標高の高いところから上村と下村に組が分かれ、

下島は下村の一部になっている。

北側は大豆谷 (旧南大豆谷村)、 東側は百瀬川 (旧下百瀬川村)、 南側は岩測 (旧岩測村)、 西側は大崩

島 (旧大崩島村)である。

利賀村には、県指定無形民俗文化財 (国選択文化財)の利賀のはつうまがある。また、枯死してしまった

が、国指定天然記念物の利賀の トチノキがあった。

利賀地域

利賀地域は、平成16年 10月 までは東砺波郡利賀村で、江戸時代は利賀谷 と呼ばれた。利賀村は明治22年

に、水無・大勘場 。阿別当・坂上・上畠・東細島・北島・岩測・下利賀・東下島・南大豆谷・北豆谷 。押

場 。上百瀬川・下百瀬川・草嶺倉・高沼・九里ヶ当・仙納原・北原・長崎 。重倉 。大牧・新山・栃原・下原

の村が合併 したものである。平成16年の町村合併に伴い南砺市となった。

当地域の96%が山地で、その山間を東から順に百瀬川、利賀川、庄川の3河川が北流 している。庄川沿い

には国道156号が富山県高岡市から岐阜県岐阜市を結んでいる。利賀地域を縫うように走る国道471号は、石

川県羽昨市を起点とし、重複 している国道156号 から砺波市湯谷で分岐し利賀川に沿つて南下し、南砺市利

賀村で東に折れ、楢尾 トンネルを越えて利賀村百瀬川にて北に折れ北上し、南砺市と富山市 (旧八尾町)大

長谷地区の境である栃折峠を越えて、岐阜県高山市の安房峠へ至る国道である。県道利賀河合線は、南砺市

利賀村の国道471号 との交差点を起点とし、富山県と岐阜県の県境である楢峠を越えた地点で国道471・ 472

右
捩
岸
Ｈ
Ⅳ
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第 1図 矢張下島遺跡位置図 〔1〕 (1/20万 )

1 山   地 =Ia i蟹谷丘陵山地、Ib i医 王山山地、Ic i刀 矢ヽ部川流域山地、Id i打尾川 山田川流域山地、Ie i高清水山地、I:牛岳山地、Ig i利賀川下流山地

Ih i百瀬川下流山地、hi庄川右岸祖山東山地、巧i梨谷山地、Ik,大あ師子 猿 ヶ山山地、■,境川左岸山地、Im i庄 川右岸上平山地

In i人形山 マルツンボリ山地、Io;利賀川上流山地、Ip i百瀬川上流山地、Iq i水無山地

2 丘   陵=Ⅱai医王山麓丘陵地、Ⅱb i南砺山麓丘陵地

3 台地 段丘 =Ⅲai医王山麓複合扇状地、■bi小矢部川段丘帯、Illc i立 野ケ原台地、Ⅲd i山 田川左岸段丘、Ⅲei南砺複合扇状地、Ⅲfi利賀川段丘荷

Ⅲgi百瀬川段丘帯、Ⅲ■,庄川平段丘帯、Ⅲii庄川上平段丘帯

4 低   地 =Ⅳa,庄川扇状地、Wbi小 矢部川流域平野、Ⅳc,山田川谷平野
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号に合流 し、岐阜県飛騨市 (旧河合村)に至る。

利賀地域に入る峠としては、栃原峠 (旧井波町)、 栃折峠 (旧人尾町)、 山の神峠 (旧平村)、 牛首峠

(岐阜県白川村)、 楢峠 (旧岐阜県河合村)がある。

利賀村は砺波郡、郡分割後は東砺波郡に含まれた地域である。北側は旧東砺波郡東山見村・旧婦負郡山田

村、東側は旧婦負郡大長谷村、南側は旧岐阜県吉城郡河合村・岐阜県白川村、西側は旧砺波郡平村・旧砺波

郡能美村 。旧砺波郡井口村 。旧砺波郡井波町である。

利賀地域の東側の境界は旧砺波郡と旧婦負郡の郡境、南側の境界は越中と飛騨との国境になる。

五箇山

五箇山は、旧利賀村・旧平村・旧上平村の地域を総 して呼ぶ地域である。名前の由来としては、この五箇

山を形成する谷が、赤尾谷・上梨谷・下梨谷・小谷谷・利賀谷の 5つのからなるためといわれている。

五箇山の中心を庄川が北流しており、その河岸段丘や崖崩れ等の緩斜面に集落を形成している。

合掌造 りや独自の民謡が豊富な地域として著名な地域である。平成 7年には、旧平村相倉合掌集落と旧上

平村菅沼合掌集落が岐阜県白川村荻町合掌集落とともに世界文化遺産に登録された。

五箇山という地名は、永正15年 (1520)の 仏像裏書きに、「越中国利波郡五ヶ山荒山村」というのが所見

である。

第2図 矢張下島遺跡位置図 〔2〕 (1/5万 )
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江戸時代には、加賀藩の流刑地であるとともに、塩硝・和紙・養蚕・衰・蝋などの特産品の生産をし、加

賀藩に納入する年貢は、耕地が狭いこともあり、年貢米より金子や塩硝に比重が置かれた。

2.地勢

金剛堂山

南砺市利賀地域と富山市大長谷地域との境には、金岡↓堂山がある。標高は1,637mで 白木峯と総称される

山の 1つある。金岡J堂 山は、前金剛 。中金剛 。奥金剛の 3つの山頂に分かれる。山頂は草原になっており、

またガキ田がある。金剛堂山の稜線は射水郡と婦負郡の境であり、江戸時代には富山藩と加賀藩との境であ

る。中金剛の山頂の富山藩側には、嘉永 6年 (1853)に 金剛堂山山頂へ登頂 した富山藩主前田利保が「飛騨

志なの きそのみねみね みなみえて 西はのこさぬ 白木やまかな」と詠んだ歌碑がある。

金剛堂山を水源とする河川は、神通川水系では大長谷川・百瀬川、庄川水系では利賀川がある。

昭和49年 に金剛堂山周辺一体は、白木水無県立自然公園に指定されている。

庄,IIと 利賀サ||

庄川は、岐阜県高山市鳥帽子岳に発 し、射水市六渡寺で富山湾に注 ぐ全長132kmの 1級河川である。砺波

市庄川町金屋で平野部に出て、庄川扇状地を形成する。庄川扇状地は砺波平野の主要部であり、散居村が拡

がる。

この庄川の支流の 1つ に利賀川がある。利賀川は、南砺市金岡1堂山に発 し、南砺市仙納原地内で庄川に合

流する全長36kmの 1級河川である。金岡↓堂山より牛首断層にそって西へ流れ、南砺市利賀村水無から北流す

る。南砺市阿別当から南砺市利賀村までは河岸段丘帯を形成し、集落が拡がる。利賀川には3つのダムがあ

る。上流から利賀川ダム (水無)、 千束ダム (大勘場)、 豆谷ダム (大豆谷)である。また、押場地内で

は、国土交通省利賀ダムエ事事務所による利賀ダムの建設工事が実施されている。

百瀬川

百瀬川は、神通川水系の河川で、金剛堂山の西側を水源とし、富山市山田地域に入 り山田川となり富山市

婦中地域で井田川と合流する総延長42kmの 1級河川である。南砺市利賀村上百瀬から南砺市利賀村百瀬川ま

では、河岸段丘帯を形成し集落が拡がる。百瀬川には利賀地域に菅沼ダムがある。

3,遺跡の分布状況

矢張下島遺跡

当「矢張下島遺跡」は、利賀行政センターから北北西側約750m、 利賀川左岸の舌状に突出した低位段丘

上に位置する。当遺跡が立地する段丘上の標高は、海抜420～ 423mを 計る。当遺跡の東側は、庄川の支流で

ある利賀川が北流 している。段丘面から利賀川までは、28mの比高差がある。遺跡範囲は東西約320m× 南

北380mを 計 り、面積は6,440∬ を計る。
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第 4図 遺跡地図 (1/1万 5千 )

北豆谷遺跡、3 大豆谷比丘尼屋敷跡、4 大豆谷経塚、5 大豆谷遺跡

利賀東山遺跡、8.岩測久保平遺跡
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利賀川流域の遺跡

縄文時代の遺跡は、矢張下島遺跡の利賀川の対岸下流側には、北豆谷遺跡・大豆谷遺跡があり、磨製石斧

が採取されている。大豆谷遺跡の上流側には利賀東山遺跡・岩測久保平遺跡がある。岩測久保平遺跡では昭

和52年 に村道拡幅のため試掘調査を実施し、縄文時代中期末～後期前半の前田式から気屋式にかけての土器

や打製石斧・磨製石斧等の石器が出土している。岩渕久保平遺跡の姑岸上流側には、北島遺跡・細島西ノ平

遺跡がある。細島西ノ平遺跡では、打製石斧・磨製石斧とともに粘板岩製の石棒が採取されている。細島西

ノ平遺跡の対岸上流側には上畠遺跡があり、大型の石棒が採取されている。上畠遺跡のから南へ行 くと坂上

望ヶ原遺跡がある。坂上望ヶ原遺跡では、濃飛型の御物石器が出土 している。また、上畠遺跡と坂上望ヶ原

遺跡との中間地点の谷には、鉄石英が路頭 している。

利賀行政センターと、利賀川と庄川との合流地点とのほぼ中間に高沼遺跡がある。高沼遺跡では、昭和36

年に発掘調査され、早期末から前期初頭の極楽寺式期の瑛状耳飾 り、中期中葉の上山田・天神山式、中期後

葉の串田新式、後期初頭の気屋式の土器が出土している。

弥生時代から鎌倉時代までの遺跡は現在のところ、矢張下島遺跡の姑岸上流側にある利賀下島遺跡で9世

紀代の灰釉陶器が採取されているのみである。南北朝から室町時代にかけては、大豆谷比丘尼屋敷跡で五輪

塔の石塔類があるほか、岩渕久保平遺跡 。上畠遺跡・坂上東山遺跡などで、珠洲が採取されている。

百瀬川流域の遺跡

百瀬川流域では、伝大野権兵衛塚しか遺跡が確認されていない。伝大野権兵衛塚は、旧利賀スキー場の入

口にあり、宝医印塔や五輪塔がある。

米澤安立と考古学

利賀地域の考古学的研究は県下でも古 く、坂上在住の米澤安立氏 (1872～ 1918)に よって縄文時代の石器

を中心に遺物採取がなされている。米澤氏は明治39年 に東京人類学会に入会 し、遺物採取は利賀地域のみな

らず、周辺の五箇山地域や遠 くは北海道にまで及ぶ。米澤氏の採集品で著名なものは、南砺市田向遺跡のバ

ナナ形石器である。現在確認されている利賀地域の遺跡は米澤氏が遺物採取した地点が大半である。

洋 騒)籟 ∬協 標誘 ω

 的 磐 幹 や常(路 _Ⅷ瞬高
即
３‐‐
９
１

劾
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

５５３
⑭
●
‐
‐
‐も

い
―
協

の
０

〉炉
3

現/ li仙 納原遺跡   10:北 島遺跡
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4:北豆谷遺跡   131上 畠遺跡

5:大豆谷遺跡   14i坂 上望ヶ原遺跡

61矢張下島遺跡  15,坂 上御坊平遺跡

(0:右岸、Oi左 岸 )

8:岩測久保平遭跡 171坂 上赤谷遺跡

9,岩測浅生谷遺跡 18i阿 別当遺跡

10

利賀川と庄川との合流点からの距離(km)

第 5図 縄文遺跡の立地と利賀川までの比高 (西井他200つ

標
高
盆
）
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第 2節 調査概観

1.調査に至る経緯

工事計画

庄川の治水の歴史は、寛文10(1670)年 から正徳 4(1714)年 にかけて実施された加賀藩の河川改修から

始まる。この河川改4分 は当時の本流であった千保川の洪水から高岡町を守るため、金屋に松川除けと呼ばれ

る築堤を設け、本流を現在の流路に変更するものであった。改修後も庄川は度々洪水を起こし、近年では昭

和51年 に加越能鉄道の庄川橋梁の落橋 と家屋浸水被害があり、その後も洪水を繰 り返している。そのため昭

和62年 に上流ダム群による洪水調節を含む庄川水系工事実施基本計画の改定をなし、この改定の一環として

支流である利賀川に洪水調節を主目的とし、用水の安定取水・河川環境の保全・工業用水確保を合わせ持つ

多目的ダムとして利賀ダムが建設されることとなった。

利賀ダムは、重力式コンクリー トダムで、庄川と利賀川との合流点から約 8 km上 流の地点に位置 し、堤

頂高110.Om、 堤頂長2900m、 湛水面積1 lkだ、総貯水量31,100,000だ を計る。また、利賀ダム建設工事用

道路を一般回道471号利賀バイパスとして、利賀村栃原地区で国道156号から分岐し、利賀村利賀地区の国道

471号利賀交差点までを結ぶ全長9 3km、 幅員9.5mの 道路整備が計画された。

協議

利賀ダム関連施設の建設予定地に埋蔵文化財包蔵地の有無を確認するため、平成12年 5月 23日 に富山県教

育委員会・利賀村教育委員会を主体として分布調査を実施し、矢張下島遺跡、利賀下島遺跡、長崎遺跡の 3

遺跡と、下村地区に3カ所、岩測地区に2カ所の埋蔵文化財包蔵地推定地を確認した。

分布調査の結果を受け、平成13年 11月 17日 から同年12月 20日 にかけて、矢張下島遺跡および下村地区に所

在する3カ所の埋蔵文化財包蔵推定地の試掘調査を、利賀村教育委員会が富山県埋蔵文化財センターから調

査員の派遣を受け実施 した。矢張下島遺跡では、縄文時代中期後葉 。中世の遺構・遺物を確認した。また、

下村地区の3カ 所の埋蔵文化財包蔵推定地では遺構は検出されず、遺物も出上しなかった。また、平成14年

6月 6日 から同年 6月 24日 にかけて、岩測地区の 1カ所の埋蔵文化財包蔵推定地の試掘調査を、利賀村教育

委員会が富山県埋蔵文化財センターから調査員の派遣を受け実施 したが、遺構は検出されず、遺物も出土し

なかった。試掘調査の結果を受け、国土交通省北陸地方整備局利賀ダムエ事事務所と協議し、矢張下島遺跡

の本調査を土地・家屋等の買収が完了する平成15年以降に実施することになった。

平成15年度の発掘調査

発掘調査は利賀村教育委員会が担当し、福野町教育委員会から調査員 1名の派遣協力を受け、株式会社ナ

ック・株式会社野原組共同企業体 (代表 ;中川二月)に委託して調査を実施することになった。調査期間は

平成15年 5月 12日 から同年10月 10日 まである。調査面積は上層800だ 、下層2,200どである。 5月 12日 から除

車や伐採等の発掘準備 し、村道仙納原細島線をダムエ事用に拡幅工事のため道路側から調査を開始した。包

含層掘削を実施したが、出土遺物が多 く移植ゴテで包含層掘削をせざるを得なかった。個別遺構の測量は時

間を短縮させるためにデジタル写真測量を実施 した。10月 3日 に完掘状況をラジコンヘリコプターにて撮影

した。10月 2日 に発掘調査の成果を記者発表し、10月 5日 に現地調査説明会を実施した。現地説明会には村

内外をあわせ約200人 もの参加者があつた。土層サンプル等を採取し、10月 10日 に撤収を完了した。
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第 6図 利賀ダム関連施設計画図 (1/4万 )
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平成16年度の発掘調査

発掘調査は利賀村教育委員会が担当し、福野町教育委員会の協力の下、宮塚文化財研究所 (代表 ;宮塚義

人)よ り調査員 1名の派遣協力を受けた。調査期間は平成16年 7月 12日 から同年10月 18日 まである。調査面

積は上層800だ 、下層1,200∬ である。 7月 12日 から除草・機械掘削を行った。包含層掘削は、出土遺物が多

く移植ゴテで実施 した。個別遺構の測量は時間を短縮させるためにデジタル写真測量を実施した。 8月 27日

に近世遺構面、 9月 24日 に縄文時代遺構面の完掘状況をラジヨンヘリコプターにて撮影した。 9月 24日 に発

掘調査の成果を記者発表し、 9月 26日 に現地調査説明会を実施 した。10月 8日 に撤収を完了した。

平成17年度の発掘調査

発掘調査は南砺市教育委員会が担当し、朝日航洋株式会社 (代表 ;浅野健―)よ り調査員 1名の派遣協力

を受けた。調査期間は平成17年 7月 14日 から同年11月 15日 まである。調査面積は近世遺構面 ,800だ 、縄文

時代遺構面 1,1,150∬、縄文時代遺構面 2,300�である。7月 14日 から除車・機械掘削を行った。包含層

掘削は、出土遺物が多く移植ゴテで実施した。個別遺構の測量は時間を短縮させるためにデジタル写真測量

を実施した。9月 2日 に近世遺構面、10月 3日 に縄文時代遺構面 1、 10月 30日 に縄文時代遺構面 2の完掘状

況をラジヨンヘリコプターにて撮影した。10月 6日 に発掘調査の成果を記者発表し、10月 8日 に現地調査説

明会を実施した。土層サンプル等を採取 し、11月 15日 に救収を完了した。

第7図 調査地区位置図 (1/5,000)

平成17年度調査地区

平成16年度調査地区

平成15年度調査地区
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整理作業

整理作業は、平成14～17年度にも一部実施したが、主に平成18年度事業として実施した。平成18年 10月 31

日～11月 5日 まで、矢張下島遺跡出土品を中心とした展示会および講演会「第 3回 利賀村の歴史と風土を

考える会 やまびとの生活―過去から未来ヘー」を実施した。

2.調査の概要

基本層序

表土の下は黒褐色シル ト質粘土で、縄文時代の遺物が多量に含まれる。その下は黄褐色砂で地山となる。

検出遺構

検出遺構は次のとおりである。

竪穴住居址 6棟 (S101～ 06)

掘立柱建物址17棟 (S B01～ 14・ 16～ 18)

礎石建ち建物址 1棟 (S B15)

環状遺構 2基 (S X01・ 02)

炉址 3基 (S X03・ 13,14)

盛土遺構 1基 (S Xll)

土坑176基 (S K01～ 176)

溝 5条 (S D01～ 05)

石組遺構 2基 (S Xll・ 12)

凹地 1基 (S X06)

出土遺物

出土遺物は以下のとおりである。

土器類 ;縄文土器、土師器、珠洲、人尾、瀬戸美濃、越中瀬戸、信楽、肥前、伊万里 (人尾は細片のた

め図示 していない)

土製品

鉄製品

銅製品

石製品

円盤状土製品

鳶日、鋏、刀子、鉄瓶蓋

キセル、銅銭

石鏃、石匙、ピエス・ェスキーュ、スクレイパー、下呂石剥片、打製万斧、磨製石斧、砥石、

スタンプ形石器、敲石類、擦切具、台石、石核、石棒、カツオブシ型石製品、御物石器、石臼、

石鉢、鉄石英製剥片石器

グリッド

調査地区のグリッドは世界測地系を使用 し、平面直角座標系の第 7座標系 (原点は北緯36° Oσ 00″ 。東

経137° 10′ 00″ )イこ合わせた。東西をX軸、南北をY軸 とし、グリッドの南西隅の数値がそのグリッドを

表すものとし、X=1、 Y=1の地点は、原点より西へ12.915km、 北へ51 415km向かった位置である。一辺

5m四方を一区画としてグリッドを割 り付け、メッシュを表示 した。
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第 8図 グリッド配置図 (1/1,000)
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構

第 1節 建物址

1.竪 穴住居址

竪穴住居城はいずれも縄文時代中期後葉、串田新式期のものである。図示した遺物などの詳細はは別表2

に「掘立柱建物l■一覧表」として取りまとめた。

竪穴住居l■ S101

調査地区の中央部 (10・ 11,10・ 11)区で検出された。平面形は隅九方形で、東西3.85m、 南北4.00mを

計る。主軸はN-16° 一Eである。壁高は21～32cmを 計る。炉址は住居l■ の中央にあり複式炉で、全長85

cm、 全幅65cm、 主炉は長さ65cm、 幅65cm、 深さ50cm、 複炉は長さ20cm、 幅45cm、 深さ10cmを計る。出土遺物

は、縄文土器 。打製石斧・磨製石斧・スタンプ形石器である。

竪穴住居l■ S102

調査地区の中央部 (8'9,11)区で検出された。掘 り方は削平されており検出できず、土質によつて

範囲を確定した。平面形は隅九方形で、東西320m、 南北3.80mを計る。中央にコの字型の石組み炉がある。

石組み炉は長さ50cm、 幅62cmを 計る。

竪穴住居l■ S103

調査地区の東部 (13,10)区 で検出された。平面形は隅九長方形で、東西3.04m、 南北407mを 計る。主

軸は正方位である。壁高は16cmを 計る。炉址は住居l■の中央にあり、複式炉である。試掘調査により西半部

が破壊されている。全長104cm、 全幅56cm以上、主炉は長さ88cm、 幅56cm以上、深さ32cm、 複炉は長さ16cm、

幅32cm以 上、深さ20cmを 計る。出土遺物は、縄文土器である。

竪穴住居l■ S104

調査地区の南東部 (8, 3)区で検出された。平面形は隅九長方形で、遺構の東半部は後世の上砂崩れで

崩壊 している。東西200m以上、南北4.32mを計る。主軸はN-52° 一Eである。壁高は24cmを 計る。炉址

は住居址の中央にあり、複式炉である。全長100cm、 全幅80cm、 主炉は長さ80cm、 幅80cm、 深さ28cm、 複炉

は長さ20cm、 幅40cm、 深さ8 cmを計る。出土遺物は、縄文土器である。

竪穴住居l■ S105

調査地区の南東部 (5・ 6, 3・ 4)区で検出された。平面形は隅九方形で、東西5,08m、 南北4.96mを

計る。主軸はN-58° 一Eである。壁高は60cmを 計る。 S K 160～ 162・ 169・ 170に切られている。遺構の北

側92cmの 所に直径26cm、 深さ10cmの ピットが 2基住居j■ と平行に位置するため、入口を支える支柱と推測で

きる。また、住居l■ の北側には埋甕 (図面061-1079)がある。炉址は住居址の中央にある。炉l■ の西側は

炉石が抜けている。全長72cm、 全幅64cmを 計る。炉底部には半裁 し重ねた縄文土器を中心に土器を敷き詰め

ている (図面062-1080～ 1082・ 図面063-1083)。 出土遺物は、縄文土器・円盤状土製品・磨製石斧である。

第 主早2 迫退
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竪穴住居址S106

調査地区の中央部 (6・ 7, 7・ 8)区で検出された。

炉llLは住居址の中央にあり円形で貼石がある。全長84cm、

いる。出土遺物は、縄文土器・円盤状土製品である。

2.掘立桂建物ldL

掘立柱建物は13棟確認されている。掘 り方 (柱穴)について

は、南西隅の掘 り方を基点に、東西方向をX軸 に、南北方向を

Y軸に取 り、何番目に当たるかを座標で示 した。南西隅の掘 り

方をPl-1と 称する。図示 した遺物などの詳細は別表 2に「掘立

柱建物址・礎石建ち建物址一覧表」として取 りまとめた。

掘立柱建物址 S B01

調査地区の中央部 (9・ 10,17)区で検出された。総柱の

掘立柱建物で、桁行 2間 (8.00m)× 梁行 2間 (720m)であ

る。南北棟で、建物方位はN-11° 一Eである。柱間は、梁行

が東から4.30m・ 2.90m、 桁行は北から4.10m・ 390mである。

掘 り方は、平面形が円形乃至不整楕円形で、長軸1.20～ 1.80m、

短軸0.85～ 1.30m、 深さ34～ 193cmを 計る。P31は S X06接続

する暗渠がある。 S K03を切 り、 S K02～ 04・ 07と 重複する。

出土遺物は、縄文土器、越中瀬戸である。

掘立柱建物l■ S B02

調査地区の中央部 (12,16)区 で検出された。桁行 1間

(270m)× 梁行 1間 (2.65m)で ある。北西～南東棟で、建

物方位はW-21° 一Nである。掘 り方は、平面形が円形乃至不

整楕円形で、長軸0.50～ 0.85m、 短軸0.50～ 0.60m、 深さ29～

50cmを 計る。遺物は出土していない。

掘立桂建物址 S B03

調査地区の中央部 (11,14)区 で検出された。桁行 1間

(3.95m)× 梁行 1間 (305m)である。南北棟で、建物方位

はN-7° ―Eである。掘 り方は、平面形が不整楕円形で、長

軸0.55～ 0,90m、 短軸0.50～ 0.85m、 深さ44～56cmを 計る。出

土遺物は、肥前である。

掘立桂建物址 S B04

調査地区の中央部 (11,14)区 で検出された。桁行 1間

(250m)× 梁行 1間 (2.25m)で ある。南北棟で、建物方位

はW-72° 一Nである。掘 り方は、平面形が円形乃至楕円形

平面形は円形で、直径3.44m、

全幅73cm、 深さ28cmを 計る。

壁高は12cmを計る。

S Kl18に 切られて

S B02

S B04

第9図 掘立柱建物址概略図 〔1〕

(1/200)

の

S BOl
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で、長軸050～ 0.90m、 短軸040～ 0.85m、 深さ39～61cmを 計

る。遺物は出土していない。

掘立柱建物址 S B05

調査地区の中央部 (11,14)区 で検出された。桁行 1間

(270m)× 梁行 1間 (1,70m)で ある。東西棟で、建物方位

はS-7° ―Wである。掘 り方は、平面形が不整楕円形で、長

軸0.65～ 090m、 短軸0.45～ 0.80m、 深さ35～56cmを 計る。遺

物は出土していない。

掘立柱建物l■ S B06

調査地区の中央部 (11,14)区 で検出された。桁行 1間

(3.00m)× 梁行 1間 (2.50m)で ある。南北棟で、建物方位

はN-6° 一Eである。掘 り方は、平面形が楕円形乃至不整楕

円形で、長軸0.60～ 0.95m、 短軸0.60γ O.80m、 深さ51～ 57cm

を計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物l■ S B07

調査地区の中央部 (5,13)区 で検出された。桁行 1間

(2.90m)× 梁行 1間 (2.70m)で ある。東西棟で、建物方位

はW-8° 一Nである。掘 り方は、平面形が円形で、長軸0.40

～0.50m、 短軸040～050m、 深さ22～37cmを 計る。遺物は出

土していない。

掘立柱建物址 S B08

調査地区の中央部 (5,13)区 で検出された。桁行 1間

(2.85m)× 梁行 1間 (2.65m)で ある。東西棟で、建物方位

はW-9° 一Nである。掘 り方は、平面形が円形乃至不整楕円

形で、長軸0.50～ 0.60m、 短軸0.40～ 0.50m、 深さ31～42cmを

計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物址 S B09

調査地区の中央部 (6,13)区で検出された。北側に棟持柱

をもつ掘立柱建物址で、桁行 1間 (260m)× 梁行 1間 (2.40

m)である。南北棟で、建物方位はN-12° 一Eである。掘

り方は、平面形が円形乃至楕円形で、長軸030～ 0.45m、 短軸

0.30～ 0.40m、 深さ28～43cmを 計る。遺物は出土していない。

掘立桂建物llLS B10

調査地区の中央部 (5,12)区 で検出された。桁行 1間

(240m)× 梁行 1間 (2.40m)で ある。南北棟で、建物方位

はN-0° 一Eである。掘 り方は、平面形が円形乃至楕円形

で、長軸0.50～ 080m、 短軸0.45～ 0.50m、 深さ30～45cmを 計

る。遺物は出土していない。

S B05

S B06

S B07

S B08

S B09

S B10

第 10図 掘立柱建物l■概略図 〔2〕

(1/200)
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掘立柱建物址 S Bll

調査地区の中央部 (6,12)区で検出された。桁行 1間

(2.60m)× 梁行 1間 (2.60m)で ある。南北棟で、建物方

位はN-4° 一Eである。掘 り方は、平面形が不整楕円形で、

長軸040～ 1.35m、 短軸0.35～ 1.00m、 深さ43～62cmを 計る。

遺物は出土 して▼
(な

い。

掘立柱建物l■ S B12

調査地区の中央部 (8,12)区で検出された。北側と南側

に棟持柱をもつ掘立柱建物址で、桁行 1間 (2,70m)× 梁行

1間 (240m)である。南北棟で、建物方位はN-18° ―E

である。掘 り方は、平面形が円形乃至楕円形で、長軸035～

060m、 短軸035～ 0.50m、 深さ26～47cmを 計る。遺物は出

上 していない。

掘立柱建物址 S B13

調査地区の中央部 (7,11)区で検出された。桁行 1間

(2.00m)× 梁行 1間 (200m)である。北東～南西棟で、

建物方位はN-26° 一Eである。掘 り方は、平面形が円形乃

至楕円形で、長軸0,40～ 0,75m、 短軸0.40～ 0.65m、 深さ34

～43cmを 計る。遺物は出土していない。

掘立柱建物址 S B14

調査地区の南部 (7～11, 4～ 6)区で検出された。総柱

の掘立柱建物である。この建物に付随するS K93の石組み

がこの建物の西端である。桁行 3間 (11.60m)× 梁行 2間

(6.28m)の建物で、 S K93の一部を覆う下屋を設ける。下

屋の長さは2.04mで、下屋を含む桁行の全長は13.64mで あ

る。東西棟で、建物方位はS-80° 一Wである。柱間は、梁

行が東から2.84m。 452m・ 4.24m、 桁行は北から3.32m・

296mである。掘 り方は、平面形が円形乃至不整楕円形で、

長軸0.72～ 2.00m、 短軸0,72～ 1.80m、 深さ52～91cmを 計る。

堀 り方には河原石で根固めする柱穴もある。 S K89に切られ、

S K85'87～97・ 99。 S D04と 重複し、 S D05を切っている。

出土遺物は、縄文土器・石鉢である。

掘立桂建物l■ S B16

調査地区の南部 (8'9, 6・ 7)区で検出された。総柱

の掘立柱建物である。桁行 2間 (7.30m)× 梁行 2間 (440

m)の建物である。東西棟で、建物方位はW-12° 一Sで

ある。柱間は、梁行が東から380m・ 3.50m、 桁行は北から

2.50m・ 1.90mである。南西隅の柱穴は、試掘 トレンチによ

S Bll

S B12

S B13

第11図 掘立柱建物l■概略図

(1/200)

③

S B15
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り確認できなかった。掘 り方は、平面形が円形で、直径40～

70cm、 深さ13～45cmを 計る。堀 り方には河原石で根固めする

柱穴が 3基ある。 S K73・ 74・ 76と 重複する。遺物は出土し

ていない。

掘立柱建物l■ S B17

調査地区の北部 (5'6,9。 10)区で検出された。 6

角形の掘立柱建物である。桁行 1間 (2.35m)× 梁行 1間

(2.50m)、 張出長は3.50mを計る。北東～南西棟で、建物

方位はN-39° 一Eである。柱穴は、円形乃至楕円形で、長

軸45cm～ 80cm、 短軸30～ 65cm、 深さ16～36cmを 計る。出土遺

物は、縄文土器である。

掘立柱建物l■ S B18

調査地区の北部 (6,10)区で検出された。 6角 形の掘

立柱建物である。桁行 1間 (2.38m)× 梁行 1間 (275m)、

張出長は330mを計る。北東～南西棟で、建物方位はN-35
° 一Eである。柱穴は、円形乃至不整形で、長軸45cm～ 110

cm、 短軸45～ 80cm、 深さ28～45cmを 計る。出土遺物は、縄文

土器である。

3.礎石建ち建物址

いわゆる石場建ての住居l■ である。図示した遺物などの詳細

は別表 2に「掘立柱建物址・礎石建ち建物址一覧表」として取

りまとめた。

礎石建ち建物l■ SB15

調査地区の中央部 (5～ 7, 4～ 6)区で検出された。土台

となる石列、土間と推定できるS K151、 居間の囲炉裏である

炉址 S X13・ 14な どから、総合的に存在を判断した。土台とな

る石列は、遺構の南恨1で確認し、北側は後世の削平によつて確

認できなかった。石列等から梁行 2間 (10.08m)× 桁行 2間

(784m)が確認できるが、 S K151や 遺構周辺の遺物等から

築造時期は18世紀代のものであることから、利賀地域の同時期

の建物と比較すると、桁行 3間 (推定長1264m)× 梁行 2間

の建物と推定できる。東西棟で、建物方位はW-9° 一Nであ

る。柱間は、梁行が東から656m・ 352m・ 2.56m、 桁行は北

から4.20m・ 3.64mで ある。 S K150。 151'153・ S X13・ 14

と重複する。出土遺物は、越中瀬戸である。

S B17

S B18

第12図 掘立柱建物址概略図 〔4〕

(1/200)

幾 鸞

〇

S B15

戸
~凸

t/
第13図 礎石建ち建物l■概略図

(1/200)
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第 2節 その他の遺構

1.環状遺構

環状遺構 S X01

調査地区の中央部 (9・ 10,14・ 15)区で検出された。直径4.90mで 8個の土坑からなる。土坑は円形乃

至楕円形で、長軸040～ 1.60m、 短軸0.30～ 100m、 深さ34～60cmを 計る。 S X02を切る。出土遺物は、縄

文土器である。

環状遺構 S X02

調査地区の中央部 (9・ 10,14・ 15)区で検出された。直径490mで 7個の上坑からなるが、西側に 1個

ある可能性がある。土坑は円形乃至楕円形で、長軸044～ 1.10m、 短軸0.36～ 0.84m、 深さ18～49cmを 計る。

S X01に切られる。遺物は出土していない。

2.炉 址

炉llL S X03

調査地区の中央部 (9・ 10,14)区で検出された。コの字状の石組み炉である。住居址になりそうな土坑

が周辺にはないことから、屋外炉であると判断した。長さ090m、 幅100を 計る。出土遺物は、縄文土器・

砥石である。図示した遺物は、図面120-5186で ある。

炉l■ S X13

調査地区の中央部 (5, 5)区で検出された。S B15に付随する囲炉裏で、焼上のみである。平面型は不

整型で、東西96cm× 南北96cmを 計る。

炉l■ S X14

調査地区の中央部 (5'6, 4・ 5)区で検出された。 S B15に付随する囲炉裏で、石組みである。平面

型は方形で、東西104cm× 南北128cmを 計る。

3.水さらし場遺構

水さらし場とは、アク抜きなどを主とする植物質食料の処理・加工の場であり、台所的な場所である (渡

辺2002)と 定義されている。当遺跡からは、流路であるS D02の周辺に水さらしを行つたと推測できる遺構

群がある。 S D02の底に掘られ水さらしを行つたと推測できる土坑群、堅果類の殻を剥いたりしていたと推

測できる石組み部分、 S D02の末端部にありS D02直行する石列群の大きく3カ所に分かれる。土坑群は土

坑として後述し、石組みの部分について記載する。

水さらし場遺構 S X04

調査地区の中央部西側 (11,12,13)区で検出された。 S D02の南側に河原石を護岸状に石組みしたもの
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である。長さ6.50m、 幅120mを計る。河原石は、30～60cmの 扁平な石を用いており、平面を上方へ向けて

いる。これらの平面には堅果類等の殻を剥いたと推測できる直径約 5 cmの薄いくばみがある。出土遺物は縄

文土器である。また、遺構の周辺からは、打製石斧が出土している。図示 した遺物は、図面079-1183で あ

る。

水さらし場遺構 S X05

調査地区の中央部西側 (13・ 14,13)区で検出された。 S D02の末端部で、段丘端部に位置する。 S D02

に直行するように人頭大の石を並べているものが 3カ所あり、その周辺も含めている。遺物は、縄文土器で

ある。

4.道路l■

道路l■ S F01

調査地区の中央部 (12・ 13, 4～ 6)区で検出された。遺構が拡がる平坦面と利賀川側に一段低い平坦面

を結ぶ。長さ1040m、 幅1.20mで 、南西側には石組みを施 し、南東狽1は段丘崖面である。道路址の北東端

部は溝 S D03の東側に繁がり、S D03の西側は傾斜面、東側は平坦面であることから、この道路址 と関連す

るものと想定できる。

5.盛土遺構

盛土遺構 S Xll

調査地区の中央部 (3～ 7, 5～ 9)区で検出された。遺構の南東部は近世の住居址等にともない盛土は

削平されている。基本的な層序は以下の通りである。

第 1層 ;黒褐色シル ト (10YR3/3) 盛土および流土 厚さ0～ 18cm。

第 2層 ;にぶい責褐色シル ト (10YR4/3) 盛土 厚さ0～ 20cm。

第 1層 は東西約25m× 南北約35mの範囲にある。第 2層は東西19.5m× 南北195mで東側に開口する馬蹄

形を呈する。確実に盛土遺構である第 2層の範囲を当遺構範囲としている。

出土遺物は、縄文土器 。円盤状土製品・スクレイパー・打製石斧・磨製石斧・砥石・敲石類 。鉄石英剥片

がある。また、盛土の範囲内で試掘 トレンチからは御物石器とカツオブシ型石製品が出土していることから、

これらの遺物も盛土に伴う遺物と捉えられる。図示 した遺物は、図面054-1001'1003、 図面055-1016・

1024、 図面056-1037・ 1040。 1041、 図面057-1047～ 1051・ 1055。 1058、 図面067-1098、 図面068-H01・

1106、 図面069-1110、 図面070-1113・ 1114・ lH8、 図面071-1126、 図面074-1144、 図面075-1152・

1153、 図面076-1157、 図面077-1167、 図面083-1217・ 1220、 図面084-1224、 図面085-1232・ 1234～

1236・ 1238、 図面089-3001・ 3002・ 3004。 3007・ 3009、 図面095-5027・ 5029、 図面112-5137・ 5139～

5141・ 5143、 図面114-5146、 図面120-5187、 図面122-5195、 図面123-5198・ 5199、 図面124-5204、 図

面128-5225・ 5226、 図面139-5262、  図面140-5267、  図版089-5276・ 5277・ 5279・ 5280で ある。
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6.土坑

土坑は176基確認された。時期的には以下の通りである。

近世 ;S K01～ 09。 73^■ 01・ 151・ 152・ 155～ 176。

縄文時代 ;S K10～ 72・ 102～ 150。 153。

縄文時代の上坑の機能としては水さらし場遺構に伴うもの、貯蔵穴、土媛墓などがある。水さらし場遺構

に伴う土坑としたものは、自然流路S D02の河道中にあるものである。貯蔵穴としたものは、自然流路SK

02の周辺にある大型土坑である。土娠墓としたものは盛土遺構S Xll周辺の上坑である。以下の通りである。

水さらし場遺構に伴う土坑 ,S Kll～ 13・ 16～ 19・ 16・ 26・ 28～ 37。

貯蔵穴 i S K14・ 15'20～ 25'27。

土崚墓 ;105～ 108・ 110～ 150。

各土坑の個別の内容については、別表 3に「土坑一覧表」として取りまとめた。

7.清

溝は 5条確認された。時期的には以下の通 りである。

近世 i S D01・ 03～ 05。

縄文時代 i S D02。

溝 S D01

調査地区の北西部 (H～ 13,15～ 17)区で検出された。鍵の手状に屈曲する溝で、末端部は段丘崖面につ

ながる。長さ166m以上、幅015～ 2,70m、 深さ6～ 89cmを 計る。 S X06と 長さ0.30m、 幅0.14m、 深さ7

cmの小 さな溝で接続する。出土遺物は、珠洲・越中瀬戸・肥前・打製石斧である。図示 した遺物は、図面

089-2031、 図面099-5051である。

自然流路 S D02

調査地区の北半部 (1～ 15, 7～ 16)区で検出された。遺跡の北西端部で大 きく屈曲する自然流路である。

長さ89.20m以上、幅2.10～4.70m深さ 5～ 27cmを 計る。西側は調査値区外で、東側の末端部は段丘崖面に

つながる。 S K12・ 13に切 られ、 S K16～ 19。 26～ 33・ 102、 S X04,05と 重複 している。出土遺物は、縄

文土器・スクレイパー・下呂石剥片・打製石斧・磨製石斧・スタンプ形・敲石類・台石・石棒・鉄石英剥

片である。図示 した遺物は、図面056-1042、 図面057-1044・ 1045。 1059、 図面066-1094、 図面069-1108、

図面070--1112・ 1115、  図面075--1148、  図面077--1166、  図面079--1186・ 1188、  図面084--1227、  図面085

-1233・  1237、  図面092--5010・ 5012、  図面094--5020、  図面095--5025、  図面096--5028、  図面096--5028・

5031、 図面098-5042・ 5044・ 5045、 図面 -5076・ 5078、 図面104-5088、 図面107-5103・ 5108～ 5110、 図

面110-5120、  図面111-5130、  図面112-5134、  図面113-5142、  図面115-5151、  図面117-5155、  図面118

-5161・ 5164、 図面121-5191、 図面125-5209、 図面126-5214、 図面129-5231、 図面131-5237、 図面132

-5238、 図面133-5241・ 5242、 図面136-5248、 図面137-5251・ 5252、 図面138-5260・ 5261、 図面139-

5263～ 5266である。
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溝 S D03

調査地区の南東部 (13。 14, 6～ 10)区で検出された。中央部で分断される。道路址 S F01の西端の延長

にあた り、 S F01と の関連性が想定できる。長さ22.40m、 幅0.24～0.60m、 深 さ13cmを計る。出土遺物は、

縄文土器である。

溝 S D04

調査地区の南部 (8。 9, 3・ 4)区で検出された。長さ400m、 幅0.40m、 深さ24cmを 計る。 S B14の

上間である S K93か ら、段丘末端へ延びる溝である。河原石で護岸を施す。 S B14・ S K93と 重複する。遺

物は出土 していない。

溝 S D05

調査地区の南部 (8,9, 3・ 4)区で検出された。長さ5.00m、 幅040m、 深さ38cmを 計る。 S B14の

土間である S K93か ら、段丘末端へ廷びる溝である。 S B14・ S K931こ 切 られる。遺物は出土 していない。

8.石組み遺構

ここで取り扱う石組み遺構は、近世の遺構である。

石組み遺構 S X10

調査地区の東側 (10～ 12, 7～ 9)区で検出された。東西8.00m、 南北13.00mを計る。コの字状に配置

され、東側は礫層に繋がる。現在の地籍図とほぼ合致する。出土遺物は、珠洲である。

石組み遺構 S X12

調査地区の南側 (5・ 6,1・ 2)区で検出された。段丘南端部の護岸である。

9.凹地

凹地は 1基確認された。当初は調査地区の西側に浅 く平らな凹地 S X07～ 09を確認し、矢張下島遺跡調査

概報 Iに記載したが、その後の発掘調査の成果により、自然流路 S D02の一部と判明したため、欠香とする。

凹地 S X06

調査地区の中央部北側 (10。 11、 16・ 17)区で検出された。平面形はLの字状を呈 し、中央部には南北の

段があり、石列が護岸状に配している。東西6.lm、 南北53m、 深さ33～62cmを 計る。S B01P3 1と 暗渠で、

S D01と は短い溝で接続する。出土遺物は、珠洲・越中瀬戸である。図示 した遺物は、図面086-2002であ

る。
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第14図  矢張下島遺跡等高線図 (1/400)
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第 3章 遺 物

第 1節 土器類

1.縄文土器 〔1〕

縄文時代早期から縄文時代前期初頭までの土器である。

早期

押型文土器 図面054-1001～ 1004。 1001は 日縁部である。楕円文を縦位に施文される。1002～ 1004は 胴

部である。楕円文を横位に施文する。

早期末～前期初頭

極楽寺式期のものである。

深鉢A 図面054-1005。 1006。 口縁部外面にヘラで羽状文を施文もの。1005は 、回縁端部に刺突文を施

文する。胎土には繊維が含まれる。

深鉢B 図面054-1007～ 1009。 口縁端部外面に刺突文を施文するもの。

深鉢C 図面054-1010～ 1012。 回唇面に施文するもの。

深鉢D 図面054-1013・ 1014。 口縁部内面に指圧するもの。

深鉢E 図面054-1005、 図面055-1006～ 1029。 結束しない羽状縄文を施文するもの。

深鉢胴都 図面056-1030～ 1039。 1030'1031・ 1035・ 1037は胎土に繊維を含む。1035～ 1039は 内面を貝

殻腹縁や櫛状工具によつて調整 している。

2.縄文土器 〔2〕

縄文時代中期前葉～中葉の土器である。

中期前葉

新崎式期のものである。

深鉢A 図面056-1040。 人面装飾付土器である。

深鉢B 図面056-1041,1042。 キャリパー形の深鉢である。

深鉢C 図面056-1043。 縦位の三角刺突連文を施文する。

深鉢D 図面057-1044～ 1046。 同一個体と思われる。日縁部には蓮華状文、胴部外面には横位楔形無文

帯、多条半隆起文を施文する。

深鉢A胴部 図面057-1047。 キヤリパー形深鉢の胴部である。

深鉢胴底部 図面057-1048～ 1052。 同一個体である。縦位の半隆起文とその間を半隆起波状文である。
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深鉢胴部 図面057-1053～ 1059。 深鉢の胴部である。

中期中葉

上山田 '天神山式期、古府式期である。

深鉢胴部 図面057-1060。 渦巻きの隆持を張るものである。上山田・天神式期のものである。

深鉢口縁部 図面057-1061。 口縁部外面に横位の半隆起文を施文する。古府式期のものである。

深鉢胴部 図面057-1062。 竪位の半隆起文と櫛歯の刺し痕を施文する。

3.縄文土器 〔3〕

縄文時代中期後葉の串田新式期・岩崎野式期のものである。

竪穴住居l■ S101出 土土器

深鉢A 図面058-1063～ 1065、 図面059-1066・ 1067、 図面060-1073。 波状口縁の深鉢である。

深鉢A胴部 図面059-1068。 波状口縁の深鉢の胴部である。

深鉢A底部 図面059-1069,1070。 波状口縁の深鉢の底部である。

深鉢B 図面059-1071、 図面060-1072。 平縁の深鉢である。

台付鉢 図面061-1074～ 1076。 1074は 台付鉢の口縁部から胴部である。1075は胴部と脚部との接合部で

ある。1076は胴部である。

竪穴住居lIL S 1 03出 土土器

深鉢B口縁部 図面061-1077。 平縁の深鉢の口縁部である。

竪穴住居l■ S104出 土遺物

台付鉢 図面061-1078。 台付鉢の日縁部である。

竪穴住居城l■ S105出 土遺物

深鉢A 図面063-1084、 図面064-1088。 波状口縁の深鉢である。

深鉢B 図面061-1079、 図面062-1080～ 1082、 図面063-1083・ 1085～ 1087。 平縁の深鉢である。

有子し鍔付土器 図面064-1089。 扁平球胴のものである。一部はS106か ら出上している。

竪穴住居l■ S I06出土遺物

深鍋  図面065-1090・ 1091。 平縁の深鉢である。

浅鉢 図面065-1092。 片国の浅鉢である。

有子し鍔付土器 図面064-1089。 扁平球胴のものである。一部はS105か ら出土している。

その他

深鉢A 図面066-1093～ 1097、 図面068-1100。 波状口縁の深鉢である。

深鉢B 図面067-1098・ 1099、 図面068-H01～ 1107、 図面069-1108～ 1111。 平縁の深鉢である。

台付鉢 図面070-1112～ 1117。 1112～ 1114は 口縁部から胴部である。1115～ 1117は脚部である。

有孔鍔付土器 図面070-1118。 有子し鍔付土器の顎部から肩部である。

浅鉢 図面070-1119。 小型の浅鉢である。

深鉢 C底部 図面070-1120。 縦位の微隆起線を用いて施文するものである。
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4.縄文土器 〔4〕

縄文時代後期後半の加曽利Bl式併行期、井口 (酒見)式期・八日市新保式期のものである。

深鉢A 図面071-■ 21～ 1123。 加曽利Bl併行期の日縁部の突起である。

深鉢B 図面071-H24・ 1125。 瘤付の深鉢である。

深鉢C 図面071-1126。 口縁部外面に沈線文を施すもの。

深鉢D 図面072-1127～ 1133。 口縁部が外反して延びるもの。1127・ 1131・ 11331ま 波状口縁である。

深鉢E 図面073-H34～ 1143。 回縁部が内弯するもの。いずれも波状口縁である。

深鉢F 図面074-1144～ 1146、 図面075-H47～ 1154、 図面076-H55～ 1158。 いわゆる粗製土器である。

1144口縁部外面に横位の沈線文を施文する。1145～ 1151は 口縁部外面を横位の指ナデをする。1152～ 1154・

1157・ 1158は外面が縄文である。1155は外面がナデである。11561よ 条痕文である。

深鉢G 図面076-1159。 口縁部が内屈する深鉢である。

深鉢D胴部 図面076-H60・ 1161。 深鉢Dの胴屈折部である。

深鉢胴部 図面076-1162。 横位の羽状縄文に沈線文を施文したものである。

深鉢底部 図面076-1163・ 1164。 深鉢の底部である。

浅鉢A 図面077-1165。 胴部が内弯 し、日縁部が内屈するものである。内外面とも赤彩されている。

浅鉢B 図面077-1166～ 1167。 内弯する浅鉢である。

浅鉢C 図面077-1170。 やや外反し外上方へ廷びるものである。

浅鉢D 図面078-1171～ 1178。 有段の口縁のものである。

注目土器 図面079-1179～ H88。 1179'11801ま 口縁部で、内屈するものである。1181は 突起が反 り返る

ものである。1182・ 1183は胴部である。1184～ 1188は注ぎ口である。

皿 図面079-1189。 底部に圧痕がある皿である。

5.縄文土器 〔5〕

縄文時代晩期前半の御経塚式期、中屋式期と縄文時代晩期後半の下野式期、長竹式期のものである。

晩期前半

深鉢A 図面080-1190～ H96、 図面081-1199～ 1202。 口縁部が「 く」の字状の口縁のもの。

深鉢B 図面080-1198、 図面081-1203。 口縁部が内弯気味に立ち上がるもの。

深鉢A胴部 図面080-H97、 図面081-1204～ 1207。

浅鉢 図面081-1208～ 1210。 1208・ 1209は浅鉢の口縁部である。1210は浅鉢の胴部である。

蓋 図面081-1211。 沈線文で区画したところへ縄文と列点文を充填する蓋である。

晩期後半

深鉢A 図面082-1212・ 1213。 「く」の字状口縁で、のもの。1212は 弥生時代初頭柴山出村式期に属す

る可能性もある。

深鉢B 図面082-1214。 口縁部は平縁で、眼鏡状文を施文するものである。

深鉢胴部 図面082-1215。 胴部最大径が上半部にある深鉢の胴部である。鍵手文を施文する。
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6.縄文土器 〔6〕

底部圧痕がある土器の底部である。

底部A 図面083-1216・ 1217。 網代圧痕のもの。

底部B 図面083-1218～ 1221、 図面084-1222～ 1228。 スダレ状圧痕のもの。

底部C 図面084-1229。 1230、 図面085-1231～ 1238。 その他圧痕があるもの。

7,中近世の土器類

中近世の土器・陶磁器類である。内容は、中世のものに土師器・珠洲 。人尾、近世のものに瀬戸美濃・越

中瀬戸・信楽・肥前・伊万里がある。人尾は細片のため図示 していない。

土師器

皿 図面086-2001。 手づくねの皿である。

珠洲

甕 図面086-2002、 図面087-2003。 大型の甕である。

悟鉢 図面087-2004。 橋鉢の日縁都である。オロシロ幅は2 5cmで 、条数は10条である。

瀬戸美濃

椀 図面087-2005'2006。 内弯 して立ち上がる椀である。

越中瀬戸

椀口縁部 図面087-2007～ 2009。 鉄釉を施釉する椀である。

椀底部 図面087-2010～ 2013。 鉄釉を施釉する椀の底部である。底部は削 りだし高台である。

皿 図面087-2014・ 2015、 図面088-2016～ 2023。 削 りだし高台の皿である。

悟鉢 図面088-2024～ 2027。 2024・ 2025は 悟鉢の口縁部である。内外面とも鉄釉を施釉する。2024は オ

ロシロ幅2 3cmで 、条数は11条である。2025は オロシロ幅1 5cmで 、条数は8条である。2026・ 2027は 悟鉢の

底部である。内外面とも鉄釉を施釉する。底部は回転糸切 りである。2026は オロシロ幅2.9cmで、条数は11

条である。2027は オロシロ幅3.2cmで 、条数は9条である。

重底部 図面088-2028・ 2009。 内外面とも鉄釉を施釉する壺の底部である。

信楽

悟鉢 図面089-2030。 悟鉢の底部である。オロシロは3 0cmで 、条数は11条である。

日巴前

椀 図面089-2031～ 2033。 2031は京焼風の椀である。2032は 内外面とも長石釉を施釉する。2033は 陶胎

染付の底部である。

皿 図面089-2034～ 2037。 2034・ 20361よ灰釉を施釉する。2035は 内野山窯の銅緑釉系のものである。

鉢 図面089-2037。 口縁部が外反する大型の鉢である。

伊万里

椀 図面089-2038・ 2039。 2038は 筒型椀である。2039は椀の底部である。
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第 2節 その他の遺物

1.土製品

円盤状土製品 図面089-3001～ 3010。 縄文土器片を円形に削 りだしたものである。大きさは直径6.0～

3 2cmで あ
'仇

 出上位置イよ、 3001 ・3002・ 3004・ 3007・ 3009が S Xll、  3003・ 3010が S 106、  3008が S I

05、 3005。 3006が包含層である。

2.鉄製品

鳶口 図面090-4001。 柄の木質部が残る鳶口である。

鋏 図面090-4002。 和鋏である。

刀子 図面090-4003。 基部から刃部にかけての刀子である。

鉄瓶蓋 図面090-4004。 返しがある鉄瓶の蓋である。口径16 6cmを 計る。

3.銅製品

キセル 図面090-4501～ 4503。 45011ま雁首である。押しつぶされている。4502・ 4503は 吸い口である。

銅銭 図面090-4504。 熙寧元賓 (1068)で ある。

4.石製品

石鏃 図面091-5001～ 5006。 無茎で凹基部のものである。

石匙 図面091-5007・ 5008。 5007は 縦型のものである。5008は横型のものである。

ピェス・ェスキーユ 図面091-5009。 黒曜石のものである。

スクレイパー 図面092-5010～ 5014、 図面093-5015～ 5019、 図面094-5020～ 5023、 図面095-5024～

5027、 図面096-5028。 貝殻状の剥片に刃部を作 り出しているもの。

スクレイパー未製品 図面096-5029・ 5030。 刃部加工する前のものである。

下呂石剥片 図面096-5031～ 5035。 下呂石の剥片である。

打製石斧 図面097-5036～ 5041、 図面098-5042～ 5047、 図面099-5048～ 5055、 図面100-5056～ 5062、

図面101--5063-5071、  図面102--5072-5078、  図面103--5079-5084、  図面104-5085-5090、  図面105-

5091～ 5093、 図面106-5094-5100、 図面107-5101～ 5107、 図面108-5108～ 5114、 図面109-5115～ 5119、

図面110-5120～ 5125、 図面111-5126～ 5131、 図面112-5132～ 5138、 図面113-5139～ 5145、 図面114-

5146´
―ヤ5150。

―- 27-―



形態は以下に分類できる。

A類 ;短冊形のもの。

B類 ;撥形で直線的にひらくもの。

C類 ;稜形で、湾曲しながらひらくもの。いわゆる分

'同

形のものである。

打製石斧未製品 図面115-5151・ 5152。

打製石斧母岩 図面116-5153。

磨製石斧

A類 ;図面117-5154～ 5160、 図面m8-5161～ 5175。 短冊形のものである。

B類 ;図面119-5176～ 5185。 撥形のものである。

砥石 図面120-5186・ 5187。 筋砥石である。

スタンプ形石器 図面120-5188、 図面121-5189～ 5192。 礫の一端を打ち欠き、平らな面を作 り出し、そ

の部分を機能面にもったと考えられる石器である。さらにその面を打面として周辺を整形している。

敲石類 図面122-5198～ 5197、 図面123-5198～ 5201、 図面124-5202～ 5207、 図面125-5208～ 5210、 図

面126-5211～ 5216、 図面127-5217～ 5222、 図面128-5223～ 5227、 図面129-5228～ 5232。 磨石・凹石・敲

石を総して敲石類とした。

擦切具 図面129-5233。 横長のものである。

台石 図面130-5234・ 5235、 図面131-5236。 5234・ 5235は 扁平な円礫を用いている。52361よ打製石斧の

両極技法に用いられる台石と判断した。

石核 図面131-5237、 図面132-5238・ 5239、 図面133-5240～ 5242。 スクレイパーや打製石斧などの石

核である。

接合資料 図面134-5243～ 5245、 図面135-5246・ 5247。 正珪岩製のスクレイパーの接合資料である。

石棒 図面136-5248・ 5249、 図面137-5250～ 5255、 図面138-5256～ 5261。 5248・ 5249は 中期の大型石

棒である。5250～5257は凝灰岩製の石棒および石棒未製品である。5258～5261は粘板岩製のものである。

5261は 成興野型石棒である。

カツオブシ型石製品 図面139-5262～ 5266。 端部が細 くなり、断面が方形のものである。

御物石器 図面140-5267、 図面141-5268・ 5269。 濃飛型の御物石器である。

石冠 図面142-5270～ 5272。 頭部と基底部が一体化 したものである。5272は 未製品である。

トチムキ石 図面142-5273。 上下端にトチの殻を剥 く道具である。

石臼 図面143-5274。 放射状に目がある石臼である。

石鉢 図面143-5275。 桑山石製のものである。

鉄石英剥片 図版089-5276～ 5283。 鉄石英の剥片である。

5.そ の他

人骨 図版089-9001～ 9004。 9001は左上顎骨である。9002～ 9003は 歯である。90041よ歯槽である。
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第 4章 自然科学分析

第 1節 矢張下島遺跡で発掘された焼土と焼石の磁気の研究

富山大学理学部 酒井英男、松延礼佳、岸田 徹

南砺市教育委員会 岡田一広

|よ じめに

富山県南砺市利賀村に位置する矢張下島遺跡 (北緯36° 4749″ 、東経137° 01′ 22〃 )イこおいて、平成

17年度の発掘調査により、縄文時代の住居址および、江戸時代と推定される建物跡が見つかった。本稿では、

発掘された遺構より焼土と焼石を採取 して、残留磁化をもとに考古地磁気の研究を行った結果を報告する。

第15図 には、遺跡の位置を示 している。

調査対象の一つは、江戸時代と推測される礎石建ち建物llL S B 15であり、同遺構の囲炉裏と推定できる焼

土を発掘された状態で定方位にて採取 した。また,縄文時代中期後葉と推定される6棟の竪穴住居址におい

て、中央に配置された石組み炉より焼石を定方位で採集した。

2.考古地磁気の研究

自然界の上壌や岩石には数%の鉄の酸化鉱物が含まれており、特に磁鉄鉱 (Fe304)や赤鉄鉱 (Fe203)

は強磁性を示 して磁石になる性質を有する。これらの強磁性鉱物は、高温まで加熱されて冷却時に地磁気を

磁化として記憶することができ、その集合体として焼土や焼石は当時の地磁気の化石としての残留磁化を獲

得する。そして、高温まで加熱を被った遺物を採集して残留磁化を読みとることにより、過去の地磁気が復

元できる。地磁気 (ベ クトル)は、第16図左上の様に、方向を示す偏角、伏角と、地磁気強度の 3成分で表

される。地磁気は地球内部の核の運動により変動しており、過去の地磁気を調べることは地球の履歴を探る

上でも重要である。

考古時代の地磁気変動については、国内の多数の窯跡において焼土や遺物の残留磁化の研究が精力的に行

われ (Hirooka1971,1997iSakai&Hirooka1986;酒 井他2006な ど)、 第16図の右に示す様な過去2,000年間にお

ける地磁気 3成分の変動が得られている。焼石も高温まで加熱されて冷却時に残留磁化を獲得 し、その後に

移動していなければ、地磁気復元に適した試料となる。

第16図右や左下の地磁気変動を標準として、焼土や焼石の残留磁化と対比することにより、遺構の年代が

推定できる。これを,考古地磁気年代推定の研究 (考古地磁気法)と 称している。地磁気強度の変動はまだ

データが十分でないので、年代推定の精度は劣るため、現段階では地磁気の方向 (偏角と伏角)の標準変動

を用いて年代推定が行われている。焼土や焼石の保存条件が良い場合には、同方法により、数10年の精度で
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1 矢張下島遺跡位置図 〔1〕 (1/100万 )

耳ヒ湘皐:36 46° ,易臣索登:137 02°

現在の地磁気偏角■75°

2 矢張下島遺跡全景 (南から)

3 矢張下島遺跡位置図 〔2〕 (1/2万 5千 )

第15図 矢張下島遺跡の位置
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の年代推定が可能となっている。

本研究では、住居址の焼土について残留磁化を測定し、考古地磁気法による年代推定を行った。第15図の

地磁気方向の標準変動は、近畿地方を中心として主に西南日本の試料を用いて研究されており、西南日本版

の考古地磁気永年変動と称されている。過去2,000年間において偏角では西偏20° から東偏 15° 、伏角では

35° から60° の範囲を複雑に変動 していることが読みとれる。研究が進むにつれて、国内でも、地域による

地磁気変動の違いが明らかになってきた。こうした地磁気変動の地域による特徴が明らかになれば、地磁

気年代推定法の精度は更に向上すると期待されている (広 岡1997;酒 井他2007な ど)。 北陸地域では、広岡

(1997)に より、AD.5～ 15世紀の地磁気変動が得られているが、それより以前・以後の時代はまだデー

タは少ない。それ故、本研究の江戸時代と推測される焼土については、西南日本版の地磁気変動を用いて研

究を行う。また、研究データが少ない富山県の江戸時代における地磁気変動の特徴も検討する。

考古地磁気年代推定に利用できる地磁気変動は過去2,000年間で得られており、それより古い時代につい

ては現在のところ適用できない。縄文時代中期後葉と推定される焼石については、従来、同時代の幾つかの

遺構で行われた研究との比較を試みる。

(a)地磁気・残留磁化の表現 (b)考古地磁気変動

(c)考古地磁気変動 (シ ュミット投影 )

1000 2000 A D

地磁気強度

0

第16図 地磁気の変動

地磁気の 3成分である偏角,伏角と地磁気強度

地磁気 3成分の過去2,000年 間の変動 (HirOoka1971、 Sakai&Hirooka1985)

地磁気方向 (偏角と伏角)の変動を、拡大 したシュミットネット上で曲線 として表示 している
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3.実験試料

残留磁化の研究試料の採集

第17図には、研究用試料の採取地点を示している。図の「●」で印した領域の遺構S B15において焼土を

採集し、「▲」で印した6つの領域 (S103～ 06)お よびS B15と 炉址S X03の各遺構から焼石を採集した。

SI1 04

|
|
|

o         10         20m

12      13      14      15      16

第17図 試料採取地点位置図 (1/500)
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∪
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焼土試料は、焼土面の範囲が約0.1だ と限られており、また崩れ易かつたため、容量10ccの プラスチック

製キューブケース (以下ではプラスチックケースと称す)を利用 して以下の様に採集した。まず、プラス

チックケースに収まる大きさに焼土面をカッターや鍬を用いて整形し、 1辺が約 2 cm立 方体のブロツク状に

する。ブロックと周辺領域に、薄い石膏を上からかけて固定し、次にプラスチツクケースに濃い石膏を入れ

て、それを焼土ブロックに上から被せる。十分に固まった後でプラスチックケースの上面にクリノメータを

用いて水平面との交線をマークし、磁北からのずれと水平面からの最大傾斜角をクリノメータで読んで記録

する。その後で、焼土ブロックが入ったプラスチックケースを焼土面から外 して研究試料とする。第18図 に

は採取風景を示 している。以上の過程により、焼土面から10数個の試料を得た。

焼石については、 6つの遺構において、赤色を帯びた焼石を選択 して採取 した。各遺構の焼石試料は、石

組み炉の遺構面に位置する状態で方位を記 した後、こぶし大程度の大きさのものはそのまま外 し、大きな焼

石についてはこぶし大程度に整形 して採集した。それぞれの遺構から数個の焼石試料を採取 した。

磁化特性の室内実験

採取 した試料について、残留磁化の測定と段階交流消磁の実験を行つた。以下に実験の概要と手順を述べ

る。

1つの遺構から複数試料を採取する理由は、試料に様々な要因による誤差が含まれるためである。残留磁

化に起因する誤差の他、採取時の誤差等 も含まれている。複数試料の測定により、信頼できる試料を判別

でき、データの統計的な信頼度も検討できる。データ解析にはフイッシャーの統計 (Fisher1953)を 利用し、

残留磁化の平均と信頼度パラメータ (950/O信頼角 a95と 精度係数K)を求めた。それにより、遺構 としての

残留磁化方向が得られ、当時の地磁気方向を復元できる。

焼土や焼石には、加熱され冷却する時に獲得する地磁気の化石としての熱起源の残留磁化 (初生磁化)だ

けでなく、後の様々な要因で生ずる二次的な磁化が付着している場合がある。この二次磁化を除去 しないと、

焼成時の地磁気を復元できない。そこで本研究では、人工的な交流磁場を作用 して二次磁化を除去する交流

消磁実験を行つた。交流磁場を徐々に強くしながら消磁を行い、各消磁段階で二次磁化が除かれる状況を検

討しながら実験を進めるので、段階交流消磁法と称されている。

焼土試料の段階交流消磁実験については、消磁前の自然残留磁化を測定後、消磁実験を2.5、 5.0、 7.5、

10、 15、 20mTの 6段階の交流磁場 (mT imiHi― tesla,磁場強度の単位)にて行い、各段階後の残留磁

化を測定した。ちなみに、5 mTは地球磁場の約100倍の強さに相当する。また, 自然残留磁化は、NRM

(natural remanent magnetization)と 称されている。消磁実験の結果は、後述のザイダーベル ト図として

表わした。

第18図 考古地磁気年代推定の研究のための焼土試料の採取状況
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2.竪穴住居llL S 1 03炉

4.竪穴住居址 S105炉

1.礎石建ち建物址 S B15

第19図 試料を採集した焼土と焼石の個所

3.竪穴住屋址 S104炉

5.竪穴住居址 S106炉
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焼石試料についても、同様な過程で段階交流消磁実験

を行つた。

残留磁化の測定は、富山大学のパススルー型超伝導

磁力計 (2G Enterprises社 760R)と リングコア・スピ

ナー磁力計 (夏原技研製 SMM 85型 )を使用 して行った。

また、段階交流消磁実験には、超伝導磁力計の付属消磁

装置および夏原技研製の消磁装置を用いた。

消磁実験の解析に利用するザイダーベル ト図法

段階消磁実験の結果の解析法としてザイダーベル ト図

法 (Zijderveld1967)がある。第20図 に例を示すが、こ

の図法では、三次元の磁化ベク トルの終点を、平面ヘ

の投影 (水平成分)と 鉛直面への投影 (鉛直成分)に分

解することで、磁化方向と大きさを平面図として示すこ

とができる。水平面投影では、横軸に磁化の南北成分を、

縦軸には東西成分を取つて「●」のプロットで示 してい

る また,鉛直面投影は,横軸には同様に南北成分を示

し、縦軸には磁化の上下成分を取つて「○」で表現 して

いる。この様にして、残留磁化を鉛直と水平の各成分に

分解 して、それぞれを平面図上に投影する。次に水平面

投影の平面を90° 回転させて鉛直平面と重ね合わせるこ

ガ溶往 た

″イと強度  NRM強 度1ビ輛
θ  プO ttη Ta〃

交流磁場

第20図 段階交流消磁実験の結果を解析するための

ザイダーベル ト図

聾
監

0  ′θ  拗 堕π伽つ
交流磁場

とで、三次元の磁化ベクトルを二次元として表すのがザイダーベル ト図法である。

残留磁化が安定な一成分のみからなる場合には、消磁磁場を強くしていつても磁化方向は変わらずに残留

磁化が減少していき、各消磁段階における消磁後の磁化方向は図の原点に向かう直線】犬にプロットされる。

しかし、二次磁化の影響が大きい場合にはプロットは複雑になる。各試料の消磁実験の結果を示すザイダー

ベル ト図のプロットとして示 した後、カーシュビングの主成分分析法 (Kirsh� nk1980)と 称される方法を

用いてプロットの直線性を解析 し、信頼度の高い残留磁化の方向を求めることができる。

交流消磁実験により二次磁化や誤差の大きな試料を除き、被熱遺構 (焼土面)の地磁気の記録としての残

留磁化を得る過程を説明する。遺構から採集した複数個の試料について、個々の試料の段階交流消磁実験の

結果をザイダーベル ト図で解析 し、信頼できる磁化方向を求める。信頼できる磁化方向が得られない試料に

ついては、その結果は使わない。そして、信頼できる結果が得られた試料の残留磁化について、フイッシヤ

ー統計 (Fisher,1953)に より、平均と誤差範囲を示す α95誤差円の角度を求める。こうして得た焼土面の

残留磁化方向を当時の地磁気方向として、年代を推定する。具体的には、第15図左下の様な拡大 したシュ

ミットネット上で、残留磁化の平均方向とα95誤差円をプロットし、地磁気変動曲線に最も近い (垂線を降

ろし交差する)点に対応する年代を、遺構の推定年代とする。推定年代の誤差はα95円 から降ろした垂線の

位置により求められる。
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4.実験結果

焼土試料の残留磁化

代表的な段階交流消磁実験の結果を第20図 のザイダーベル ト図に示す。測定した試料のうち、 8試料では

図の例の様に、10mTま での消磁段階でほぼ二次磁化の成分は消えている。それ以外の試料では、信頼でき

る磁化方向が得られなかったので、以下の議論から除いた。焼土領域が乱れていることが、これらの試料の

誤差の主な原因と考えられる。

安定な磁化方向が求まった試料の磁化データの平均を求めて、焼土面としての残留磁化方向を得た。第 1

表には、各試料の残留磁化方向と消磁前の磁化強度 (NRM強度)を示 し、下には焼土面としての平均磁化

方向とa95の値を示 した。現地での試料採取には磁気コンパスを利用 してお り、残留磁化の偏角データには、

現在の磁北と真北のずれの補正を施す必要がある。この偏角データの補正においては、国土地理院により全

国で行われた地磁気測量をもとに作成された偏角分布の二次近似式に、調査地の緯度と経度を入力して計算

された西偏 7° 30′ の補正値を用いて補正を行った。

焼石試料の残留磁化

6遺構からこぶし大で採取 した焼石から、下記の様に実験試料を得た。まず各焼石から、ボール盤に備え

たドリルビットを用いて 1イ ンチ径の円柱試料をくり抜いた。表面から内部まで、長いものでは約 8 cmの 長

さで採取し、それを2 cm長 にカットして実験試料 (コ ア試料と称す)と した。殆どの焼石では、表面から内

部まで抜いた角円柱試料から複数のコア試料が採取された。第 2～ 4表においてコア試料の、a・ b・ cの 番

号は、 1本の円柱試料から得た複数個のコア試料に、表面から内部に向けて付けた番号である。

第 2～ 4表のNRM強度を検討すると、複数個のコア試料を得た焼石では、表面に近い試料に比べて内部

の試料の磁化強度が弱 くなっているものが多い。また、段階交流消磁実験の結果からは、消磁により磁化方

向が大きく変わる試料はNRM強度が弱い傾向がみられた。表において、表面部のコア試料 aについては消

磁後の磁化方向を示し、bと cの内部試料についてはNRMの方向を載せている。

竪穴住居址の石組み炉 3遺構 (S104・ 05'06)で は、複数の焼石から得た表面部のコア試料の磁化方向

はまとまってお り、また現在の地磁気方向からもあまりずれていない。これらの 3サ イ トについては、焼

土と同様な解析を行い、平均の磁化方向と誤差範囲を計算 した (第 2～ 4表)。 他の3遺構 (S103,SB
15。 S X03)で は、磁化方向は北からかなりずれ、当時の地磁気の記録とはなっていないと考えられたので

以後の議論から省いた。石組み炉として使用後に動いていた可能性が考えられる。

5.考察

S B15の焼上の考古地磁気年代の推定

焼土の残留磁化が示す当時の地磁気方向を西南日本版の地磁気変動と照合 して、礎石建ち建物址 S B15の

年代推定を行つた。第21図 には、シュミットネット上に地磁気変動を描き、平均の磁化方向を黒丸で、誤差

範囲を周囲のα95円 で表している。比較する地磁気変動として、 1150～ 1500年 の期間は、広岡 (1997)に

よる北陸地域の変動を示 し、それ以降の期間については、西南日本版の地磁気変動 (HirOoka1971)を 示 し

ている。図の焼土の磁化は、A.D1760年 頃 (A D 1760± 30)の地磁気方向を示 している。考古学的には、
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試料番号
偏角

(° E)

伏角

(° )

磁化強度

(× 105A笛/kg)
試料番号 偏角 伏 角 磁化強度

1

2

4

5

8

13

14

5.6

2.4

28

54

17

-0,3

13

42 9

46 6

48 6

47 4

44,7

44 6

46 1

5 24

4 11

4 67

1 39

1.45

2,73

2 68

<石 1> (° E)

23a       12 6

23b     -10.1

24a       7.3

24b      -17.9

24c      -19 7

(× 10おA∬ /kg)

12.00

5.87

74.90

6.85

6 10

(° )

56 1

195

53 9

20 6

10.6

平均の偏角 ;2.7、 平均の伏角 ;459
α95, 1.8、  K i 1099

第 1表 炉址 S X13の残留磁化の測定結果

磁化強度は消磁前のNRM強 度を示 している。以下の表 も同様である。

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

<石 2> (° E)

17.7

36 6

169

21 4

(× 107A∬/kg)

16 60

2.39

35 90

6 69

２６ａ

２６ｂ

２７ａ

２７ｂ

(° )

52 8

48 5

45 2

41.7

<石 3> (° E)

29a       14 6

29b      28 1

(° )  (× 10マA∬/kg)

50.8          8.76

34.3           1.56

平均の偏角 ;140、 平均の伏角 ;50.8

α95,4 6、  K ,278

第 2表  S104炉の残留磁化の測定結果

試料番号  偏角 伏角 磁化強度

<石 1> (° E)

2       22 3

8    8.6

10       27.2

1la     21.5

1lb       63.8

1lc       60 2

(× 10望A∬ /kg)

9,06

5.11

3.37

3.91

2 54

2 24

く石 1> (° E)

61a       15.2

(x104Aだ/kg)

4.11

1 99

4 03

2.25

1 59

(° )

58 7

62.5

616

60 6

53.4

47.6

61b

62a

62b

62c

10

129

77

-198

(° )

57 7

60,4

56 6

66 8

68 6

平均の偏角 ;201、 平均の伏角 ;610
α95;4 7、  K ;387

第 3表 S105炉の残留磁化の測定結果

<石 2>

64

65a

65b

66a

66b

(° E)

112

169

-0.8

147

-108

(° )

55 7

54.3

52 3

58.9

54.6

(× 104Aだ/kg)

611

5 45

5.34

5.34

5 02

平均の偏角 :13.0、 平均の伏角 ;573
α95 ,2 4、  K :756

第 4表 S,06炉の残留磁化の測定結果
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礎石建ち建物址 S B15は江戸時代後期 (18世紀代)と 考えられており、残留磁化が示す年代は妥当と考えら

れる。

利賀地域は西南 日本版の地磁気変動曲線の基準点である京都市より緯度が高いので、焼土の伏角は深 く

なると予想された。磁化の測定結果は、同曲線の18世紀頃の地磁気方向より僅かに深い伏角を示 しているが、

現在の利賀村と京都市との伏角の違い約 2度より差は小さい。このことは、江戸時代の地磁気分布が現在と

は異なっていたことを示 していると考えられる。

焼石試料の磁化特性と地磁気年代の推定

第 2～ 4表および第21図 に示すように、 1本の円柱試料から複数個のコア試料を得た結果では、表面に近

い試料に比べて内部の試料の磁化強度 (NRM強度)力消母くなっているものが多い。更に、内側試料の磁化

方向は表面部試料の磁化方向からずれる傾向にあつた。これらの結果は、焼石が、磁化が弱い堆積岩などが

起源であったことを示 しており、また、内部の残留磁化が地磁気方向からずれていることは、炉を構成した

焼石は内部まで熱が十分に伝わらず、別の場所で元々獲得 していた残留磁化が残つていることを示唆する。

石組炉での使用において、岩石の表面から数cmま での領域が加熱による有意な熱残留磁化を獲得 し、当時の

地磁気の記録 (化石)と なっていると考えられる。

縄文時代の石組炉の地磁気年代推定

第23図 の左には、交流消磁実験により安定な磁化方向が得られた3遺構 (S104・ 05'06)に ついて、岩

石の表面部試料の磁化方向をシュミットネット図に示 している。

富山県の縄文中期後葉の遺跡での考古地磁気研究として、朝日町の境A遺跡での研究 (広岡1992)、 富山

市北代遺跡の研究 (広岡他1998)お よび富山市大山町の花切遺跡における研究 (広岡他1999)がある。これ

らの結果との対比では、竪穴住居址 S105と 06の磁化方向は、境A遺跡の住居址25号および北代遺跡の焼土

の磁化方向に近 く (第23図 の右図)、 ともに偏角は東偏 (15-20度 )し ,伏角は60度前後を示 している。境

A遺跡の住居址25号では、串田新 I式の土器が出土しており、矢張下島遺跡においても同土器形式が確認さ

第21図 焼土面から得た磁化方向と考古地磁気変動曲線 との対比

即
e
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<S105>

1.0

0.5

00

<S 104> 」/J0

10

J/J0

10

くS106> J/J0

1.0

J/」 0

10

1la    llb     llc

(表面部コア)(内部 コア)

J/J0 (磁化強度の比 )

27a 27b

26b26a24aｂつ
け

つ
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」/J0

1.0

24b 24c

J/」 0

1.0

29a 29b

」/J0
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62a 62b

」/J0

1.0

ー

第22図 焼石内部での磁化強度の変化

」/J0
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1.0
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<矢張下島遺跡>

石組み炉跡の 3サイ トの磁化方向 (中 図)と
富山県および関東における縄文時代中期後葉

の考古地磁気研究との比較

<富山県内縄文遺跡>

<関東縄文遺跡>

N
0。  偏角

N
0。  偏角

N
0。  偏角

伏角

50°

第23図
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れている。広岡他 (1992)で は、境A遺跡から得た縄文中期後葉の地磁気方向を関東地域の同時代の地磁気

変動研究と比較 し、勝坂・加曽利 EI・ E工 式の時代とも似ていると指摘 している。竪穴住居址 S104の

磁化方向 (偏角は15度の東偏で伏角は50度 )は、花切遺跡における堆積物の磁化方向に近い。この堆積物は、

層準の中位に縄文中期後半の上器を包含しており、縄文中期後半の比較的短い時間に堆積 したものと考えら

れている。矢張下島遺跡の焼石の磁化方向は、縄文中期後葉 (絶対年代は4,500～ 4,000年前頃)の地磁気方

向を示すと考えられる。

三成分の磁化 を持つ焼石

竪穴住居llL S 1 106の 焼石では、交流消磁の結果、ザ

イダーベル ト図上でプロットが折れ曲がる二成分の磁化

が認められ、自然残留磁化は、二成分の磁化が合成され

た方向となっていたことがわかった。第24図 のシユミッ   w
トネット図に示す様に、分離 した二つの磁化方向はほぼ

反姑方向を向いている。磁化強度は十分に強 く、両成分

ともに遺構で加熱されて獲得された熱残留磁化と考えら

れる。低温部の磁化方向は、縄文中期後葉の地磁気時代

として妥当である。以上の結果は、竪穴住居l■ S106の

焼石が炉で使用されある時期に逆さまに置 き換えられて
第24図

再び不U用 されたことを示すと考えられる。
S106の 焼石試料が示 した二成分の残留磁化

焼石の磁化の温度特性から炉内での加熱温度も推定できる (酒井他1998a,1998b,2004)の で、今後さら

に実験を進める予定でいる。

6.ま とめ

富山県南砺市利賀の矢張下島遺跡において、平成17年度の調査により発掘された。礎石建ち建物址 S B15

の焼土面と6地点の石組み炉の焼石について、考古地磁気の研究を行った。礎石建ち建物址 S B15の焼土面

では、AD.1760年 ±30年 頃との年代値が推定された。考古学では江戸時代後期の18世紀と推測されており、

焼土面の地磁気年代はこれを支持する結果である。

縄文時代の中期後葉と推定される竪穴住居l■ S104・ 05・ 06の石組み炉の焼石の磁化方向は、同時代の富

山県の遺構の研究から報告されていた地磁気方向と良く対応 した。得られたデータは、縄文時代の中期後葉

の地磁気方向として、今後、年代推定に利用できると考える。

焼石では、表面から内部へ採取したコア試料の磁化の検討から、焼石の起源が火山岩か堆積岩かの判別も

可能であった。更に、磁化方向のずれから、石組み炉の使用後の移動や複数回の使用の可能性も示唆された。

遺構の焼石は考古地磁気の研究にあまり使われていないが、地磁気年代推定に活用でき、遺構の状況の研究

にも利用できると判つた。今回の測定結果については、縄文時代の考古地磁気の研究が進んで年代推定の精

度が向上 した時点で、改めて検討することが望まれる。
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第 2節 塩硝成分の分析

岐阜大学教育学部 馬路 恭威

南砺市教育委員会 岡田 一広

1.|よ じめに

矢張下島遺跡では、江戸時代の住居址が 9棟確認された。矢張下島遺跡が所在する利賀地区を含め、五箇

山・白川郷では、安土桃山時代～明治時代初頭にかけて塩硝を生産していたことが著名である。

本遺跡の発掘調査において、古文書の戸数などから、16世紀から18世紀にかけての「下嶋村」であること

が比定できる。下嶋村では、加賀藩への金子の納入として、 5分 5厘 5毛が塩硝役金子として納入している。

この事から、下嶋村で灰汁煮煙硝の生産が行われたことが判明している。

このことから、塩硝生産が行われていたであろう住居llL S B01・ 15の柱穴・周辺の土坑などからサンプル

を採取 し、成分分析を実施 した。

2.分析方法

試料の調整

試料土は風乾後、30メ ッシュの舗を透過した部分を成分等の瀕1定に用いた。

水抽出液の調整法および測定項目

試料土をソックスレー抽出装置を用いて、24時 間水で抽出した。水抽出液について、N03、 Clを浪1定。

pHの測定

試料± 5gを 50mlの水に懸濁し、その上澄み液についてpH計を用いて測定。

試料上の成分等の分析方法の概要と測定項目

試料土は定法にしたがって水分及び強熱損失を測定 し、強熱塩酸浸出液および珪酸を除去 した強熱塩酸

浸出液、強熱塩酸処理残置の炭酸ナ トリウム処理溶液ならびに不溶鉱物を調整。強熱塩酸浸出液はK、 Na、

Ca、 Mg、 Al、 Feお よび硫酸の測定に、Si02を 除去 した強熱塩酸浸出液はリン酸の測定に、強熱塩酸浸出液

および炭酸ナ トリウム処理溶液Si02は測定に供 した。なお、強熱塩酸浸出液中のSi02の 測定は、試料液調整

後直ちに行った。

各成分の測定法

硫酸は、Bas04と して沈殿させ、その重量を測定。

S102は モリブデン酸青法、リン酸はアレン法、硝酸はサリチル酸ナ トリウム法による比色法によって測定。

Clは フォルハー ト滴定により測定。

K、 Na、 Ca、 Mg、 Al、 Feは 、誘導結合プラズマを励起源に使用 した原子発光分析法により、それぞれ、

766490、 589592、 317.933、 285.213、 308215お よび259.940nmの発光強度で測定。

―- 43 -―



S K01

Ｎ
掟
漆
＼
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

Ｏ
ｏ

ポ
ァ／

／
イ
恭

一　
　
α静

ガ。０。」／″

０

③ e
|

瀧
3暫辱

L轍翻爾 3響
づ

翠
.盤

解 。

第25図 塩硝資料採取地点位置図 (1/500)

」

一一
一
け
鋒

・^

１

‐５

謙
甜
ハ ０

骸
益
Ч

。
億

ο

Ｏ

　

モ
＼

９
為

ら

要献ヽ一抑

-44-



N08

(mg/g)

水分

(%)

強熱減量

(%)

pH 有機物
Xl 

不溶鉱物

(%)   (%)

矢張下島遺跡

現畑土

十日ナ田三L

S K01

S K03

S B01 P3-2

S K151(上 層 1)

S K151(上 層 2)

S K151(下 層 )

S K151周 辺地山土

0 04

0,07

0 05

0.02

0 06

ND

ND

ND

ND

6 30

6.20

7.88

7.59

6.61

6.92

5 93

6.15

6.13

4.0

4.4

6.8

40

61

3.3

34

28

27

124

116

17 9

8.4

7.5

105

105

9,7

87

8.2

7,2

11.1

43

4.3

7.1

6.9

69

6.0

70 2

71.4

71.2

79.5

81,5

73.0

71,7

72.8

72 8

遠山家床下試料土

試料 1

試料 2

試料 3

試料 4

試料 5

試料 6

試料 7

59 6

33 2

22 1

2.0

46

93

12 9

7 50

7 50

8 00

805

8.15

3 65

3 95

21 2

16.0

140

19 8

121

32

4.1

44 4

32 5

23 1

27 2

199

13 9

123

23 2

155

91

84

88

107

82

29.6

23 6

27 9

45 6

31 6

72 8

70.9

遠山家屋外試料土

西側軒下

北側軒下

東側軒下

南側軒下

ND

l,9

01

08

6.50

4 82

5 90

5 95

11

21

0.8

22

49

74

27

3.9

3.8

53

19

27

89 2

84 1

91 2

84.5

和田家床下試料土

試料 1

試料 2

試料 3

試料 4

2.8

19

1.1

2.1

7.15

7 20

7 28

6 90

40

26

17

23

132

8.2

60

5,9

91

5.6

43

36

54 6

79,1

82 4

83 1

A家床下試料土

試料 1

試料 2

試料 3

14.2

11 1

14.9

8 00

8 35

7.60

56

50
52

14 1

11 6

139

85

66

86

55 0

57.0

54.6

福地家床下試料土

試料 1(囲炉裏)

試料2

119

9.5

8 52

8.70

36

3.9

7.6

9.3

4,0

54

56 2

50 7

吉山家床下試料土

試料 1 20 9 10.25 60 105 28 9

神田奈床下試料土

試料 1 68 4 39 84.6

山下家試料土

倉床下 84 5 80 5.6 19.2 146 67 0

※1,強熱減量一水分、※2,30メ ッシュ舗透過試料土、N D i not detected

第 5表 試料土中の硝酸濃度、 pH、 水分・強熱減量・不溶鉱物含量
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FeAl�[gCaNaSi02 Pワ05 S03

矢張下島遺跡

現畑土

旧畑土

S K01

S K03

S BOI P3-2

S K151(上 層 1)

S K151(上 層 2)

S K151(下 層 )

S K151周 辺地山土

32 5

38 7

28 5

32 0

21 9

84 0

137 0

122.9

33.2

17

3.0

3,7

35

4.5

14

09

11

03

21

23

07

08

14

ND

ND

ND

ND

1 41    0 27

1 19    0 17

0 83    0 22

1 60    0 32

1 38    0 21

3 35    0 55

3 07    0 44

3,36    0 45

3 61    0 48

2 2    5 01    31 1    24 7

2 3    5 86    34 7    31 3

0 8    1 96    26 0    19 7

3 2    4,64    22 7    22 5

0.9    3.07    21,5    19,7

6 2    14 4    71.3    52.2

4 6    14 3    70 1    54 5

5.4    12 8    67 1    49,0

4 1    17.3    76.6    58 3

遠山家床下試料土

試料 1

試料 2

試料 3

試料 4

試料 5

試料 6

試料 7

109 4   28 3

89 7   37 1

114 7   36.7

100 9   32.2

114 4   37 9

40,4    2 2

50 4    2 7

12 0   37.51

10 7   19.25

6 8    9 70

4 6    8,84

4.3    8 55

0 2    1.28

1 2    1 96

6 50   57 8

4 60   136 1

2 17   121 7

1 58    78 1

1.53   119 0

0 54     1.4

0 86     5 0

9 35   9 10    8 34

17.06   9 87    7 29

15 64   11.02    6 72

6.49   18.07   11 44

13 38   11 85    7.05

2 66   23 85   20 20

3 82   27 89   23 32

遠山家屋外試料土

西復1軒下

北側軒下

東側軒下

南側軒下

0 91    0.28

1,72    0.28

0 81    0 26

1.44    0.23

1 2    2 00

1.1    1 87

1 1    1 82

1 7    2.46

8 42    6 46

16.31    8.49

7 06    6.38

15 41   11.31

34 4

39 8

24 7

38 7

13

16

10

27

16

13

15

1.2

和田家床下試料土

試料 1

試料 2

試料3

試料 4

65 6   10 8

48 4    4 6

35,8    4.3

27.9    1 5

5 10    3 62

3 95    0,77

1 36    0 67

1 30    0 61

77.9   10 37

24.6    7 17

6.6   261

4.0    3 27

12 37   15 93

17.43   18 24

11 74   18 38

12 43   19 84

12.8

26

ND

08

A家床下試料土

試料 1

試料 2

試料 3

74 0   28.7

71 3   30.2

67 8   19 4

9 09    1 99    65.5

8 36    1 68    65,4

8 69   2 31    74 7

7 23   10 53    3 09

7 19   10 75    6.44

9 82   12 10    5 27

22

24

24

福地家床下試料土

試料 1(囲炉裏 )

試料 2

69 2   12 7

102 3   13 8

8.33    3 12    76 5

8 93    2 21    87.1

11 47   14 57   16.36

13.34   15 31   16 67

2.1

15

吉山家床下試料土

試料 1 77 0   26 3 71 28 33   13 68   140 9   19 42   10 41   19 21

神田家床下試料土

試料 1 22 3 23 1 59    0 92 3 29   11 88   21.06

山下家試料土

倉床下 1134 11 1 82    0 36 40 2 40   22 39   18 36

※ 1:Si02は強熱塩酸浸出液および強熱塩酸浸出処理残澄の炭酸ナ トリウム処理溶液中に含まれる量の合計、その他

の成分は強熱塩酸浸出液中に含まれる量をmg/g試料 として表示。

N D i not detected

第 6表 強熱塩酸浸出法による試料中の無機成分含量
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3.ま とめ

塩硝上の特徴 として、Caお よびSi02がおお くpHは アルカリ性を示すのが特徴である (馬路2005a・

2005b) 。

掘立柱建物址 S B01周辺の S K01・ 03・ S B01 P3-2に おいては、塩硝土となる特徴は見いだせなかった。

礎石建ち建物址 S B15の 土間にあたるS K 151で は、Si02が多いことを除けば、塩硝上の特徴は持っていな

い。Si02が多い理由としては、稲藁や籾殻が多 く投入されたことが推浪1で きる。

しかしながら、長期間、雨の影響を受ける場所にあり、かつ非常に浸透性がよい砂質土を地山としている

当遺跡では、流出した可能性 も否定できない。Caと ともに、土をアルカリ性にするK、 Naは水に溶けやす

いため、屋根のない場所の土にはK、 Naはわずかしか含まない。以上のことから、当遺跡の試料が塩硝土

であった可能性も捨てきれない。

参考文献

馬路 拳戒 2005a「 白川郷における江戸時代の硝石生産に関する技術史研究 1」 F化学史研究』第 32巻第 2号

化学史学会

馬路 泰戒 2005b「白川郷における江戸時代の硝石生産に関する技術史研究 2」 『化学史研究』第 32巻第 3号

化学史学会
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第 3節 矢張下島遺跡の珪藻遺骸

邑本 順亮

1.は じめに

矢張下島遺跡の発掘調査では、水さらし場遺構が確認された。この水さらし場遺構がある自然流路 S D02

(試料①～③)、 および水さらし場遺構の1つである土坑 S K34(試料④～⑥)か らそれぞれ採集した試料

について含有珪藻の分析を試みた。検出はできたが含有量が少なく、かつ破片が多いので、全試料について

十分な分析と検討は困難であつたが得られた結果について若千のコメントを添えて報告する。

2.分析方法

試料の処理 と顕微鏡写真の撮影

検鏡 した試料は、発掘調査の際に現地の遺構で採集された6試料 (①～③ i S D02、 ④～⑥ i S K34)で

ある。

試料の処理は、過酸化水素水により酸化と漂白を同時に行い、その後水洗を繰 り返した。およそ 1週間で

水洗を終え、マウントメディアで封入し永久プレパラー トを完成した。

双眼顕微鏡を使用 し、600倍で全域検鏡 して必要に応 じて写真撮影を行つた。フイルムはミニコピー、現

像にはコピナールを使用 した。

写真を引き伸ばし、種の同定を行つて、その後プレー トを構成した。

検鏡結果

6サ ンプルを通していずれも珪藻の種数、個体数ともに極めて少なく、しかも破片が多かった。試料堆積

物の泣度組成からみてかなり多くのと藻は含まれると予想 したが、予想に反してごくわずかしか検出されな

かった。

その中で比較的多 く含まれていたのは① '②で、⑤・⑥からはほとんど検出されなかった。検出された珪

藻は第 7表にまとめ、その成育環境などを付記 した。表の中の成育環境等は、野口 (1987)に したがった。

3.考察

検鏡の結果、第7表に示 した21種の珪藻を検出したが、この他に属種未定の微小な破片が含まれる。それ

らは、FT7Fiv′勿SP・ Eヽ″″ο滋茶p、 p″″″力物 sp.な どである。

検出した珪藻から、遺構を埋めていた泥が堆積 した当時の水域環境を考えてみよう。

塩分に対する道応性は貧塩嫌塩性種が 5種類、ほかは不定性である。不定性とされる種類は適応範囲が広

い種類である。ここから比較的清列な水という印象が得られる。

pHについてみると、好アルカリ性種が10種類もあり、他に真アルカリ性種が 3種類ある。しかし、真酸

性種が 2種類、好酸性種も3種類含まれている。地積物は流れる水によって上流から運ばれたものも混ざっ
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ていると考えるのが普通であつて、すべてが現地性とは限らない。

流水性についてみると、11種類とその多くが流水不定性種である。しかし、真流水性種、好流水性種それ

ぞれ 1種類が検出されているものの、好止水性種 5種類と真止水性種 1種類が検出された。このことから緩

やかな流れがある水溜まりであったろうと考えられる。

もし、池や沼のような止水域であつたならば、種数・個体数ともに相当多くの珪藻が検出されてよいはず

である。しかし、ここでは先に述べたように、試料に含まれる珪藻の遺骸は極めて少なく、しかも破片が多

いからである。

比較的よく検出された大型の働″ル〃,クψ♂ワはヽ渓流湖沼沿岸種とされるが、破片が多いことからも上流

の渓流から流水で違ばれたと考える方が適切である。

以上のような点からも、発掘調査で分かつた「水さらし場遺構」は珪藻から分かる水域環境から考えても

矛盾するものではないといえる。

参考文献

野口寧世,1987,珪 藻遺体群による古環境の考察,第 2節 古環境復元へのアプローチ,河内平野遺跡群の動態 1,

近畿自動車道天理～吹田線建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書

F Hustedt, 1930, Bacillariophyta(Diatomeae), Die Suesswasser― Flora Mitteleuropas Heft 10

K Krammer・ H Lange―Bertalot, 1986-1997, Bacillariophyceae, Sueewasser― Flora von Mitteleuropa.

K Krammer, 2000, The genus Pが η″ク肋″α, vol l, Diatoms of Europe,H Lange― Bertalot(Ed.)

渡辺仁治編著,2005,淡水珪藻生態図鑑,内田老鶴圃 .
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第26図 矢張下島遺跡の珪藻 〔1〕
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第27図 矢張下島遺跡の珪藻 〔2〕
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第 4節 矢張下島遺跡から出土 した災化植物

札幌国際大学博物館 椿坂 恭代

はじめに

矢張下島遺跡の発掘調査では、自然流路 S D02、 水さらし場遺構の土坑群、および竪穴住居l■で埋土採集

し、フローテーション法で種子を採取した。これらの種子について実態顕微鏡で観察並びに撮影を行つた。

検出された種子は第8表に示した。

2.検出された種子

マメ科 LECUMINOSAE(第 28図、la,S K34・ 2ai S K13・ 3ai S 101)

縄文時代中期後葉の竪穴住居址 S101か ら1粒、S104か らと1片、S106か ら1粒、縄文時代後期～晩

期初頭の自然流路 S D01か ら1片、土坑 S K13・ 19か らそれぞれ 1粒、合わせて4粒 と5片出土。第27図 la

に示 した種子は長楕円形で腹面には種子長軸に対 して2/3ほ どの広線形で平坦な形をしたヘソがある。写

真2a。 3aに示 した資料は子葉の中の初生葉が観察された (吉崎・椿坂2001)。 種子の大きさ、ヘソの形態と

位置、初生葉の形態の特徴からアズキ乃どワク留クカ″んOhWi ct Ohashiと 判断される。計測値はla;長さ6 90mm、

幅4.00mm、 厚さ3 70mm、 2a;長 さ6.20mm、 幅3 70mm、 厚さ3 60Hmmm、 3a;破片のため計測していない。

ミズキ属 Cornus L(第 28図 、3,S106)

縄文時代中期後葉の石組み炉内の焼土、土坑 S K13か ら合わせて 3粒 と破片 3片が検出された。核は偏

球形で浅い縦溝があり、先に穴がある (写真では上部にあたる)。 この特徴からミズキO″″″∫♂。″″Oυ♂なフ

Hcmslcyと 判断される。計測値は長さ3 40mm、 幅3 40mm。

キハダ属 Phellodendron Rupr(第 28図、4i SK13)

縄文時代中期後葉の竪穴住居址 S103か ら1粒 と縄文時代晩期末～弥生時代初頭の土坑 S K13か ら43粒

出土。種子は半横広卵形で表皮に浅い凹みによる網目模様がある。これらの特徴からキハダ勁♂肋ル″″ο″

ク″クκ″∫♂Rup■ と判断される 計測値は長さ4 10mm、 幅2 55mm、 厚さ1 50mm。

コナラ属 QUERCUS L(第 28図 、5ai S 101・ 6ai S K34)

縄文時代中期後棄の竪穴住居址 S101か らヘソの部分が 1片出土。縄文時代後期～晩期初頭の水さらし場

遺構の 1つである土坑 S K34か ら子葉が 1片 出土。子葉は長楕円形で表面には縦条がある。このような形態

を持つ種類にはミズナラ92πが,万ψクカBhmc、 コナラ9″π舛∫♂物″Ъ unb、 カシワ9″π笏″崩物 Thunb、 な

どがあるが子棄の形態から詳細な分類をするのは困難である (吉崎 。椿坂2000)。 資料の保存状態はきわめ

て悪いが形態の特徴からはミズナラ9″ι密舛f″ケψクカBlumcに 似る。計測値は長さH.50mm、 幅7 05mm。

クルミ属 」uglanS L(第 28図、 7 i S 103炉 )

各遺構からすべて内呆皮の砕片で出土。核表面には縦に浅い溝状の模様がある。これらの特徴からオニグ

ルミJ,き
',″

∫サ彦ο励クヮ Maximと 判断される。いずれも砕片のため計測はしていない。また、 S K14か ら21点

出土している。
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No 遺構名 時  期

マメ科 (ア ズキ) キハダ属

(粒 )

ミズキ属

(粒 )

コナラ属

(片 )

クルミ属

(g)

トテノキ属

(g)
利
的(粒 ) (片 )

1 S101 縄文中期後葉 l 1 2802 1 156

2 S 103 縄文中期後葉 l 1 355 0 070

3 S 104 縄文中期後葉 ユ 0 752

S 105 縄文中期後葉 11 584 l

5 S 106 縄文中期後葉 1 15 557

6 S K13 縄文時代晩期末 1 1 0 042

S K18 縄文後期後半～晩期初頭 0 0± 6

8 S K19 縄文後期後半～晩期初頭 l 0 708

9 S K20 縄文後期後半～晩期初頭 1

S K28 縄文後期後半～晩期初頭 0 176 0 007

ll S K 125 縄文後期後半～晩期初頭 0 042 0 036

S K 151 江戸時代後期 (18世紀) 0 222

S K158 江戸時代後期 (18世紀)

S D02 縄文後期後半～晩期初頭 l l 0 024

第 8表 遺構別炭化種子出土一覧表

トチノキ属 Aesulus L.(第 28図、8 i SK19か ら出土)

各遺構からすべて内果度の砕片で出土。いずれも砕片のため計測はしていない。

以上述べたもの以外に資料の保存状態がきわめて悪いため分類出来なかったものを不明として扱った。

3.ま とめ

検出された炭化植物は栽培種子ではマメ科種子のアズキ乃影′留解力務 OhWi Ct Ohashi、 その他に木本種子

のキハダ属PhenOdendЮn RuP■ , ミズキ属Cornus L.、 堅果類のクルミ属JuglanS L.、  トチノキ属Acsculs L.であ

る。木本類の組成は縄文時代の遺跡によく見られる可食性あるいは利用可能のものばかりである。

本州におけるアズキの仲間と考えられる検出例は代表的な遺跡では縄文時代早期の滋賀県栗津湖底遺跡

(2000南 木 。中川)、 縄文時代前期のF浜貝塚 (梅本・森脇1983)、 縄文時代中期の富山県桜町遺跡など

か ら報告 されている。その後の調査で各時期の遺跡か ら検出されているのはアズキで、リョク トウ巧解ク

ヮ焼 ″(L)WilcZckは 検出されていない。

今回、未炭化のイネ籾が 2片出土 している。イネ籾の場合は熱を受けなくても酸化 した状態で残存は可能

であるので、検討が必要 と考える。

参考文献

梅本浩一郎・森脇  勉 1983 勝毛文期マメ科種子の鑑定」『鳥浜貝塚』福井県教育委員会

南木 睦彦 。中川 治美 2000 「大型植物遺体」『粟津海底遺跡 3』

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会

吉崎 昌―・椿坂 恭代 2000 「北海道キウス4遺跡Q地区から出土した縄文時代の植物種子」

『千歳市キウス4遺跡 (7)』  財団法人 北海道埋蔵文化財センター
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第28図 矢張下島遺跡の炭化種子

la マメ科 (ア ズキ)腹面、lb マメ科 (ア ズキ)側面、2a マメ科 (ア ズキ)腹面、2b マメ科 (ア ズキ)側面

3a マメ科 (ア ズキ)外面、3b マメ科 (ア ズキ)内面、4 ミズキ属、 5 キハダ属、6a ヨナラ属子葉

6b コナラ属内面、7a ヨナラ属ヘソ外面、7b コナラ属ヘソ内面、8 クルミ属内果皮片、 9 トチノキ属内果皮片
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第 5節 花粉分析

国際日本文化研究センター 北川 淳子

(有)宮塚文化財研究所 官塚 義人

|よ じめに

矢張下島遺跡は利賀川左岸の低位段丘の上に立地し、標高は海抜423mで 、自然植生は冷温帯性の落葉広

葉樹林のブナ帯である (宮脇1993)。 しかし、現在、周辺はスギの植林におおわれ、道路周辺はオニグルミ、

ハシバミ、モミジ、クワなどの雑木林が発達し、道路脇にはハギが多く、ススキ、タデ、エノコログサ、コ

アカソ、センダン、ヨモギなど多 くの草本が生えている。最終氷期には高山ッンドラ植生が発達していたと

考えられ (守 田・荏 ,日 比野1998)、 中部地方では約1万年前に冷温帯性の落葉広葉樹林が成立した (守 田

1998)。 そして、調査地に近い天生湿原の結果によると、 1万年前から8,500年前の間にコナラ優勢の植生

からブナ優勢の植生に変化する (竹岡1986)。 しかし、日本海側の特徴である冬期の多雪と強風は森林の発

達を妨げる要因となっていた (守田・桂 。日比野1998)。 また、縄文以降の人間活動のため、遺跡周辺の植

生はかなり撹乱されていた事が予想される。縄文時代の遺跡周辺植生と植物利用を明らかにするため花粉分

析をおこなった。

2. 訂辞斗とす}】肝

試料の採集

2004年 10月 10日 と2005年9月 20・ 21日 に、それぞれ発掘調査地の北端の路頭 している自然流路 S D02の堆

積土と縄文後期から晩期にかけて形成された盛土層から試料を採取 した。 S D02で は 1層から10層 まで認め

られ。層の詳糸日は以下の通りである。

1層

2層

3層

4層

5層

6層

0～ 1lcm。 砂礫混シル ト。旧表土。

11～20cm。 砂混シル ト。砂の粒径 2 mm程 度。

20～ 21cmo tt。 粒径 141m程度。

21～ 27cm。 シル ト。白色の粘土ブロックが混じる。

27^▼29cmo tt。 粒径 2 mm程度。

29～ 32cm。 砂混シル ト①砂の粒径 2 alm程度。白色の粘土ブロックが混 じる。

7層 32～ 32 5cm。 砂。粒径0.5mm程度。

8層 325～47cm。 砂混シル ト。砂の粒径0.5mm程度。

9層 47～ 59cm。 砂。粒径 2 mm程 度。

10層  59～ 61cm。 シル ト混砂層。

盛土遺構 S Xllの層の土からは、花粉、胞子とも検出されなかったので詳細は述べない。盛土層の土壌で

は以下の層が認められた。

0～24cm 黒褐色砂混シル ト。砂の粒径 l mm程度。
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24～25cm 褐色砂混シル ト。砂の粒径 l Hlm程 度。

25～ 27cm 黒褐色砂混シル ト。砂の粒径 l mm程度。

27～32cm 黒褐色粘土。

分析方法

いずれも塩酸、水酸化カリウム処理を行った後、塩化亜鉛の飽和溶液を用いて重液分離で花粉を分離 した。

その後、アセ トリシス (無水酢酸 9:硫酸 1)処理をし、グリセリン封入をして光学顕微鏡 (400倍 または

600倍)で観察 した。出現率はハンノキ属と水草の花粉を除いた総花粉数を基数にして計算 した。また、処

理のまえにマーカー (DUPONT non radioactive microsphere)を 一定量加え、 l ccあ たりの花粉量を計算 し

た。

3.結果と考察

自然流路 S D02

花粉出現率のダイヤグラムは第30図 に、 l ccあ たりの花粉数のダイヤグラムは第32図 に示す。花粉の計数

と出現率は第 9～ 11表 と第12～14表 に示す。第34図 は観察された花粉分類群の顕微鏡写真である。花粉の組

成より3つの局地花粉帯が認められた。花粉帝 Iは 9～ 10層 、花粉帯Ⅱは2～ 8層、花粉帯Ⅲは 1層 に対応

した。花粉帯Ⅱでは3層 と4層でソバ花粉 (几顎〃ヮ″)の 出現率の低下とトチノキ花粉 υ奮♂ク笏)の増加

が認められるため、さらに3花粉帯をわけている。

花粉帯 1か らⅢを通して車本と胞子の出現率が高い。遺跡周辺には樹木が少なく、森林は近 くになかった

可能性がある。花粉濃度は花粉帯Ⅱaと Ⅱb、 Ⅲで高 くなっている。樹木花粉は最も多い層準で10万個/cc、

草本では93万個/cc、 胞子では116万個/ccと なっている。濃度の低い時はいずれも1万個に満たない。

花粉帝 Iで はイネ科花粉

“

物筋力♂クθ)が多い。樹木ではほとんどがクリ花粉 (Dttη″)であった。ハン

ノキ属 υカク∫)の 出現率も比較的高 く、出現率からみると湿地林であつたようであるが、水性植物の花粉

はほとんど観察されなかった。湿地林であった可能性は低い。

他の樹木の花粉はごくわずかしか計数されなかつた。出現率のみみると、草本の花粉を除けば、クリ花粉

はかなりの高率で観察されていて、青森県の三内丸山遺跡や亀ケ岡遺跡 (Kitagawa and Yasuda2004)の 様

に、クリは半栽培されていたと判断できるかもしれない。しかし、クリ花粉の濃度は他の花粉帝と比べて別

段高い訳ではない。他の植物がなく、たまたまサンプリング地点の近 くにクリの木が生育していた可能性も

ある。花粉帯 Iは どの花粉分類群も濃度が低い。堆積物は他の花粉帯と大きな違いはないので、植物相の発

達は未熟であったようである。

花粉帯Ⅱでは樹木花粉がわずかに増加する。クリ花粉の割合は少なくなり、ブナ (F2gク∫)や コナラ亜属

(9ク♂πパsubgen L夕わ♭ク″ηttλ)の花粉が増加する。樹木花粉の増加も出現率、濃度とも認められ、森林の

発達があった。中部地方の冷温帯落葉広葉樹林の発達は10,000年 前と考えられているが (守田1998)、 調査

地に最も近い気象庁の積雪の観測点である白川村では、現在、冬期の積雪量が 2m近 くにもなり (気象庁)、

日本海側の気候が発達した当時、森林の発達が遅れた可能性がある。また、カヤツリグサ科の花粉が増加す

る事から、水環境が変化し、周辺の植生へ影響を与えたと考えられる。

8層からはソバ花粉がみられ始める。これ以降、わずかであるが続けてソバ花粉は出現するが、花粉帯Ⅱ
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b(3・ 4層 )ではソバ花粉が観察されない。この層では出現率、濃度ともトチノキ花粉が増加する。 トチ

ノキは寒冷期に保護される事が知られていて (Kitagawa and Yasuda2004)縄 文後期の一時寒冷になる時代

に保護されていた可能性がある。ソバ花粉の出現 し始める層準以降、クリ花粉の出現率が少なくなるのは注

目に値する。

花粉帯Ⅲでは草本花粉とシダ胞子の出現率が他層より高い。樹木の出現率が10%未満と低い。旧耕作土で

あったためであろう。草本では荒れ地や畑によくみられるヨモギ属 留滋″れク)が多 く、また、チ ドメグサ

属 (r「r"彬♂。クル)も 増加 していて、ソバを栽培するひらけた畑地であったことが考えられる。

縄文後期から晩期の盛土遺構S Xll

出現率の花粉ダイヤグラムは第31図 に、花粉濃度のダイヤグラムは第33図 に示す。花治の計数と出現率は

第15表 と第16表に示す。第35図 は観察された花粉分類群の顕微鏡写真である。

花粉の濃度は非常に低く、最上層を除いて樹木花粉、草本花粉とも10～ 60イ固/ccであった。それに対して

シダ胞子は50～ 600個/ccと 多いが、通常より相当少なく、花粉の堆積環境になかった事がうかがえる。こ

のように花粉含量が少なかったため、十分な花粉数がカウントできなかった。

出現率ではシダ胞子が多く、胞子と樹木、草本の総数を100%に した時の90%を 超えることもある。マツ

バラン属 (PJわ″″)や ヒカゲノカプラ属 (晦co?ο

"ク

″)の胞子が多くみられた。樹木花粉ではイチイ科/イ

ヌガヤ科/ヒ ノキ科 (Taxaccae/CephaЮtaxaccac/Cuprcssaccac)の花粉が多くみられた。カラマツ属 (L紘め

の花粉も比較的多くみられる。

盛土層の土壌は整地のために当時の人によって運ばれた、もしくはもともとの土地をかためたと考え

られる。この土壌の形成された時期はマツバラン属やヒカゲノカプラ属を中心とするシダ類とイネ科

(Gramineae)の植物を中心とする草本が広がり、樹木はわずかに針葉樹が生育していたと考えられる。イ

ネ科の花粉やカラマツ属の花粉がみられることから、荒れ地で日当たりのよい環境であったようである。

イチイ科/イ ヌガヤ科/ヒ ノキ科の花粉はどの種であったかは特定できないが、ヒノキ科ビャクシン属

佛″″″か のミヤマネズのようなものが生えていたと想像する。いずれにせよ、かなり寒冷な時代の土壌

であることが考えられるので最終氷期の露出していた土壊であった可能性がある。しかしながら、中部山地

の最終氷期には針葉樹林に寒冷地に生えるコスギラン (d♂′宅
『

力♂力)を伴う事が多いといわれているが (守

田1995a)、 暖地を好むマツバラン属が多く観察される。また、盛土が利用されていた時代の花粉も混じっ

ているはずなので、盛土の整地に利用された土壌の由来を決定するのは難しい。

花粉組成をみると層ごとにかなりばらつきがある。およそ18cmか ら上部と下部を比較すると、上部の方で

は、カラマツ属、イチイ科/イ ヌガヤ科/ヒ ノキ科、三条溝胞子が比較的多く出現し、車本の花粉濃度が低

くなっている。上部と下部では時代に差がある可能性がある。しかし、これはあくまで想像で、花粉のカウ

ント数も少ないので、出来事があったかどうかを調べるのは遺跡の遺物のデータを詳細にみる必要がある。
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/j
su
bF
fe
n 
Dわ

力
″
T/
9″

1
1

ユ
3

2
6

9
2

1
1

肋
崩

l
3

2
2

l
1

1
1

5
4

1
2

4

脇
営と

,″
∫

1
6

5
7

6
4

1
4

P″
胞
ヮ
″ %

l
3

l
4

5
5

7
7

6
3

10
5

2
2

3

】
″
″カ

4
8

3
ユ

l

/′
η
郷

13
19

島
箆
郷

♂″
″
ク
″

4
4

17
9

9

9ク
♂π

r/
tS
ub
Ff

Cn
 L
ψ
サカ
リ♭
′勿

″ό
Й

17
1

Cク
す″

″
″

4
3

4
17

4

[九
″
″
ク
∫

Z♂
″
ο
ヮ
′

7
l

l
2

2
4

4
ll

6
6

6

G?
■
と な

″
Fク
み
′
″
,″

励
3

2
l

3
4

1
2

4
3

3
1

Ha
na
me
li
da
cc
ae

1
l

1
1

l
2

2
ユ

2

P/
7″

zr
j

5
2

3
1

2
1

Pみ
タプ
歩ο
ル
″
″

rο
″

1
l

1
1

1
〕

ユ
1

き の
力
″

l
l

鳥
ろ憂

1
2

1
1

7
2

ユ
5

14
3

5
ユ

3

ノ
7κ

5
5

5
5

13
17

4
3

5

/7
Jf
″

/r
rJ

5
8

12
7

5
8

8
1

1
3

Tr
yr
2

1
1

Sr
Fp
,″

″
1

Cο
/″
ク●

l
l

2

と
し 鰤

`/
秘
″

2

ンη
♭
ク
″″
ク
″

l
4

4
1

9
2

2
2

3
3

]〃
ノカ

″
2

1
1

0″
♂π

ク∫
su
bg
cn
 C
ψ
ε,

っ
♭′
力
″
ο 少
∫オ

3
1

1
2

3
4

3
4

5
2

2
4

9
7

l
2

C,
s励

″
ο が

な
1

1
ユ

2
2

4

G房
″

9,
It
,

1

G″
紗
ケ″
舛

2
1

6
7

ll
8

4
9

2
4

Gっ
″ υ

/2
j

4
2

2
1

2
7

9
6

8
7

4
5

RO
sa
cc
ac

4
3

6
13

11
9

5
3

3
l

Cο
″ ν
カ
ク∫
オ

2

Z′
″
"ο

″
J/
7/
″

1
l

3
l

3
l

1

第
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自
然

流
路

S 
D0
2の

花
粉

計
数

〔
1〕



|

ω ト

|

深
度

(c
m)

25
65

14
5

15
 5

18
5

20
 5

22
 5

24
 5

26
 5

32
5

34
 5

40
 5

43
 5

47
 5

51
 5

55
 5

59
 5

61
5

木 　 　 本

Ce
la
st
ra
ce
ac

1
l

l
1

1

Rh
am
na
cc
ac

1

Fi
オ

l
2

l
]

l
l

1

捻
7・
/2
♂
″
οぢ
れ
が

1

彰
″

力
切

1
1

l
3

7
6

9
3

4
5

2
7

11
6

l
5

Ol
ea
ce
ae

l
2

1
1

2
2

2
1

2
1

2

F弦
″
″
′″

″
j

2
2

ユ
1

1
4

1
ユ

刀
そ
′伊
℃
とa

2
3

3
2

l
1

】
″″

閉
1

6
1

Я
♂″

1
1

1
l

2

Ei
ca
cc
ac

1
1

l

草 本

豹
″
′

l
l

∫
少′
″ F

T7
〃
ι″
″

4
2

1
1

3
9

ユ
l

2

乃
″
″

q々
θヵ

″
1

3
1

1

Ai
sm
2t
ac
ea
e

5
7

3
l

ユ

Gr
am
in
ea
e

15
2

60
5

Cv
pe
ra
cc
ac

6
8

3
15

2
8

Ar
ac
ea
e

l
l

Li
li
ac
ca
c

5
l

1
3

1

Mo
ra
ce
ac

1
1

3
2

4
l

3
2

Rク
″
劣

1
l

1

乃
F/
ゃ
力
″″

2
4

3
2

3
11

2
4

3
2

1
1

乃
κ

′r
,″

ι,
2

4
4

1
1

l
7

4
1

励
交
砂

7協
効

4
2

2
l

5
l

1
5

2
l

Ch
cn
Op
od
ia
cc
ac

l
2

1
3

2
1

1

D力
″
筋

2J
l

8
1

1
l

4
3

1
4

Ra
nu
mc
ul
ac
ea
e

1
2

1
2

l

7カ
′″

εと
T″

″
1

ユ
2

l
2

1
l

3
2

1

Cr
uc
lf
er
ae

3
5

3
2

5
4

8
3

4
7

7
14

5
3

2

St
ti
fr
at
ta
CC
ac

1
11

1
3

1
1

1
2

1
ユ

/r
″

″
ο″

″

Le
mm
ln
os
ac

2
3

4
l

1
2

2
3

Ru
ta
cc
ac

2

Eu
ph
or
bi
ac
ea
e

1
1

9
3

1
2

1
2

f″
ρ
′
才″

″
も

1
l

り
物

♭
力

″
1

1

Um
bc
hf
cf
ac

l
l

1
l

l
1

1
1

豹
虜
脅

ω
つ

″
3

9
3

2
4

l
5

7
1

l
4

4
l

1
〕

L“
ぢ″

′
あ
勿

l
l

ユ

P/
J″

″
カ

1
l
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D0
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花
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計
数
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深
度

(c
m)

22
 5

26
 5

40
5

55
 5

草 本

Ge
nd
an
ac
ea
e

l

La
bi
at
ae

l
1

l

So
la
na
ce
ae

ユ

Pa
ed
er
la

l
3

′ヽ
al
er
ia
na
ce
ae

1
6

ユ
4

I
7

4

Ad
en
op
ho
ra

2

Ar
tt
ml
sl
a

38
9

Li
tt
uh
no
re
ae

7
6

l
2

3
5

6
5

1
1

7
7

2
〕

1

Tu
bl
in
or
ea
e

9
6

3
7

8
4

3
8

6
4

11
8

7

ダ 胞 子

PJ
肋

″
″

20
7

0
1

17
1

Lγ
ο
夕
ο
″

″
″

2
6

3
2

1
1

1
1

2
3

l
1

11

Sc
と
α
ガ
″
ν
γ卯

l
2

4

OJ
解
ク
″
カ

4
8

4
3

2
5

7
6

7

Sc
hi
za
ea
ce
ae

6
4

2
2

l
l

l
9

4

卜
Io
no
lc
t 
t1
7p
e 
sp
or
e

38
6

32
9

21

Tr
lc
t―

�
De
 S
DO
re

20
8

17
0

23
7

そ の 他

WI
os
s 
sp
or
e

l
l

3
2

l
5

1

EP
he
dr
a

l
2

3

un
ld
en
ti
Fl
ed

7
3

9
L7

4

計

Ar
bo
re
al
っ

ol
en

29
7

39
3

35
5

29
2

29
7

He
rb
ac
eo
us
 p
on
en

52
3

Aq
ua
ti
cs

3

Sp
or
e

75
7

33
9

Ｉ Ｉ 　 ω 伽 　 Ｉ Ｉ
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自
然

流
路

S 
D0
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花
粉

計
数

(3
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深
度

(c
m)

65
1
05

14
5

15
 5

18
5

20
 5

22
 5

24
 5

26
 5

30
 5

32
 5

34
 5

40
 5

43
 5

47
 5

51
 5

55
 5

59
 5

61
 5

木 本

と
,″
ル

02
02

01
肋
″
′
tF
7タ
ー
Cゼ
少
み
クカ

ゑ
″
,f
夕
′
分
Cu
pr
es
sa
ce
ac

02
12

13
06

03
02

ll
18

02
01

/力
“

02
00

00
00

02
00

猾
頻

,
00

01
Pi
c9
,

00
01

00
駐
力
え0

,i
rj
」

02
03

10
05

05
04

05
13

00
工
韓

力
″
″
カ

00
03

22
02

Pr
″
ク∫

su
bt
tc
n″

″
力
″
7カ

″
00

04
00

2″
が

su
bt
tc
n 
Dゎ

力
″ ν
力
″

03
10

膨
加

00
01

02
05

07
04

05
yF
rg
/p
″
∫

02
10

17
35

13
14

17
31

05
P/
7胞

ψ
7」

,
23

21
12

12
25

11
15

17
22

04
】
″
クカ

00
00

05
/力

郷
53

42
51

23
 6

11
 1

五
歿

″
∫
fκ

″
′
カ

14
11
3

13
6

11
1

18
3

10
2

15
1

14
9

11
3

13
5

0ク
♂″

ク ,
su
b鮮

れ
Lψ

カカ
♭′
力
″
ο t

tλ
22

62
13
0

13
 1

17
0

11
5

18
2

16
1

13
7

16
3

14
4

14
9

11
4

14
5

27
G,
∫
″
″

?′
42

17
39

19
07

13
2

12
 ]

14
 1

し
7″

夢
― Z

91
た
っヮ

,
12

02
03

19
13

23
13

13
10
9

12
07

Э
″
赤
ツ

ク
歳
ク勉

″
"

00
03

07
0

04
04

02
Ha
ma
me
li
da
ce
ac

02
0

04
02

04
PT
互

″
ク
∫

00
03

0
04

01
00

Pみ
?ι

`o
冴

夕″
ブ
陣
″

00
0

01
01

02
04

00
耳 ″
″
″″

00
11

00
00

Rカ
ク∫

02
04

03
18

02
17

13
00

/ぢ
♂″

17
52

55
18

06
/,
v″

/r
r∫

15
17

14
61

18
02

Pt
ta

01
02

S/
Fp
″
″
″

00
02

00
00

Gο
r″

r/
J

L賛
クj

/r
/″

00

乃
♭
ク
″
″
ク

//
z

10
10

03
11

04
04

05
13

コ リ
/滋

00
01

00

9″
♂/
4P
/J
Su
bg

en
 o
Tア

ο♭
′ア

2″
っ 声

赤
02

08
07

04
10

上
2

18
G,
,″

″
ο 舛

オ
02

01
03

02
04

00
C,
″

?/
/i
2

02

C″
ψ
ル

4r
d

04
15

17
14

19
05

Oヮ
′″
∫

07
18

15
17

17
13

27
19

12
18

10
RO
sa
ce
ac

07
53

16
15

23
16

22
06

01
Gο

ゅ
力
舛
オ

00
02

00
Z′

″
励

,り
励
″

00
02

02
18
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深
度

(c
m)

25
65

1
05

14
5

15
 5

18
5

20
 5

22
 5

24
 5

26
 5

30
 5

32
 5

34
 5

40
 5

43
 5

47
 5

51
5

55
 5

59
 5

61
5

木 本

Ce
la
st
ra
ce
ac

02

Rh
am
na
cc
ac

00
00

00

乃
′ オ

00
04

01
01

00
00

00

乃
″ 励

夕
″
ο

r・
Jd
密

勲
ゆ

肪
ο ∫

05
05

17
10
9

02

Ol
ca
cc
ac

02
03

02
00

04
02

04

尉
ぬ

ι″
閉

01
07

01

刀
を
力
♂】
2

05
05

】
ク″

ク J

Я
♂″

01
00

02
02

Er
ic
ac
ca
c

02
01

草 本

勒
み
′

02
00

00
00

膨
′
/1
17
″
テク
″

10
02

乃
″
″

?で
♂ヵ

″
01

02

Ai
sm
at
ac
ca
c

14

Gr
am
mc
ac

16
3

19
4

13
4

30
 5

28
 9

25
 6

30
 6

24
 5

24
 7

26
 2

21
 9

27
 3

27
 0

37
 7

31
 9

26
 4

21
 1

32
 7

59
 1

70
 6

齢
ゃ
er
ac
ea
c

10
16

10
65

52
35

27
52

19

ん
ac
ea
c

02

Li
li
ac
ea
e

17
00

00
01

02

Mo
ra
cc
ac

00
03

18
06

02

沢
ク
″

♂″
00

01
62

04

乃
/J
F9
η

ク
″

12
02

乃
7j
'磁

″″
21

12
10

01
23

01

S輯
クヮ

″
07

07
02

Ch
cn
op
od
ia
cc
ac

04

D″
″
力

笏
16

02
05

05

Ra
nu
nc
ul
ac
c2
c

02
00

乃

"t
rr
″

″
01

01

Cr
uc
lf
er
ac

05
10

10
05

13
11

05
07

12
08

15
13

Sa
xi
fr
at
ta
ce
ac

02
02

02
00

02
02

01

/r
/7
″

ο″
ι′

00
00

Lc
tt
um
in
os
ac

02
02

00

Rk
lt
ac
ea
c

Eu
っ

ho
rb
ia
ce
ac

00
02

14
02

ち
η

″/
4F
″
∫

00
00

00
00

02
00

01

う
力 リ
カ
″
″

02
00

00
00

Um
be
Ji
fc
ra
c

01
00

01

拘
繊
ψ
ω
つ
カ

05
72

18
04

02
01

04
07

18

五
IJ
′
″
′
訪
″

01
00

01

P万
″
″
彦

00
00

01
00

01

|

ω ヽ
ミ

|
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自
然

流
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2の

花
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出
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率
〔
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深
度

(c
m)

25
10
 5

14
5

15
5

18
5

20
 5

22
 5

24
 5

26
 5

30
 5

32
 5

34
 5

40
 5

43
 5

47
 5

51
 5

55
 5

59
 5

61
5

一 早 本

Ge
nt
ia
na
ce
ae

し
ab
ia
ta
e

So
la
na
ce
ae

Pa
ed
er
ia

03

Va
le
ri
an
ac
ea
e

02
07

Ad
en
op
ho
ra

02

Ar
te
mi
si
a

66
 7

52
 8

52
 8

21
9

18
8

13
 1

77
15
8

11
4

11
2

13
 1

13
3

15
8

16
6

■
0

20
 0

Li
gu
hn
or
ea
e

12
12

07
02

02
04

Tu
bh
nO
re
ae

24
ll

07
10

07

シ ダ 胞 子

λ
ケ カ
″″
″

14
5

18
0

16
9

54
 3

10
6

16
0

10
4

l1
4

18
7

12
7

五
″
ψ
ο ″

ク
"

12
01

02
03

02
23

S¢
,牧

,″
91
la

00

Oj
″
″
″
励

21
07

12
15

Sc
hi
za
ca
ce
ac

20
 6

16
0

21

�
IO
n。

lc
t―

vP
C 
SP
Or
C

65
 9

84
 0

17
0 
7

11
42

81
8

93
 5

25
 7

40
 9

19
2

30
 4

36
 2

25
 2

32
 3

22
 4

23
 5

56
 8

11
36

38
 2

29
 6

Tr
il
ct
 t
lr
pc
 s
pO
rc

20
 8

36
 2

59
 0

61
 5

48
 7

44
 4

22
6

33
 0

15
5

22
 9

28
 2

30
 2

20
 2

17
3

16
2

11
 4

27
 6

11
1

そ の 他

Mo
ss
 s
po
re

05

Ep
he
dr
a

un
ld
en
di
ed

14
41

17
 1

25
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自
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流
路
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花
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出
現

率
〔
3〕

|

ω CO |



深 度 (cm) 35 75 175 21 5 23 5 25 5 27 5

木

本

71″だ′ 2

Lク ″々 2 3 5 4 7 2 2 l l 4 5 6 2 2

Taxaccac―CcPha10taxaccac― CuPrcssaccac 2 5 49

駐 C機 ぢ/」 l l

G″ 7′力″♂″′ 1 2 l

叩 2″び 1

Pr7″″リク 1 l 1

】F/7カ

イプ″ク∫ 2 2 1 2 1 3 2 l 5

混″夢 ι″z′″ 2 2 2 1 1 0

の″♂rf2ず subFren L砂 ガ,♭′力″ο舛打 ユ l 2 2

働 J/2″ ″ ユ 4 2

57″ Frj― Z●とえοヮ′ l

Rみ″∫ 0 0

冷 ″ 1 1 l 1 l 0

形カカ l

働ψιη亦 1 0 l と 0

Oヮ′″∫ 1 と ユ

�10raccac 1 l 1

Rosaccac l 1 6

フタノλ 1

骸η′んじο∫ ] l 1 1 l 2

01caccac 1 l

兌 ″″ι7rzrd 1 l

Ericaceae 1

一早

本

移 弊 励 η 1

Aismataccac 1 1

Gramincac

Alaceae 1

Llliaccac 2

rガ∫ 1

乃夕解″″″ l 3 0 1 0

Pc″,,c,″′ク 3 1 1 1

D″″筋ク∫ l

物クカ″″″″ l 2

CruclFcrac 1 1 1 1 3 1

Saxifragaccae l

WIdastomataceae 1

G♂″″′″′ l

Valcnanaccac l

/7rfηたヵ 8 l l 6 2 4 l 4 3 4

LiRulinOreae 1 1

TllblinOrcac 3 2 4 1 2 4 2 4 6 1

シ
ダ
胞
子

島 力 励 ″ 208 222

Eα″解/P/解

L7rψ ο励ク″ 7 13 7 3 2 369 7

ダ♂メ殖 ″励 l

劣″ク″励 5

Vlonolct-9,C SporC 264 273 279 244 373 156

「 r工et-57pe Spore 5 14

そ
　
　
の
　
　
他

VIOss sPore 3 4 5 369

EPhcdra ユ

inidentitcd 7 7 7 3 l

3 3 3 l 1 9 1 5

監boreal 7 3

Hcrbaccous 13 71

的 uatics 0 0 0 0 0 0 0 0 2 l 0 0 1

)pore 530 283 467 776

第15表 盛土遺構 S Xllの花粉計数
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深度 (cm) 75 ■ 5 135 15 5 175 195 215 23 5 25 5 27 5 29 5 315

木

本

猾″澤π 00 18

L′″館 65 147 100 17 11 18

TLkaccac― Ccpha10taxaceae― Cupressaceae 71 7 43 48 9 42 0 25 0 45 7 11 2 27 4 39 2 39 4 171 20 5 26 3

S,,ガοク,郭 00 13

8り,ヵ″夕π″ 00 11 19

TP/t/7クび

P/Froc,9′ 00 06 00

B″
"″

00 00

イル笏 16 43 11 12 00 19

Frtr/J rrF″ク″ 00 125 09 00 00

Q″♂πク∫Subgcn ttψ 蒻9物励ηψЙ 22 12 17 00

G2」″″?″ 00 18

L//24/f― Zf/kο υク

Rちが

4c℃7 00

脆 i々c施 00 09

【】
`Zψ

ケ″P/」 29

働り/7j 13

Moraccac 11 00

Rosaceae 22 00 00 00

riis ll 00 00 00 00

勁″クカω∫ 00 09 00 26

Эleaccac 00 00 00 00 00 08 00

舟 ク″′″7j 00 06 00 00 00 08 00

Ericaceae 00 00 00

車

本

酵′禦,″ワ″ 00

血 ismataccac 00

150 45 7 52 9 36 2 35 8 50 0 44 0 68 8 76 4 44 4 36 0 43 3 610 60 7 55 3

Alaceae

L■ laccae

五rた 00 00 00 00 13

脇ウυ″ク" 22 00 19 00

PF容力″″″ 32 00 00 11 00

D力″励P/」 13

勤クカ″ヮ″ 22 16 00

Crucifcrac 22

)axlflattaccac 00 09 00 00

Melastoaataceac 00 00 00 00 00

G♂〃力′″′ 29 00 00

ミペ cianaccac 00 00 00 00

4″?″赤′ク 63 174 ll 37 100 24 105
Liguとnorcac 00 00 00

「
klblinOreae 24 118 21 17 孔 7 54

シ
ダ
胞
子

Psわ″″ 41 7 247 8 494 1 343 6 815 145 0 45 7 175 0 1 93 2 44 0 57 5 198 1 198 2 655 3

?″オ″″″ 00

町ι宅♪ο励″″ 152 38 2 62 8 23 5 55 0 306 3 28 2 16 16 351 4 63 158
Sθ独 ぢ″ι//2 103
0∫″″″広,

�lonoler,PC SPOrc 152 8 573 9 802 9 325 5 172 2 365 0 210 3 1168 8 69 7 318 8 232 0 268 5 148 6 329 5 300 0

「
rilet spe spole 20 5 130 4 120 6 24 5 32 1 孔30 0 82 8 1188 26 5 29 6 36 2 133 33 9 48 7

そ
　
　
の
　
　
他

Moss spore 213 76 1 102 9 19 55 0 64 351 4 71

Ephcdra 63 00

nldcntlFlcd 79 28 3 20 6 00 34 43 20 0 102 54 66

)101tcn

Arboreal 22 2 23 18 123 41 ll l 10 47 131 102
Herbaceous 120 76 111 30 3 105 109 111 104
生quatics 00 00 02 01

ぅporc 70 5 90 9 93 6 88 2 75 4 88 2 77 5 94 6 65 0 82 3 75 2 78 4 91 3 85 1 90 4

第16表 盛土遺構 S Xllの花粉出現率
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第35図 盛土遺構 S Xllか ら検出された花粉 と胞子

〔第34図〕

1 サワグルミ属、2 ニレ属/ケ ヤキ属、3 ブナ、4 ソバ属、5 ヨナラ亜属、6 ハンノキ属、7 クリ属、8 イネ科

9 カヤツリグザ科、10 チドメグサ属、11 ヨモギ属、12 アブラナ科、13 タンポポ亜科、14 三条溝胞子、15 ゼンマイ属

16 マツバラン属、17 三条溝胞子、18 フサンダ科、19 単条溝胞子

〔第35図〕

孔 イチイ/イ ヌガヤ科、2 カラマツ属、3 ヨモギ属、4 イネ科、5 キク科、6 単条溝胞子、7 マツバラン属

※ スケールは10μ  m。

―- 72 -―



第 6節 放射性炭素年代測定

パレオ・ラボ AMS年 代測定グループ

小林紘―・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹

Zaur Lomtatidze・  Ineza 」orioliani

1.は じめに

富山県南砺市矢張下島遺跡から検出された試料について、加速器質量分析法 (AMS法)に よる放射性炭

素年代測定を行つた。

2,試料と分析方法

測定試料の情報、調整データは第17表のとおりである。試料は調整後、加速器質量分析計 (パ レオ・ラボ、

コンパクトAMS:NEC製 1.5SDH)を 用いて測定した。得られた14c濃度について同位体分別効果の補

正を行った後、14c年代、暦年代を算出した。

3.結果

第18表 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ
13c)、 同位体分別効果の補正を行つた14c

年代、14c年代を暦年代に較正した年代範囲、暦年較正に用いた年代値を、第35。 36図 に暦年較正結果をそ

れぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正

を行うために記載した。

14c年代はA.D1950年 を基点にして何年前かを示 した年代である。14c年代 (yrBP)の 算出には、14cの

半減期としてLibbyの 半減期5568年 を使用した。また、付記 した14c年代誤差 (上 lσ )は、測定の統計誤差、

標準偏差等に基づいて算出され、試料の14c年代がその14c年代誤差内に入る確率が68.2%で あることを示

すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の14c濃度が一定で半減期が5568年 として算出された14c年代に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の14c濃度の変動、及び半減期の違い (14cの 半減期5730± 40年)を

較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。

14c年代の暦年較正にはOxCa13 10(較 正曲線データ :INTCAL04)を 使用 した。なお、lσ 暦年代範囲は、

OxCalの確率法を使用 して算出された14c年代誤差に相当する68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、同様に

2σ 暦年代範囲は95,4%信 頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入
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る確率を意味するαグラフ中の縦軸上の曲線は14c年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲―線を示す。

それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示して―ある。

4.考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行つた。得られた暦年代範囲のうち、その確率の最

も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示された。なおPLD-57351こ ついては、グ

ラフアイトの量が少なく、十分なビーム電流が得られなかったため∂13cが_41.95‰ と小さい値となった。

また、年代値が新しく較正1曲線範囲外であったため14c年代のみを記載した。

参考文献

Bronk Ransey C(1995)Radiocarbon Calibration and Analysis Of Stratigraphy:The OxCaI PFOgramュ

RadiOcarbon,37(2),425430

BFOnk Ramsey C.1200つ Devebpmttt of the Rtti∝ aFbOn Progrm OxCal,Radiocarbon,412A),355-363.

中村俊夫(2000)放射性炭素年代測定法の基礎。日本先史時代の14c年代,許20.

IReiner P」 , MGL Baillie, E Bard, A Bayliss, JW Bcck, C Bertrand, PG BIackvell, CE Buck, G BuFr, KB

CutleF, PE Danon, RL Edvards, RG FaiFbanks, M FriedFiCh, TP Cuilderso■ , KA Hughen, B 【rOmeF, FG

McCorlllac,S Manaing,C Bronk Ransey,RW Reimer,S Remmele,」 R Southon,M stuiver.S Talam。 ,FW Tay10r,J

Van deF m int,and tt Weyhenmeyer.⑫ 0041 Ra� ocarbon 46,10291053_
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測定番号 遺 跡 デ ー タ 試 料 デ ー タ 前  処  理 定浪↓

PLD-5726
矢張下島遺跡

遺構 :S101

試料の種類 :土器付着物・内面

(図面059-1068)

ｙｄｒ
征
〔

態

ビ

】犬

カ

超音波煮沸洗浄

アセ トン処理

酸・アルカリ・酸洗浄

(HCI‐12N,NaOH=01N,配 1‐ 12N)

PaleoLabo:

NEC製 コンパク ト

AMS・ 1 5SDH

PLD-5727
矢張下島遺跡

遺構 :S101炉

試料の種類 :炭化物・種実

(オ ニグルミ)

ｄｒ
征
〔

態

ビ

状

カ

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

(HCt=12N,Nallll=10N.配 1‐ 12N)

PaleoLabo:

NEC製 コンパク ト

Aふ71S ・ 1 5SDH

PLD-5728

矢張下島遺跡

遺構 i S 101

主炉

試料の種類 :炭化物・種実

(ササゲ属)

ｄｒ
征
〔

能
一
ビ

状

カ

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

(lCI=12N,NaOH=1 01Nl.HC卜 12N)

PaleoLabo :

NEC製 コンパ ク ト

Aふ71S ・ 1 5SDH

PLD-5729
矢張下島遺跡

遺構 :S K13

試料の種類 :土器付着物

(図面082-1212)

ｄｒ
征
ヽ

能
い
ビ

状

カ

超音波煮沸洗浄

アセ トン処理

酸・アルカリ・酸洗浄

(llCI‐ 12N,NaOH=01N,HCI・ 12N)

PaleoLabo :

NEC製 コンパク ト

AlvI S ・ 1 5SDH

PLD-5730
矢張下島遺跡

遺構 :S K13

試料の種類 :炭化物 。種実

チ
　
ｙ

卜

ｄｒ
無

態

ビ

状

カ

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

(HCI‐1 2NINaOH=10N,HCl‐ 12N)

PaleoLabo:

NEC製 コンパク ト

A lvI S ・ 1 5SDH

PLD-5731

矢張下島遺跡

遺構 i S 104

主炉

試料の種類 :炭化物・種実

(オ ニグルミ)

ｙｄｒ
征
【

能
い
ビ

状

カ

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

(HCI=12N,NaOl1 1 0N,HCl・ 1州 )

PaleoLabo:

NEC製 コンパク ト

AふァIS ・ 1 5SDH

PLD-5732

矢張下島遺跡

遺構 :S106
覆土

試料の種類 :炭化物

】犬

カ

態 :dry

ビ :無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄
(HCI=1 2N NaOH=0 1N HCI‐ 12N)

PaleoLabo:

NEC製 コンパク ト

AMS ・ 1 5SDH

PLD-5733

矢張下島遺跡

遺構 :S106
柱穴

ｙｄｒ
笠
〔

態

ビ

状

カ

試料の種類 :炭化物・種実

(オ ニグルミ)

超音波煮沸洗浄

酸 ・アルカリ・酸洗浄

(HC卜 12N,NaOH‐ 10N,配 1‐ 12N)

PaleoLabo :

NEC製 コンパ ク ト

Aふ71S ・ 1 5SDH

PLD-5734

矢張下島遺跡

遺構 :S105
柱穴

ｙｄｒ
征
【

能
い
ビ

状

カ

試料の種類 :炭化物・種実

(オ ニグルミ)

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄
(HCI=1 2N NaOH=1 0N HCI‐ 12N)

PaleoLabo:

NEC製 コンパク ト

AMS・ 1 5SDH

PLD-5735

矢張下島遺跡

遺構 i S 105

覆土

試料の種類 :炭化物・種実

(イ ネモミ)

状   態 :dry

カ  ビ :無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄
(HCI=1郷 NaOH=1 0N HCl=12N)

Paleoし abo :

NEC製 コンパ ク ト

プ【WI S ・ 1 5SDH

第17表 測定試料及び処理
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測定番号
δ13c

(%。 )

14c年代

(yrBP± lσ )

14c年代を暦年代に較正した年代範囲 暦年較正用年代

(yrBP± lσ )lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

PLD-5726 -24 63」 =0 19 4640■ 25
3500B C 66 2り 3430B C

3380B C (12 0%)3360B C
3520B C 05 4り 3350B C 4640± 26

PLD-5727 -27 56」 =0 16 4150± 25

2870B C Q5 4り 2830B,C

2820B C.(54の 2800B C

2770B C化 74り 2670B C

2880B C(18.8%)2830B C

2820B,C (76 6%)2630B C
4149± 23

PLD-5728 -2515± 016 4125■ 25

2860B C(183%)2810B C

2750B C.(112%)2720B C

2700B C(38.6%)2620B C

2870B C (26 1%)2800B C

2760B C.(69 3%)2570B C
4123± 24

PLD-5729 -2618± 015 2470± 20

750B C鬱 82の 680B,C

670B C(124り 630B,C

600B C (27 6%)520B,C

770B C(904%)480B C

470B,C.( 5 0%)410B C
2470± 22

PLD-5730 -2511± 016 3245± 25
1530B,C(51.0%)1490BIC

1610B C (95 40/0)1440B,C 3243± 24
1480B.C (17 2%)1450B.C

PLD-5731 -27 24」 =0 15 4165± 25

2880B,C.(118%)2850B C

2820B C (38 7%)2740B C
2880B C (19 6%)2830B C

2820B,C(75.凱蝉
4166± 23

2730B,C.(17.7%)2690B C

PLD-5732 -2356± 016 4120± 25

2860B C (19 6%)2810B C

2750B C.(10.2%)2720B C

2700B C (38.4%)2620B C.

2870B C (25 6%)2800B,C

2760B C (69.8%)2570B,C
4120± 26

PLD-5733 -25 70=L0 14 4090± 25
2840B C(124%)2810B C

2670B C.(55,8%)2570B C

2860B C (19 0%)2810B C

2750B C ( 3.8%)2720B,C

2700B C (71 6%)2570B C

2520B C.(1.朝 )2500B,C

4091± 23

PLD-5734 -2381± 018 3640± 25 2035B C(682%)1960B C
2130B C (13 3%)2080B C

2050B C (82 1%)1930B C
3642± 23

PLD-5735 -41 95± 0 35 -480± 30 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外 -481■ 28

第18表 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果
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電
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つ
鷺
８
壇
目
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ミ
召
ｇ
３
む
０
こ
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鷺
０
や
蒙
営

4200BP

411XIBP

401111BP

39tltlBP

38000aBC 3600CaBC 3400CalBC   3200C』 BC

Calibratcd datc

28∞CalBC      2600CalBC

CaLbrated da"

3000CalBC 3000CaIBC 2400CalBC

4300BP

4200BP!

4100BP

4000BP

3900BP

PLD‐5728:4123■ 24BP
Iσ :682%probabnity
2860BC(183%)2810BC
2750BC(H2%)2720BC

●           2700BC(386%)2620BC
i         2σ :,54%probabmi● /

2870BC o6 1%)2800BC
.  2760BC 169 30/0)2570BC

2800CalBC     2600CaIBC

Calibrated date

PLD‐5730:3243■ 24BP           I
l牝

I駿 略ゞ舛脇Bc
14808C(1720/0)1450BCI

~    2o:954%probabinけ

1610BC(954%)1440BC:

1800CalBC 1700CalBC 1600CaIBC 1500CalBC 1400CalBC 1300CalBC

cahbmed datc

3000CaIBC 2400CaIBC

3300BP_

3200BP _

3100BP

4300BP I

4200BP

41008P I

4000BP i

3900BP~

PLD‐ 5731:4166■ 23BP
Iσ :682%probaЫ I14/

2880BC(H8%)2850BC
2820BC(387%)2740BC
2730BC(177%)26903C

1       2σ :954%probab』託y
2880BC(196%)2830BC
P820BC(758%)2660BC

3000CalBC 2800CaIBC     2600CalBC

canbrated datc

2400CaIBC

第36図 暦年較正結果 〔1〕

lσ :6820/O probabdity

3500BC(562/ぅ 3430BC
3380BC(120ツぅ3360BC

2o:954%probabihty
3520BC(954e/。 )3350BC

PLD‐ 5727:4149■ 23BP
lσ :682%probablity
2870BC(154%〉 2830BC
2820BC(54%)28003C
2770BC 147 4%)2670BC

2σ :9540/O probabnity

o88り 283tlllC
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，
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ｏ
一
目
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ω
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帝
僣
ピ

ｇ
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召
偏
３
こ
々
Ｅ
０
０
鷺
０
橙
℃
ｓ
ピ

JL」出江!

PLD‐ 5729:2470± 22BP
lσ :682%probabill●
750BC 9820/OJ
670BC(124%)
601111C9760/Oj
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lσ :682%probabⅡIty

2860BC(196%)2810BC
2750BC(1020/Oj 2720BC
2700BC(3840/Oj 262tlllC

2σ :,540/O probabilⅢ

2870BC 125 60/c)2800BC
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目

０
電
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3900BP
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2800CaBC      2600CalBC
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Calibratcd datc

第37図 暦年較正結果 〔2〕

LD‐ 5733:4091■ 23BP
2%probabiliげlσ :68c(124%)2810BC

2840B:(5580/Oj 2570BC
26703,%probぉ

ょⅢ2σ :95c(190%)2810BC

僻 ミ C(380/6)2720BC
C(7160/O12570BC
C(10°/O12500BC

u1     1

Iσ :682%probabttI● /

2035BC 168 20/O)1960BC
2σ :954%probab‖ Ity

2130BC(B30/Oj 208011C
2050BC(3210/0)1980BC

―- 78 -一



第 7節 石器使用痕分析

株式会社アルカ 高橋 哲

1.Iよ じめに

矢張下島遺跡で出土した石器の使用痕分析を実施 した。器種ごとにその内容を記述する。

使用痕の観察方法は、キーエンス社デジタルマイクロスコープ (VIIX)の高倍率ズーム (Ⅶ―Z100)・ 低倍

率ズーム (Ⅶ Z05)を 用い、観察した。

2.ス クレーパー

観察 したものは、31点 である。石材は安山岩・凝灰岩・硬砂岩を用いている。刃部は、横長の貝殻状剥片

を素材とし、素材打面側にハー ドハンマーの直接打撃で整形加工 し、素材末端の鋭い縁辺を刃部に利用 して

いるものと、急角度に刃部が加工されている石器がある。

これらの石器は線状痕や光沢が確認できなかったので、具体的な機能は推定できないが、刃部の形態から、

切る、掻き取るように使用されたと考えられる。

以下使用痕観察した石器について個々に記述する

図面0965028(第 38図 -1～ 3)

形態的な特徴 ;硬砂岩製であり、急角度剥離によって刃部を作 り出している。石器裏面の刃部から体中心

にかけて、研磨によって平滑に成った面が広がつている (図面の トーンの範囲)。 その部分

を顕微鏡で高倍率により観察したが (写真 1)、 枡磨面ではない部分 (写真 3)と の差はみ

られなかった。また刃部もやはり同じような表面状態であり (写真 2)、 使用痕と呼べるよ

うな痕跡はみられなかった。

図面0925014(第 38図 -4)

形態的な特徴 ;矩形剥片を素材としている。全周囲を加工 して整形しているが、打製石斧にみられるよう

な規模の大きな剥離ではない。同じ剥離で刃部を外湾状に作 り出している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;打製石斧にみられる激しい摩耗は認められなかつた (写真 4)。

図面095-5025(第 38図 -5)

形態的な特徴 i基部をハー ドハンマーの直接打撃で整形している。刃部は外湾 して作 り出されている。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;打製石斧にみられる激 しい摩耗は認められなかった (写真 5)。

図面093-5018(第 38図 -6)

形態的な特徴 ;横長剥片を素材としている。素材打面側をハー ドハンマーの直接打撃で加工 している。右

辺の外湾した部分を利用して加工を施し、掻器状の刃部を作出している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;摩耗などはみられなかった (写真 6)。
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図面0945020(第 39図 -1)

石器末端部分に微小剥離痕がみられ (写真 1)、 この部分が刃部と考えられる。

図面0935019(第 39図 -2)

石器末端部分に微小剥離痕がみられ (写真 2)、 鋸歯状を呈 している。この部分が刃部と考えられる。

図面0955026(第 39図 -3・ 4)

形態的な特徴 ;横長剥片を素材としている。素材末端の鋭い縁辺を刃部にしている。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;素材末端に剥離が分布 している (写真 3・ 4)。

図面0935016(第 39図 -5)

形態的な特徴 ;横長剥片を素材としている。素材打面側をハー ドハンマーの直接打撃で加工している。素

材末端の鋭い縁辺を刃部にしている。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;微小剥離痕が分布 している (写真 5)。

3.打製石斧

観察したものは、179点 である。打製石斧は、石材として安山岩 。擬灰岩・硬砂岩を用いている。基本的

には横長剥片を素材とし、ハー ドハンマーの直接打撃で側面、基部、刃部を整形 している。また、側面には

稜を意図的に叩き潰して整形している場合がある。

次ぎに打製石斧を、短冊・撥形、分銅形、縦斧状の 3つ に分類し、それぞれどのような使用痕が形成され

ているかを記述する。なお、高倍率で刃部を観察したが5133で 提示 したように (第39図写真 1)、 光沢など

は確認できなかった。

短冊・撥形

側辺が平行、もしくは刃部が広がる平面形態の打製石斧である。

図面H25133(第40図 -1～ 3)

形態的な特徴 ;刃部が広がる撥形の打製石斧である。横長剥片を素材とし、全周囲を加工 して整形してい

る。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の両面に同範囲に摩耗が分布 している (写真 2・ 3)。

線状痕 ;刃部に対 して直交方向の線状痕が確認できた。

図面1035082(第 40図 -4)

形態的な特徴 ;刃 部が広がる撥形の打製石斧である。横長剥片を素材とし、全周囲を加工 して整形してい

る。石器正面刃部右辺が上がり、石器軸で非対称の刃部形態である。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の裏面に強く摩耗が広がっている (写真 4)。 石器正面側は剥離によって

摩耗が切られている上、裏面ほど内側にまで広がらない。

線状痕 ;写真 4にみられるように、刃部に対 して直交方向の線状痕が確認できた。

図面103-5084(第 40図 -5)

形態的な特徴 ;短冊形の打製石斧である。横長剥片を素材とし、全周囲を加工 して整形している。側面稜

の中心は、さらに敲打で叩き潰している。石器正面刃部左辺が上がり、石器軸で非対称の刃

部形態である。
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刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の表裏に同程度の摩耗が広がつている (写真 5)。 写真 5の中心にみられ

る剥離は摩耗を切つており、使用中に生じた刃こぼれと考えられる。

線状痕 ;は つきりと確認できなかった。

図面1045089(第 41図 -1・ 2)

形態的な特徴 ;刃部が広がる撥形の打製石斧である。横長剥片を素材とし全周囲を加工して整形している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の表面に強く摩耗が広がつている (写真 1)。 石器裏面側は剥離によつて

摩耗が切られ、さらに摩耗が覆っており、摩耗の程度が正面より弱い (写真 2)。 さらに正

面ほど内側にまで広がらない。

線状痕 ;写真 1にみられるように、摩耗の上に刃部に姑 して直交方向の線状痕が確認できた。

図面1065095(第 41図 -3)

形態的な特徴 ;刃部が広がる撥形の打製石斧である。全周囲を加工して整形している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の裏面に強 く摩耗が広がつている(写真3)。 石器正面狽1は剥離によつて摩

耗が切られ、さらに摩耗が覆つており、摩耗の程度が正面より弱い。さらに裏面ほど内側に

まで広がらない。

線状痕 ;写真 3にみられるように、摩耗の上に刃部に対 して直交方向の線状痕が確認できた。

図面0995054(第 41図 -4)

形態的な特徴 ;刃部が広がる短冊形の打製石斧である。中央がややへこんでいる。横長剥片を素材とし、

全周囲を加工 して整形 している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の表面右側に強 く摩耗が広がっている(写真4)。 石器裏面側は左辺側に摩

耗が広がつている。両面ほぼ同じ程度に摩耗が広がっている。

線状痕 ;写真 4にみられるように、摩耗の上に刃部に対 してほぼ直交方向の線状痕が確認できた。

図面1095117(第 42図 -1)

形態的な特徴 ;刃部が広がる撥形の打製石斧である。横長剥片を素材とし、全周囲を加工 して整形してい

る。右辺の稜を叩き潰している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の表面に強く摩耗が広がっている (写真 1)。 石器裏面側は剥離によつて

摩耗が切られ、さらに摩耗が覆っており、摩耗の程度が正面より弱い (写真 2)。 さらに正

面ほど内恨1に まで広がらない。

線状痕 ;写真 1にみられるように、摩耗の上に刃部に対 して直交方向の線状痕が確認できた。

図面1105122(第 42図 -3・ 4)

形態的な特徴 ;刃部が広がる撥形の打製石斧である。全周囲を加工して整形している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の表面に強く摩耗が広がつている (写真 3)。 石器裏面側は剥離によつて

摩耗が切られ、さらに摩耗が覆っており、摩耗の程度が正面より弱い (写真 4)。 摩耗の広

がりは両面ほぼ同じである。

線状痕 ;写真 3にみられるように、摩耗の上に刃部に対 して直交方向の線状痕が確認できた。

図面111-5129(第 42図 -5、 第42図 -6)

形態的な特徴 ;刃 部が広がる撥形の打製石斧である。全周囲を加工 して整形している。狽↓面中央がややえ

ぐれ、その部分は稜を叩き潰している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の表面に強く摩耗が広がつている (写真 5)。 石器裏面側は剥離によつて
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摩耗が切られお り、摩耗の程度が正面より弱い (写真 6)。 さらに正面ほど内側にまで広が

らない。

線状痕 ;写真 5にみられるように、摩耗の上に刃部に射して斜め左からの線状痕が確認できた。

図面1125132(第 43図 -1～ 3)

形態的な特徴 ;刃部が広がる撥形の打製石斧である。横長剥片を素材とし、全周囲を加工して整形してい

る。右辺の稜を叩き潰 している (写真 3)。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の表裏に同程度の摩耗が広がっている (写真 1・ 2)。 5130の 写真 5にみ

られるのと同じように刃部の稜は摩耗 し丸 くなっている。

線状痕 ;確認できなかった。

図面11卜5130(第 43図 4・ 5)

形態的な特徴 ;刃部が広がる撥形の打製石斧である。横長剥片を素材とし全周囲を加工 して整形 している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;5132同様に石器の表裏に同程度の摩耗が広が り (写真 4)、 写真 5にみられる

ように刃部の稜は摩耗 し九くなっている。

線状痕 ;確認できなかった。

小結

顕微鏡観察により資料化 しなかった矢張下島遺跡の打製石斧の刃部にみられた使用痕は、上記の石斧と同

じような特徴を有している。

総括すると、失張下島遺跡の短冊・撥形打製石斧は、以下の様な使用痕の特徴が確認できた。

摩耗と微小剥離痕 ;刃部摩耗の範囲は、片面側に全面を覆うように摩耗が発達し、その反対面には摩耗は

広がるが、それほど顕著ではなく、かつ微小剥離痕に切られている場合が多かった。このことから、どちら

か一方の面に偏って被加工物に接触 した可能性がある。

線状痕 ;刃 部に対 して直交方向が観察できたことから、刃部に対 して垂直方向に石器が動かされたことが

考えられる。また、摩耗のより強く発達した面に線状痕も強く発達していることから、この摩耗面がより被

加工物に強く接触 していたことが想定される。

光沢 ;高倍率で観察したが、光沢はみられなかった。小矢部川水系の下老子笹川遺跡では打製石斧にBタ

イプが検出されている (池谷2006)。 低湿地遺跡であり、矢張下島遺跡のような山間部との立地条件の他に、

下老子笹川遺跡縄文時代晩期中葉といった時代的な面が原因ではないであろうか。

まとめ ;打製石斧の使用方法については、その概念図が示されており (池谷2004・ 池谷他2004)、 今回の

資料は、それと同じ使用痕が残されており、同じような使用方法であったことが確認できた。以下総括する

と、打梨石斧は、横斧的に装着されたと考えられる。摩耗の範囲から被加工物は、強く研磨を発生させると

同時に、打製石斧の刃部が深 く入 り込むようなある程度の柔軟性をもつものが想定される。このことから、

土などに姑 して使用したことが考えられる。摩耗・微小剥離痕の分布、線状痕から鍬のように使用され、地

面を掘る道具であったと推定される。

分銅形打製石斧

観察した分銅形は4点である。両側辺に決 りがあり、両端がほぼ同じ形態である。

図面1145148(第 44図 -1・ 2)

形態的な特徴 ;横長剥片を素材とし、全周囲を加工 して整形 している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器の裏面に強く摩耗が広がっている (写真 1)。 石器正面側は剥離によって
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摩耗が切られ、さらに摩耗が覆つており、摩耗の程度が正面より弱い (写真 2)。 摩耗の広

が りは裏面側がより広い範囲に広がっている。この分銅形打製石斧の刃部と反対側は、うっ

すらと摩耗 しているが、石器仝体にも同じような摩耗が広がり、写真で提示したような顕著

な摩耗はみられなかった。

線状痕 ;写真 1にみられるように、摩耗の上に刃部に対して直交方向の線状痕が確認できた。

図面1045088(第 44図 -3・ 4)

形態的な特徴 ;全周囲を加工 して整形している。側辺中央の狭 り部分はさらに叩き潰している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器両端に摩耗が確認でき (写真 3,4)、 さらに石器の表裏で摩耗程度が両

端で反対の関係で広がっている。

線状痕 i写真 3・ 4にみられるように、摩耗の上に刃部に対して直交方向の線状痕が確認できた。

図面1145148(第 44図 -5。 6)

形態的な特徴 ;全周囲を加工して整形している。側辺中央の狭 り部分はさらに叩き潰 している。

刃部の摩耗と微小剥離痕 ;石器両端に摩耗が確認でき (写真 5・ 6)、 さらに石器の表裏で摩耗程度が両

端で反姑の関係で広がつている。

線状痕 ;写真 5・ 6にみられるように、摩耗の上に刃部に対 して直交方向の線状痕が確認できた。

小結

分銅形も使用痕の特徴として、石器片面に摩耗が特に顕者であり、その反姑面はそれほど顕著ではない。

線状痕は刃部に対 して直交方向であり、短冊形などと同じである。ただし短冊形などと異なる点は、石器両

端に使用痕がみられることである。そのため、同じ土掘 りに使用されたとしても、石器の保持などにおいて、

短冊・撥形打製石斧と異なる操作方法が想定される。

同じ分銅形であるが、縄文時代後期初頭北関東中心に出土する分銅形と比較すると異なる点がある。栃木

県八剣遺跡で分銅形打製石斧の分析がなされている (池谷2001)。 その分析によると快 り部分を境に両側は

対称的な形態ではない。片方はきれいな弧状を呈しているのに対 し、もう片方には剥離により袂 り状の加工

がほどこされ左右どちらかに突起状の部分をもつといったことである。この種の分銅形は刃部に摩耗がみら

れず、剥離が重複 し、刃こぼれ、刃潰れが顕著なことから刃部にかなりの衝撃が伝わるように使用されたと

推定されている。

一方矢張下島遺跡の分銅形石斧は、刃部に決 りが入るわけではなく、両端がほぼ対称的な形態を有している。

同じような形態でも、製作と使用において北関東後期初頭の打製石斧とは大きく異なることが伺えよう。

縦斧状打製石斧

図面110-5125(第 45図 -1)

形態的な特徴 :刃部が広がるしゃもじ形の打製石斧である。横長剥片を素材とし、全周囲を加工して整形

している。石器正面刃部左辺が上が り、石器軸で非対称の刃部形態である。

刃部の摩耗と微小剥離痕 :石器の両面に同程度の摩耗が広がつている (写真 1)。 特に右辺狽1に集中して

おり、この部分が主要な作業部位であつたことが伺える。

線状痕 :線状痕は確認できなかった。

図面1135140(第 45図 -2)

形態的な特徴 :刃部が広がるしゃもじ形の打製石斧である。横長剥片を素材とし、全周囲を加工して整形

している。石器正面刃部左辺が上が り、石器軸で非対称の刃部形態である。
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刃部の摩耗と微小剥離痕 :写真 2の部分が激しく潰れており、主要な作業部位と考えられる

が、同種潰れは石器左右辺にもみられており、本当に作業によつて生じたかは判断できない。

線状痕 :線状痕は確認できなかった。

小結

これらの打製石斧は、非対称的な形態を有 し、より突出した部分に顕著な使用痕が認められる。そのため

撥形などのような横斧状に柄に装着されたのではなく、縦斧状に用いられたと考えられる (池谷他2003)。

総括

矢張下島遺跡では、以上数形式の打製石斧があり、基本的にはすべて土掘 り具として用いられたと推定さ

れる。矢張下島遺跡では、盛土遺構や水さらし場遺構など大規模な土木工事が行われており、そうした作業

に打製石斧が使用され、用途に応 じて上記打製石斧を使い分けたものと考えられる。

4.石棒

図面137-5253(第 45図 -3・ 4)

形態的な特徴 :全面に敲打整形の痕跡がある。石器下面の折れ面を加工 したりしているので、敲石として

転用された可能性もある。

機能部の使用痕 :折面に直径 5 Hlm程度の小さな孔が密集しているのが観察できる (写真 3・ 4)。 先端の

尖つたようなものを打ちかくのに使用されたと考えられる。 トチなどの堅呆類が一つ考えら

ンとる。
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第43図 石器使用痕 〔6〕
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3 く|まみの痕跡

写真4範囲

S=1/4
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第 8節 矢張下島遺跡のデジタル写真測量

(有)宮塚文化財研究所 宮塚 義人

1.Iよ じめに

平成15年度から始まった、矢張下島遺跡の発掘調査では、調査の迅速化を計るため、デジタル写真測量を

採用 した。フイルムを使用する通常の写真測量では、フイルムの現像に時間がかかり、写真を引き伸ばすま

では遺物の取 り上げ等ができないため、調査に支障をきたす。デジタル写真測量では、現場に電源が確保さ

れれば、撮影した画像をプリントし、遺物の取 り上げ等が迅速に行える。デジタル写真測量は現像所から遠

く離れた利賀村や海外の調査では必要な技術となってきている。

2.作業工程と使用機器

作業工程と使用した機器・ソフトは以下のとおりである。

計画・準備 …… 使用するプラットフォーム (手持ち、釣竿方式、ラジコンヘリ)の選定

↓

撮   影 …… デジタルステイルカメラ (Canon EOS lDs Mark Ⅱ、EF20■lm卜2 8 USM)

↓

標定点測量 …… トータルステーション・レベルを用い標定点の座標を求めた

↓

出   力 …… 現地で汎用プリンタ出力

↓

図化・編集 ………Stereo Metoric PrO(図化)、 H lustrator(編 集)

↓

CG作 成・・・APPI(オ リジナル、DEM作成)、 3DS MAX(CG、 アニメーション作成)

3.撮影

撮影方法は、以下の3種類の方法を用いた。

・小面積の撮影 ;1脚使用 (高度 3m以下)、 撮影範囲=3.6× 54m以下

。中面積の撮影 ;釣竿使用 (高度8m以下)、 撮影範囲=9.6× 10.7m以下

。大面積の撮影 ;ラ ジコンヘリ使用 (高度300m以下)、 撮影範囲=無限大

手持ち撮影では、ステレオモデルの作成のため、平行に移動 してステレオモデルを作成し、釣竿方式では、

1箇所に設営した釣竿を左右に振つてステレオモデルを作成した。ラジコンヘリ撮影では、図化縮尺に併せ
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第46図 撮影方法 と撮影画像

1,釣竿方式による撮影、2,ラ ジコンヘリコプターによる撮影、3,S101(釣竿撮影)、 4,S K19(手持ち撮影)

て撮影高度を決め、コースを組んで撮影した。手持ち撮影 。釣牛方式ではいずれも中心地点でメモ用の画像

を撮影し、ラジヨンヘリ撮影では高空から撮影した画像を現地でプリント、メモとして使用した。遺構の土

壌堆積断面等もこの方法で作成し、メモ用のプリントペーパーに土壌の注記を行つた。

撮影 した画像は現地でプリントして標定点の位置確認、遺構の形状のメモ、遺物番号の注記等に使つた。

従来の記録方法と比べ、迅速に処理できるので、時間の短縮化が図れた。また、従来のスケッチでは記録者

しかわからなかったことが、画像であるため第3者が遺物の取 り上げに関わつても作業を継続することがで

き、作業の迅速化が図れた。

4.図化 。編集

撮影した画像を宿舎に持ち込んだPCに入力し、図化・編集した。編集作業ではさらに、CG・ アニメー

ション作成を考慮に入れ、Digital Elevation Model(DEM、 第46図 2)と オルソ画像を作成した (第46

図 3)。

オルソ画像の作成は、遺構が消滅 した後、遺構図を構成する場合に大きな効果を発揮する。第46図 のよう

に、遺構図とオルソ画像を重ね合わせておけば、校正が効果的に行える。

また、遺構図のレイヤーに方眼を入れておき、同時にプリントすると、遺構の法量を一目瞭然に知ること

ができ大変便利である。報告書に使用する場合は、方眼のレイヤーを削除しておけば、線画のみの実測図が
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得られる。

実測図まで、デジタルデータとして保管できるので、コピーが簡単で、離れた場所にも簡単にメールで送

ることができ、資料の共有化が図れる。

5.CG。 アニメーションの作成

矢張下島遺跡の発掘調査は3年間にわたって行われた。 3年間のデータを合成し、より分かりやすいデー

タを作成した (図版002)。

ラジコンヘリで撮影した航空画像は、発掘調査中にも遺構概略図の代わりとして活用 した。遺構概略図の

ような線画ではなく、土壊の色合いまで正確に描写されているので、掘 り残 した遺構の確認や、柱穴列の確

認に大きな威力を発揮 した。

デジタルデータで保存 しておけば、分かりやすい資料を作成することも可能である。従来の遺弥説明会等

で図面を一般市民に提示 しても理解されない場合が多かった。より分かりやすい資料を提示することも公共

団体の大きな使命と考える。

矢張下島遺跡の現地説明会では、3カ 年とも遺物の展示のほか、パワーポイントを使った調査経過の説明、

発掘調査で分かったことを分かりやすく解説した。こうした解説に、CG・ アニメーションを多用した。

遺跡説明会では、こうしたCG・ アニメーションが好評を得た。多くの想像を加えているが、一般市民に

はより分かりやすい印象を与えたのではないかと考えている。

第47図 図化 とオルソ画像

1,図化、2,DEMの 作成、3:オ ルソ画像の作成、4,オ ルソ画像と実測図のオーバーレイ
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第48図 成果品

1,オルソ画像、2,図面成果品、3,利賀地区地形CG、 4:矢張下島遺跡CG、 5,江戸時代復元CG、 6,水さらし場遺構CG
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第 5章 結

第 1節 縄文時代

環境

立地

当遺弥は、利賀川段丘帯の北端部に位置する舌】犬に延びた低位段丘上に位置する。遺跡の東偵1に は利賀川

が北流 している。段丘面と利賀川との比高差は28mで ある。また、当遺跡は標高420m程であり、利賀川段

丘帯としては、最も標高の低い地点の 1つである。

眺望は谷筋を良く見渡せる位置にある。眺望の詳細については第 5章第4節を参照して頂きたい。

環境

当遺跡は、落葉広葉樹林帯で日本でも有数の豪雪地帯に立地する。現在の当遺跡周辺の代表的な樹木は、

トチノキ・クリ・ミズナラ 。オニグルミ・カエデ・ケヤキなどである。それに伴い、ニホンカモシカ・ノウ

サギ・ツキノワグマ・ホンドタヌキ・マムシ・クマタカなどの鳥獣類が生息している。また、河川にはイワ

ナ・カジカなどが生息している。

2.縄文時代早期～中期

縄文時代早期から前期初頭葉

縄文時代早期から前期初頭までの遺構は確認できなかった。遺物は、縄文土器である。縄文時代早期～前

期初頭の押型文土器や極楽寺式期の土器は、大半が遺跡の南半部から出土している。

縄文時代中期前葉から中葉

縄文時代中期前葉から中葉までの遺構は確認できなかった。遺物は縄文土器・石棒である。

縄文時代中期前葉の新崎式期の土器には、人面装飾付土器・深鉢 (図面056-1040)が ある。人面装飾付

土器は、東日本に分布 しており、特に山梨県や長野県伊那地方に分布を中心とする。人面装飾付土器の出土

範囲は、落葉広葉樹林帯の分布と一致することが指摘されている。富山県下では、砺波市権正寺遺跡、富山

市直坂遺跡 (推定)、 朝日町境A遺跡などで出上している (渡辺他1994)。 当遺跡から出土したものは、吉

本洋子・渡辺誠氏の分類では、ⅢC類にあたる。分布的には富山県～岐阜県が西端となるため、当遺跡出土

の人面装飾付土器は、分布域などを考える上で、重要な資料となるだろう。

また、図面056-1043は 器型は北陸のものであるが、文様は信州系である折哀土器である。

縄文時代中期中葉の上山田・天神山式から古府式にかけては、縄文土器と石棒がある。石棒 (図面は、大

型のもので、ある。利賀地域では、坂上望ヶ原遺跡から鍔を持つ大型石棒が出土している。

五
田

―- 97-―



縄文時代中期後葉

縄文時代中期後葉の串田新式期の遺構 としては、竪穴住居址 6棟、自然流路 S D02が確認された。出土遺

物は、縄文土器・円盤状土製品 。打製石斧・磨製石斧・スタンプ形石器である。

竪穴住居址の分類

竪穴住居l■の平面型は、以下の通 りである。

隅九方形 i S 101・ 02・ 03・ 04・ 05。

円形 ;S106。

規模は、いずれも約 4m四方である。S101'S105は 4本主柱で、平面型は長方形である。中央部には、

いずれも石組み炉があり、単式炉は、 S102・ 05・ 06、 複式炉はS101,03・ 04で ある。いずれも河原石を

利用している。

竪穴住居の変遷と集落形態

従来より研究されている土器編年により、以下の通りに分類できる。

縄文時代中期後葉前半 (串 田新式 I・ Ⅱ期)i S 101,02・ 03

縄文時代中期後葉後半 (串 田新式Ⅲ期);S104・ 05・ 06

集落構造的には、竪穴住居llLが中央に空白地を持つ環状集落に思えるが、北半部と南半部で時期差がある。

また、S104の東側が後世の崖崩れにより半壊 していることから、集落が、若千ではあるかもしれないが東

側に拡がっていた可能性がある。

ただし、竪穴住居llL同 士の重複が見られないことから、何度も建替えををするような長期間にわたって継

続した遺跡ではなさそうである。

磨製石斧

縄文時代中期後葉の磨製石斧は、長方形のもので、22点 出土 しているる。その内、21点が蛇紋岩製である。

在地産であろうと考えられるものは、硬砂岩の 1点のみである。したがって、磨製石斧は富山県朝日町から

新潟県糸魚川市周辺の遺跡から交易などにより供給されるものであろう。

3.縄文時代後期～晩期

縄文時代後期後半から晩期

縄文時代後期後半から晩期にかけての遺構は、掘立柱建物址 9棟、環状遺構 2基、炉l■ l基、水さらし場

遺構 2基、盛土遺構 1基、土坑80基、自然流路 1条である。出土遺物は、紀文土器・スクレイパー・打製石

斧・磨製石斧・石棒・カツオブシ型石製品、御物石器である。

掘立柱建物llLの 分類

掘立柱建物l■の平面型は以下の通りである。

亀甲形 ;S B12・ 17・ 18。

五角形 ;S B09。 13。

四角形 ;S B07・ 08・ 10・ 11。

周囲には、掘立柱建物llLと したものとほぼ同様の大きさで、柱穴になるであろうピット群が拡がっている

ことから、増える可能性はある。亀甲形・五角形型の棟持ち柱は、南北方向にあることから、南北棟である。
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第49図

8          9          10         11         12

縄文時代中期後葉遺構図 (1/400)
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集落形態

当遺跡の特徴として、集落全体を自然流路 S D02が取 り囲むように流れていることである。集落の中心は

盛土遺構 S Xllが ある。SXHは 2層 に分かれており、下層部分は環状に堆積 している。上層部分は東西約

25m× 南北30mに渡って拡がっている。 S Xllの範囲内にある土坑は、土坑内や周辺には人頭大の河原石が

ある。新潟県元屋敷遺跡などでも同様な土坑があり土壊墓としている。当遺跡の S Xll周辺の土坑群も土壊

墓であると推定する。

S Xllの北側には掘立柱建物群がある。 S Xllの東側は空白地帯となっているが、近世段階には開2_R等 に

よる削平を受けているため確認できなかった。

水さらし場遺構

自然流路 S D02の河道中には、①土坑群、②石組み遺構の大きく2つの個所に分かれる。土坑群は、流路

の上流部分、石組み遺構は下流部分になる。

土坑群は、①河道の中心部にある直径2.0～25mの 土坑、②河道岸にある直径0,7～ 15mの土坑の2種類

ある。河道の中心部にある土坑は S K18・ 19。 29,34で ある。この土坑には、河原石をS K19は土坑内部、

S K29は土坑内部と下流狽J、 S K341よ遺構内 。右岸上流側・下流側にそれぞれ配置している。これらの河原

石は、水さらし作業時に、川底の砂を舞い上がらせないために踏み台として使用する、ステッピングス トー

ンと推測できる。弥生時代ではあるが、福岡県長野小西田遺跡では、木製の棚をいくつも並べて水さらしを

行っている。このことから、アクが抜ける段階に応 じて順次上流へ移していくことが推測されている (第 4

節参照)。 本遺跡も同様に順次上流側へ送るために複数の土坑があると推測できる。

川岸にある土坑は、採取 した木の実の虫殺 しや乾燥 した木の実を戻 したりする作業に使用したものと推測

している。

下流部の石組み加工場は、 S X04・ 05で ある。 S X041よ 、扁平な河原石を組んだものである。河道の右岸

で居住域側にある。それぞれの石には直径 5 cm程度の小さな窪みがあり、この部分で木の実の殻剥きををし

たと推定できる。 S X051ま 、河道に対 し直角に河原石を配置している。木の実の加工以外で水を汚すような

Ｎ
＝
川
Ｎ
卜
十
１
１

アクの抜け具合から

徐 に々上流へ移す。

○

(河道中の上坑)

木の実のアク抜き作業

(河道岸の上坑)

トー蝉 4-―
―

|

石組み食料加工場  石組み食料等加工場
(木の実)

第51図 水さらし場遺構機能想定図 (1/400)
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789101… 213
縄文時代後期後半から晩期にかけての遺構図 (1/400)
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作業をしていたと推測する。

こうした、自然流路 S D02の一連の水さらし場遺構は、下流に行けば行 くほど水を汚す作業をするような

遺構配置になっており、流路を最大限に利用する方法が、非常に合理的になっている。

ソバ花粉

自然流路 S D02の覆土からソバの花粉が検出された。自然流路 S D02は縄文時代中期にも流れていたと判

断しているが、水さらし場遺構などを伴い、最終的に埋没するのは、縄文時代後期後半から晩期にかけてで

ある。したがって、今回出上 したソバの花粉は、縄文時代後期後半から晩期にかけて堆積 した土層から検出

されたものである。

しかし、渡辺誠が指摘 している (渡辺他1997)よ うに種子は検出されず、また花粉が微細なため混入の可

能性がある。ソバの花粉については、とりあえず検出されたという事実報告であり、縄文農耕におけるソバ

の栽培の可能性については、今後の研究成果に委ねる。

凝灰岩と鉄石英

当遺跡で生産されたものに石棒がある。この石棒の原料は凝灰岩である。矢張下島遺跡の対岸の山腹の新

楢尾 トンネル周辺で疑灰岩が路頭 している。

また、鉄石英は南砺市上畠地内で路頭している。上畠は利賀川の上流に当り、矢張下島遺跡の傍の利賀川

の河原で採取できる。鉄石英は石鏃 2点のみであり、そのほとんどは剥片や石核である。したがって、鉄石

英剥片は素材剥片として当遺跡の交易品になった可能性がある。

3,ま とめ

矢張下島遺跡は、縄文時代早期・早期末～前期初頭 (極楽寺式期)・ 縄文時代中期・後期後半～晩期にか

けての遺跡である。岩測久保平遺跡は、利賀川右岸の標高512mの 位置に立地する縄文時代中期～後期前半

にかけての遺跡である。特に主体となす時期は、縄文時代中期末～後期前半にかけてである。矢張下島遺跡

がちょうど空白となる時期であり、岩測久休平遺跡が衰退する後期後半に再び矢張下島遺跡へ人々が定住す

ることから、相関関係が指摘できる。

矢張下島遺跡では早期の遺物が出土している。高沼遺跡では、早期末～前期初頭の極楽寺式期の瑛状耳飾

りが出土していることから、利賀地域への人々の進出は縄文時代早期には確実にあつたといえる。

第52図 利賀地域の主要遺跡変遷図

草創期 早  期 前  期 中  期 後  期 晩  期

矢張 下 島遺跡

岩測久保平遺跡

高 沼 遺 跡

中

ー中

ー
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第 2節 近  世

1.遺跡の変遷

下嶋村

当遺跡が所在する現在の下島集落であった。石高は、9石 3斗 4升で、田はなく、畠が 6反 2畝 10歩であ

る。納所金子の内訳に塩硝があることから、塩硝を生産していたことが分かる。家数は、寛文10年頃 (1670

～)に 2軒、明和 7年 (1770)に 1軒、慶応 3年 (1867)イ こ2軒である。

下島集落は利賀ダムの常時満水域に含まれるため移転 した。

集落の変遷

近世の集落は、次の 2つの時期に分かれる。

近世 Itti S B01を 中心とする遺跡の北側の部分。時期は、16世紀末～17世紀前半。

近世Ⅱ期 ;S B14。 15を 中′ふとする遺跡の南側の部分。時期は、17世紀後半～18世紀代。

近世 I期 に伴う遺構としては、掘立柱建物址 S B01～ 06・ 土坑 S K01～ 09・ 溝 S D02・ 凹地 S X06で ある。

遺物としては、珠洲・越中瀬戸・肥前 。伊万里がある。

近世Ⅱ期に伴う遺構 としては、掘立柱建物l■ S B14・ 16・ 礎石建ち建物 S B15・ 道路l■ S F01・ 土坑 S

K73～ 77・ 82～ 101・ 151・ 160～ 164・ 166・ 169・ 170・ 175。 176。 tt S D03・ 05・ 06・ 石組み遺構 S Xll・

12である。掘立柱建物址 S B14は 17世紀後半から18世紀前半、礎石建ち建物 S B15は 18世紀代のものである。

遺物としては、越中瀬戸・肥前・伊万里・ トチムキ石である。

文献上では、17世紀後半の寛文10年 (1670)頃 の戸数としては2戸、18世紀後半では 1戸 となっている。

したがって、 S B01が 17世紀後半まで用いられている、或いはS B15が 17世紀後半に築造されるなど、若干

の前後関係はあるのかもしれない。しかし、この文献の記述は発掘調査の成果と合致することの注目される。

石 高 ;9石 3斗 4升

内訳 =田方 ;な し ,な し

畠方 ;6反 2畝10歩 ・9石 3斗 4升

物 成

特 記

御印免

定 納

金 子

3石 6斗 6升

大木が多 く原生林に近い雑木山

4ツ 5分 1厘

4石 2斗 1升 5合

2両 5分 8厘 4毛

内訳 =納所金子 ,1両 3匁 5分 5厘 2毛

塩硝役金子 ;5分 5厘 5毛

明暦 2年より手上金子 ;3分 9厘 2毛

明暦 2年 より手上蟻・漆・簑・紙役金子 ;4分 8厘 9毛

代 銀 ,99匁 1分 7厘

皮椿出来高 ;1東

家数・百姓数

1670～ (寛文10～),2(家 )

1737(元文 2),1(百 姓数)

1770(明和 7),1(家 数)

1789(天明3);1(家 数)

1839(天保10),2(百姓数)

1852(嘉永 5)i3(家 数)

1867(慶応 3),2(家 数)

1871(明治4),2(百 姓数)

第19表 下嶋村の石高と税明細
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第20表 下嶋村の戸数



20

19

18

17

16

15

14

13

8        9        10        11

第53図 近世 I期遺構図 (1/400)

―- 104 -―



8         9         10         11

第54図 近世 Ⅱ期遺構図 (1/400)
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2.建物址の変遷

建物の分類

建物は以下の通 りに分類できる。

A類 ;2間 ×2間乃至 3間 ×2間の総柱建物。 (S B01。 14・ 16)

B類 ;礎石建ち建物。 (S B15)

C類 ,1間 ×1間の掘立柱建物。 (S B02～ 06)

A類・B類は規模が大きいため、母屋となる建物である。 S B16は柱穴が他の建物よりも小さい。特に五

箇山・白川郷では「マタダテ」よ呼ばれる屋根だけの住居があり、また、白山麓の白峰村周辺の出作 り小屋

のように、小屋ではあるけれど里と同じような間取 りの住居を造るなど、仮設的な建物を造る伝統が当遺跡

周辺にはある。したがつて、 S B16は仮設的な建物の可能性を指摘 しておきたい。

C類は小屋である。

建物の方向

近世 I期の建物l■ は南北棟である。一方、金石 2期の建物は東西棟である。これは、合掌造 りでは川や谷

などにより日当たりの良い所に面するように建てられており、当遺跡の建物も同様に建物方位を決定したと

推定できる。

土間と塩硝

母屋となる建物には深 く掘 り込んだ土間がある。特にS B14の土間であるS K93や S B15の土間であるS

K151は 55～ 82cmを 計 り、家畜を飼育するマヤとするには深すぎる。また、これらの土間は、石囲いされて

いるところに特徴がある。このため、これらの土間は塩硝作 りに使用したものと考えている。実際、南砺市

上梨にある村上家では、塩硝マヤとして、石囲いのものがある。また、南砺市葎島にあつた生田家でも同様

に塩硝マヤとされる石組みの土坑があった。したがつて、当遺跡の掘立柱建物址に伴う石囲いの土間は塩硝

マヤの可能性が高い。

しかし、この土を塩硝の成分が残存 していないか分析 したが、塩硝成分は検出できなかった。これは、長

期間、雨の影響を受ける場所にあり、かつ非常に浸透性がよい砂質土を地山であるため、塩硝成分の指標

となるK、 Naは水に溶けて流出した可能性もあるためである。 したがつて、塩硝マヤとした上が塩硝上で

あった可能性 も捨てきれない。

間取り

S B01は 16世紀～17世紀前半で、近世民家が成立する前段階にあたる。したがつて、間取 りはまだ五箇山

の典型的な間取 りにはなっていない。近世民家の典型が成立する17世紀後半以降の S B14・ 15では、 3間 ×

2間 と五箇山間取 りと合致するようになる。

五箇山の間取 りは田の字型であるが、利賀川流域では広間型のものが多い。 S B14の居間部分には、隅丸

方形の浅い土坑であるS K91・ 95がある。これらは、位置的に囲炉裏の址の可能性がある。 S B15で は、焼

土が確認されたS X13と 石組みの囲炉裏であるS X14が確認された。居間に囲炉裏が 2基確認できるという

ことは、居間を「オエ」と「デエ」と呼ばれる居間の使用方法を考える上でも重要となる。オエは日常生活

をする居間であり、デエは主に祭事に利用する居間である。また、デエの上座は仏間座敷になる。 S B15の

囲炉裏が南側が石囲いであることから、こちら側がデエー仏間座敷という間取 りであつたことが推定できる。
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1600 1700 1800

16世紀～17世紀前半 17世紀後半～18世紀前半 18世紀後半以降

赤尾谷 このころに礎石建ちに変化

羽馬家住宅 岩瀬家住宅

利賓谷

矢張下島遺跡
―

S B01
矢張下島遺跡

S B14 津日民夫家住宅

ぶつま

□ぉぇ口

野原忠次家住宅

第55図 五箇山民家間取り変遷図(1/300)
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3.遺物

蔵骨器

S K176は 現代 まで使用された土嫉墓である。この土娠墓から蔵骨器に転用

された椀が見つかつた。この蔵骨器は 2つの椀 を重ね合わせたものの中に火葬

骨を入れたものである。

トチムキ石

トチムキ石は、文字通 リトチの実の殻を剥 く道具である。岐阜県白川村の ト

チムキ石を渡辺誠が調査 し、形態学的には、長めの川原石を用い、その下面ま

たは上下両面を作業面とし、断面は楕円形ないしは厚めの楕円形に特徴がある

(渡辺1980)。 利賀地域では、五谷山西勝寺に 3点の トチムキ石が採取 されて

第56図 蔵骨器 (1/3)

いる (第56図 )。 これらの トチムキ石は、近年まで使用されていたもので、遺跡から発掘調査による出土品

ではない。掘立柱建物 S B14の土間に推定しているS K93か らトチムキ石が出土したことで、遺跡からの出

土は初見であり、使用年代が17世紀～18世紀前半まで遡れることが解る資料である。

トチムキ石の使用に関しては、昭和20年前半に南砺市桂 (旧上平村)で「平石の上に乗せ、持ちごろの長

い石でかッつぶす」 (石田1956)と なっている。渡辺誠は、 トチ剥き方法はトチムキ石→木製 トチムキ器に

変化したとし、その理由として トチのコザワシの食さなくなったからと推測 している (渡辺1980)。 コザワ

シはトチの実だけの食べ方で、特に白山麓周辺で食べられていた。利賀地域でも昭和20年代頃までコザワシ

を食していた。利賀地域ではトチムキ石以外に、金槌や木槌を使用し、台石の上で殻を剥ている。

近年まで トチを食していた地域の縄文遺跡では、 トチムキ石の有無を注意していく必要があろう。

0            10cm

西井龍儀他 2004「 郷上のあけlFの (原 始 古代)」 「TJ賀 41史  1』 より改変

第57図 利賀地域の トチムキ石 (1/4)
1 失張下島遺跡、2 坂上望ヶ原、3 坂上赤谷、4 岩i刈

鵡
∩

翅

鮎

鬱
凩

――――
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ら
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第3節 矢張下島遺跡の打製石斧

富山市教育委員会 久保浩一郎

|よ じめに

本遺跡からは200点 を越える打製石斧が出土 しており、スクレイパーや敲石と共に石器組成の主体をなし

ている。打製石斧は縄文時代を通 じて普遍的にみられる石器であり、その機能は一般的に「土堀 り」具と考

えられており、そのような前提のもとに北陸地方においても様々な研究がなされている。代表的な研究を挙

げると、石器組成論的な研究としては、麻柄一志や山本直人が打製石斧の出土状況や数量的変化から生業形

態について論考している。麻柄は北陸地方縄文時代遺跡の石器組成の分析から、中期以降増加する打製石斧

が、後期以降新潟県では減少するのに封 し、富山県以西では中期以降に増加するという違いがみられること

を指摘 している。このような変化は両地域の植生の違いに起因し、中期以降照棄樹林帯に属する富山県以西

の北陸地方では、後期前半の寒冷化により打製石斧を主体的な生産用具とする生業形態が定着したのではな

いかと述べている (麻柄1982)。 また、富山県内の平野部において遺構を伴わず土器片と打製石斧のみが出

土する遺跡に注目し、それらの遺跡の性格を検討 している (麻柄 2003・ 2004)。 麻柄は遺跡を、A)住 居

址が多数発見され、石器の器種 も豊富な遺跡。B)住 居址が 1・ 2棟検出され、祭祀的石器 (石棒など)

を含めた格器種が揃う遺跡。C)住 居辻は検出されないが、土坑などの遺構が検出され、土器や石器も定

量出土する遺跡。D)遺構は検出されず、少量の土器片と打製石斧が出土する遺跡。E)数 点の上器片の

み出土する遺跡。の5類型に分類 し、D類に関しては打製石斧による植物質食料の採集活動がおこなわれた

生産の場ではないかと述べている。山本直人は縄文時代後・晩期の手取川扇状地を姑象とし、打製石斧の形

態・素材・製作技法・採集対象植物・出土遺跡の類型化など多角的な考察から当時の生業活動の復元を行っ

ている (山本1993)。 製作技術論としては岡本恭―が石川県栗田遺跡の報告において、母岩からの剥片剥離

技法に関して第一～第三の技法を想定している (岡本 1991)。 使用痕研究では馬場伸一郎が富山県黒河中

老田遺跡・黒河尺目遺跡出土打製石斧の低倍率使用紺分析を行っており、磨耗痕・刃こばれ・線状痕などの

使用痕の分布範囲から「鍬」状の装着と「掘 り棒」状の二つの装着方法を推定している。また、装着方法と

製作技法に相関性が認められると指摘 している。馬場は、両側辺がほぼ平行するものには「掘 り棒」状装着

が想定される使用痕が、両恨I辺が括れるものには「鍬」状装着が想定される使用痕が認められるとし、形態

差が装着方法の差であると指摘 している (馬場 2004)。

このように打製石斧は組成・製作技術・機能と多角的に研究されている。機能に関しては詳細な顕微鏡観

察や実験データなどから「土掘 り」具である蓋然性は高いと考えられ、これらをもとに生業活動にまで言及

できる点は積極的に評価されるべきである。しかし実際の製作場所は遺跡外の石材採集場所と考えられ、遺

跡から製作過程を復元できるだけの資料が出土することはほとんどなく、母岩から製品までの一連の流れを

把握できていない状況である。基本的な形態分類に関しても、製作工程が不明確なため平面形態による機能

形態学的な分類にならざるをえず、そのため統一された分類基準が確立されていない。このように打製石斧

研究の課題は多 く残されている。このような現状を打開するには製作工程を意識した技術形態学的な検討が

必要であり、そのような検討からは機能 。用途論、あるいは文化的側面にまで言及することが可能であると

考えられる。そこで、本稿では打製石斧に使用される石材と、打製石斧の素材となる剥片に着目し、石材の
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選択性と素材の獲得について検討する。具体的な製作工程にまでは言及でできないが、打製石斧製作の初期

段階で行われる石材選択や素材獲得について検討することから、本遺跡における打製石斧制作の実態を多少

なり明らかにできるのではないかと考える。

2.打製石斧の石材選択

まず打製石斧にはどのような石材が使用され、それらの石材はどの程度選択的に採集されているのかを

検討する。まず本遺跡出土の打製石斧に使用されている石材とそれらの割合 (第 58図 )を みると、安山岩

687%、 凝灰岩18,4%、 砂岩117%、 その他11%と なる。安山岩が主体であり、凝灰岩・砂岩を加えた三

種類の石材により構成されている。

次にこれらの石材の主な採集場所であったと考えられる、遺跡眼前を流れる利賀川の石材構成と比較 し、

石材の選択性を検討する。打製石斧には礫面を残すものが多 くみられ、それら礫面の観察から、打製石斧の

主な素材として河川の転石が利用されていたと考えられるためである。利賀川の石材構成に関しては、利賀

川の川原に2m× 2mの調査区を設定し、調査区内の石材構成を調査 したものであり、石材同定については

調査区よリサンプルを持ち帰 り、富山市科学文化センターの赤羽久忠氏に同定していただいた。利賀川の石

材構成をみると (第58図 )、 打製石斧に使用される石材以外にも流紋岩・閃緑岩・石灰岩・片麻岩などがみ

られる。そのなかでも構成の主体となるのは疑灰岩368%、 片麻岩23.2%、 流紋岩152%な どであり、打製

石斧の主要石材である安山岩は80%、 砂岩は4.8%である。比較的採集 しやすい流紋岩や片麻岩などを選択

せず、安山岩や砂岩を選択的に採集し使用していたことが認められる。

これらの石材を選択する要因は、機能面から要求される「硬さJや、製作時の素材剥片獲得などの技術面

から要求される「割れ方」などに起因していると考えられる。製作者達はそれら石材の物理的特性を熟知し

た上で、選択的に石材を使用していたものと考えられる。

第58図 打製石斧石材構成
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AI類
AH類
AⅢ類

B 類

C 類

バルブの発達 した貝殻状の横長剥片

薄手で板状の横長剥片

ブロック状の剥片 (破砕片 )

扁平礫

扁平礫を半我 したもの

安 山 岩 凝 灰 岩 硬 砂 岩

AI類 8/22) 7 8/22) 10 ( 1/ 5/ 4)

AⅡ 類 4 ( 3/ 0/ 1) 0

AⅢ類 4 ( 1/ 2/ 1) 4 ( 1/ 2/ 1)

B 類 6 ( 3/ 0/ 3) 0

C 類 4 ( 2/ 2/ 0) 0

計 (a類 /b類/c類 )

第21表 素材・製品形態

a 類 ;短冊形のもの

b 類 ;撥形で直線的にひらくもの

c 類 ;撥形で、湾曲しながらひらくもの 第23表 石材 。素材・製品形態の関係図

第22表 打製石斧形態分類

3.素材剥片と製品規格

石材の選択的な使用は認められた、では次に打製石斧の素材となる剥片を形状により分類 し、石材や製品

の規格 (大 きさ)と の相関性について検討する。

まず素材剥片の分類であるが、打製石斧に残った礫面や主要剥離面の観察からA～ C類に分類 した。A類

は円礫から剥離された剥片であり、形状によって細分 した。AI類は楕円形で貝殻状を呈する横長剥片で、

鋭い縁辺を備えたものである。これらの剥片は鋭い縁辺をほとんど調整せずに刃部として使用しているもの

が多い。AⅡ 類は他のものに比べ薄手で、厚さが均―なものである。摂理面に沿つて剥離されたためである

と考えられる。AⅢ類はAI類やAⅡ 類に比べ厚 く、剥片というよりは大型礫の破砕片といえるものである。

B類は表裏両面に礫面が残っており、扁平な円礫をそのまま素材として使用しているものである。C類は礫

面の残存具合から扁平礫を半我 して使用していると考えられるものである。

製品の分類は、平面形態によりa～ c類に分類 した。 a類は所謂「短冊形」のもの。 b類は最大幅が刃部

にくる所謂「撥形」のもので、基部から刃部にむかって直線的にひらくもの。 c類は最大幅が刃部にくる

「撥形」のもので、側片が湾曲しているものである。製品の分類に関しては、本来技術形態学的に行われる

べきことは先述 したとおりであるが、ここでは上記の分類が技術形態的にも機能形態的にも分離可能である

という前提で分析を行う。なおここでは資料の残存状態から、素材形状・製品としての形態が識別可能なも

ののみを分析対象とする。

第23表は、石材と素材形状と製品形態との関係を示 したものである。まず石材と素材形状について考えた

い。いずれの石材についてもAI類素材が主体となる。石材構成の主体をなす安山岩では、対象資料の約70

%がAI類素材となる。このことは、石材の選択時にAI類 をはじめ素材形状への指向性が存在 し、それに

よって求める形状の素材を得やすい安山岩 。凝灰岩・砂岩などが選択されていたことを示唆する結果である

と考えられる。そのなかでも安山岩からはあらゆる形状の素材が得られるが、凝灰岩ではAI・ AⅢ類、砂

岩ではAI類のみと使用頻度の低い石材ほど素材形状も限られる。このことから安山岩が主体的に使用され

ていることの一因として、様々な素材が獲得しやすいという利点が考えられる。AⅡ 類など摂理面を利用す

るような剥片は、岩石の物性に大きく左右されるためである。しかし岩石自体の物理的特性以外に、周辺で

採集可能な転石の大きさ、形状など環境的要因も関係 している可能性がある。石材の選択基準に関しては、

― Hl―
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成因に則 した岩石学的な分類とは別に、硬さや割れ方など石器製作に関わる独自の分類基準を設定する必要

がある
※l。

次に素材形状と製品の大きさの関係について考えたい。第3図 は石材ごとの長幅比(最大長と幅の関係)お

よび重厚比(重 さと最大厚の関係)を 示 したものである。長幅比からは平面的な大きさを、重厚比からは立体

的な大きさを把握することが可能であると考えられる。石材ごとに詳しくみると、安山岩では長さ100mm～

180mm、 幅60mm～90mmに 分布が集中している。素材形状ごとにみても、いずれの素材からも同様な大きさの

打製石斧が製作されているといえる。重厚比では、重さ50g～ 600g、 厚さ15mm～ 40mmの 中にほとんどが分

布している。厚さはほぼ40mm以 下で、500gを 越えるものでも40mmを 越えるものはほとんど無い。400g以下

のものは重厚比が9:1程度であるが、400g以上になると厚さの増加に変化がみられる。このことから大

型のものでも厚さには一定の基準があつたものと考えられる。これは着柄方法などに関わつていると考えら

れる。また、AⅢ類やB類などは厚さの分布範囲が25～ 35mm程度とより限定されている。これらの素材は刃

部となりえるような鋭い縁辺を備えていないことや厚みがあるなどの点で他の素材に比べ成形に手間がかか

るといえる。つまり目的の形態を作 り出すまでにより多 くの「打撃」が必要となる
※2。

筆者も両極敲打技法
×3に

よる打製石斧製作を体験 したが、二次加工の際もっとも苦労したのは如何に厚さ

を減 じるかという点であつた。減厚のために同じ部分ばかり敲いたために製作途中で折れてしまうことが

多々あった。また製作途中に破損 しなかったとしても、打撃により表面的にはみえない内在的な亀裂が生 じ

ることで、使用時の耐久性が著 しく低下 してしまう
※4。

このように厚さを減 じる過程では多くのリスクが

伴うため、素材にはある程度目的の形態に近い厚さが求められていたと考えられる。

凝灰岩では長さ120～ 160mm、 幅70～90mmに 分布が集中しているが、素材形状により差が認められ、AⅢ類

のものは長さ140mm以 下となる。重厚比では重さ150～800g、 厚さ25～40gに分布 し、安山岩より大型

のものがみられるが、厚さは40mmを 越えるものはない。400g前後を境に分布が分かれるようである。AⅢ

類素材のものはAI類に比べ厚 く、重量も400g以下となっている。これらの差は安山岩では見られないが、

これは凝灰岩の特性として、一定の大きさ以上のAⅢ類素材では厚さが基準を上回り、成形時に破損 してし

まう可能性が高 くなるため、AⅢ類素材に関しては小型のもののみ使用していたためではないかと考えられ

る。

砂岩ではAI類素材のみとなる。長幅比では長さ120～ 160mm、 幅70～90mmに 分布が集中し、凝灰岩 と同様

である。重厚比では重さ200～ 850g、 厚さ25～40mmの 範囲に分布 してお り、安山岩・凝灰岩に比べやや重い。

重厚比をみると、重さ400g。 厚 さ30mm未満 と、重さ500g。 厚さ30mm以上のものに分かれるようである。

石材ごとに長幅比・重厚比から素材形状と製品の規格との関係をみたが、特に重厚比においては重量400

gを 境に比較的軽いものと重いものに分化するが、400g以上のものでも厚さはほぼ40mm以下になるという

こと、また凝灰岩では素材形状の違いが製品の規格にも明確に反映されることなどが指摘できる。厚さに関

しては着柄方法との関係などが考えられるが、どのような要因にせよ厚さに射する制限が存在していたこと

は認められるだろう。
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4 まとめ

本遺跡における打製石斧製作の実態に迫る目的で、石材選択と製品の規格についての分析を行ったが、上

記の結果を簡単にまとめておく。

① 利賀川の石材構成との比較から、本遺跡の打製石斧に多用される安山岩・凝灰岩 。砂岩は選択的に採集

されていることが認められる。

② 石材と素材形状との関係から、素材はAI類 を基本として目的的に作出されている。

③ 石材の使用頻度と素材形状のバリエーシヨンから、様々な打製石斧素材が容易に獲得できる石材がより

多く選択されていると考えられる。

④ 重厚比から厚さは40mm以下に制限されていた可能性を指摘することができ、これは着柄などの機能的要

因が考えられる。また厚さに関しては成形時の破損を避けるために素材獲得段階で素材の厚さも重要であっ

たと考えられる。

打製石斧製作の第一段階ともいえる石材の選択では、安山岩・凝灰岩・砂岩が選択されている。最も重要

なのは「土堀り」としての機能を果たすための耐久性であると考えられるが、その石材から得られる素材形

状が大きな要因となるようである。AI類素材を基本とし、安山岩など目的にあう素材が得られる石材がよ

り多用されている。あるいはAI類素材が得られる石材を選択し、結果的に他の素材も利用しているとも考

えられる。これはAI類素材がもともと刃都として使用できるような鋭い縁辺部を有しており、素材形態も

製品形態に近く、道度な厚さを備え、「より簡単な成形」で打製石斧を製作することが可能なためであると

考えられる。川口武彦は遺跡から出土する打製石斧の刃部にはほとんど磨耗痕が認められないのに姑し、使

用実験からは対象がどのような土壌であつても一時間程度の使用で磨耗痕が観察できるようになり、この

ことから打製石斧が短時間しか使用されない使い捨ての道具であつた可能性をしてきしている (川 口2000)。

このように考えれば、より簡単に 'よ り効率的に打製石斧が作れる素材を求めることは当然であるといえ、

得られる素材を重視した石材が選択されていたといえるだろう。

今回はふれられなかったが、素材により石材を選択していたと考えるならば、素材を得る母岩の形状も間

題となる。本遺跡からは打製石斧素材とは言い切れないが、AI類素材が剥離された痕跡をとどめる母岩

が出土している。大きさ50cm程度の扁平な円礫であり、このような母岩が多用されていたものと考えられる。

すべての石材がこのような形状の転石として周辺で採集可能であれば、石材の選択要因として単純に石質の

みから素材形状が重視されたという考え方が可能である。しかし母岩形状に違いが見られる場合、仮にlm

を超えるような巨大な転石としてしか存在しない石材の場合、適当な素材を得るのが技術的に不可能であれ

ばその時点でその石材は選択されないだろうし、逆に10cm程度の小礫でしか採集できない場合も同様である。

このようにどのような石材がどのような状態で採集できるのかを調査し、打製石斧の素材を得ることが可能

な石材の構成比を調べることで、打製石斧に多用される石材が真に選択されているのかを判断できると考え

られる。さらに本稿では具体的な製作技法については触れられなかったが、漠然と「簡単な成形」と表現し

てしまったものが、具体的にどのような技法により成形されたのか、石材・素材によつて技法がことなるの

かなどは検討する必要がある。近年久保田正寿は両極敲打技法による打製石斧製作が汎日本的に確認できる

ことを指摘している (久保田2005)が 、成形技法の前段階に位置付けられる石材選択・素材形態も考慮した

うえで、個々の遺跡の資料を検討していく必要があるだろう。
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註

※1 三浦智徳は、旧石器時代の瀬戸内系石器群には安山岩に姑する指向性が認められることから、技術伝統による

石材への「価値観」の存在を指摘し、岩石学的分類を越えた「石質類型」を構築する必要性を述べている (三浦

2003) 。

※2 ここでいう「打撃」とは、技法に関らず素材を変形する過程で対象に加撃する動作を指す。

※3 久保田正寿氏が提唱される技法であり、素材となる剥片、あるいは適当な大きさの礫を台石上に固定し敲打す

ることで成形していく製作技法である (久保田2005・ 2006)

※4 久保田氏のご教示による。氏は製作中に生じる内在的な亀裂を「ダメージの蓄積」と表現される。
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第 4節 矢張下島遺跡の水さらし場遺構について

名古屋大学名誉教授 渡辺 誠

1.水さらし場遺構とはイ可か

水さらし場遺構とは、「アク抜きを主とする植物質食料の処理・加工の場であり、台所的な場所である」、

と筆者は定義している。これを縮めて水場遺構というのは、適切ではない。人間の水辺における活動は、飲

料水の確保、貝類の採集、船着場、さらには祭祀まで広範囲に広がっている。それらを一括として水場遺構

とせず、明確にかつ個別に、水源地、水辺の祭祀場などとよび、混乱を避けるべきであろう。

水さらし場遺構の問題は、そこでどのような作業が行われるのか、それを成り立たせている背景にはどれ

だけのことがあるのか、などである。すなわち、水さらしの作業が食料の処理・加工の過程において、どの

段階に位置付けられるのかを考慮しておく必要がある。さらにさかのぼれば、各植物の持つ個別の水さらし

場の必要性についての知識が要求されてくる。

煎じ詰めれば、どのように食料を採集して処理・加工したかという生活基盤の研究や、関連する貯蔵穴、

石皿・アンギンなどの加工用具などとの体系的な研究が必要である。

2.水さらし場を必要とする植物質食料

水さらし場で水さらしなどの処理・加工の行われる植物の種類は、次の2種類に大別され、これに付随的

な利用力蒻日わつている。

第 1群は、アク抜きのための―プロセスとして水さらしの行われる、 ドングリ類や トチなどである。

これに対 して第 2群は、アク抜きの必要性はないが、製粉 した後水さらしによってデンプンをとる、クズ

やワラビなどである。

これらとは別に、クルミは皮を腐らせるために、それをまた除去 した後に残る繊維を洗いとるために水場

が重要である。しかしこれは小川でもできることであり、必ずしも水場を必要とはしないものである。カヤ

第62図  ドングリ類の分類

民 俗 分 類 属 種 (出土例のみ) 森 林 帯

A クヌギ類

製粉または加熱処理 +水さらし

コナラ属

コナラ亜属

クヌギ

カシワ 落葉広葉樹林帯

(東北 日本 )

(韓  国)

B ナラ類

製粉または加熱処理 +水さらし

ミズナラ

コナラ

C カシ類

水 さらしのみ アカガシ亜属

アカガシ

アラカシ
照 葉 樹 林 帯

(西 南 日本 )

(韓国南海岸 )

D.シ イ類など イチイガシ

ツブラジイ・スダジイ

マテバシイ

シイノキ

マテバン 属
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なども同様である。

第 1群の代表例は、 ドングリ類である。これらは4群に大別される (第62図 )。

このうちD類のシイ類のみアク抜きを必要としない。C類のカシ類は水さらしのみでアク抜きができる。

これらは西南日本の照葉樹林帯に多 く、次のA・ B類 は東北日本の落葉広葉樹林帯に多い。旧利賀村域は、

後者の卓越する地帝である。

A類のクヌギ類、B類のナラ類も、製粉さえできれば水さらしのみでアク抜きができる。しかし粒のまま

の場合は、かなり念入 りなボイリングを必要とするのである。民俗調査の結果によれば、朝晩20回 、3日 間

かかるので、単純計算でも120回のボイリングを必要とするのである。

そして、製粉技術の出現は縄文前期からであり、それ以前は粒のままであったのであるから、ボイリング

のために土器は絶対不可欠であつたはずであり、むしろそのために土器が出現・発達したとするのが私の考

えである。この製粉やボイリングの作業は、水さらし場に近接 し有機的に結びついたと考えられる。

製粉技術の問題は、粉を入れる袋のための布の問題が重要である。しかも粉が流出しない細かさが必要で

ある。前期に出現 。発達するアンギン (編布)は このことと密接な関係にある。

ではどうやってアクが抜けたことを確認するのであろうか①これはまさに染み出るアクの色の変化を確認

することである。最初は濃い褐色、コーヒーと同じ色であるが、最後は透明になる。これは水さらし場の構

造と関係がある。

次に問題になるのはトチである。このアクは、水溶性のタンニンであるドングリ類のアクと異なり、非水

溶性のサポニンやアロインである。これをアルカリ (灰)で中和 して流すのであるが、粒のままの場合は灰

を溶かしたアク汁の中につける。また、灰を溶かした汁の中で煮沸して粉にし、両者とも最後は水さらしを

行いデンプンをとることになる。この灰あわせを抜きにして、水さらしだけでは食べることはできないので

ある。

第 2群の例は、クズ 。ワラビやオオウバユリなどの地下茎・球根類である。これは製粉、あるいはこれに

準 じる作業でデンプンをとるのであり、土器などの容器に入れて何度となく水を入れ替え、不純物を除去 し

ていく。この場合は袋よりも土器が重要である。

3.水さらし場の構造

現在まで知られている類例を、北から順に列挙すると次のとおりで、縄文時代24例、弥生時代 2例である

(第63図 )。

1.北海道小樽市忍路土場遺跡 (後期)

2.青森県人戸市是川遺跡 (晩期)

3. 同 青森市岩渡小谷 (4)遺跡 (前期)

4. 同  同 近野遺跡 (中期)

5  同  同 小牧野遺跡 (後期)

6 秋田県能代市柏子所Ⅱ遺跡 (後期)

7  同 由利本庄市上谷地遺跡 (後期)

8.山形県寒河江市高瀬山遺跡 (後～晩期 )
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9 福島県いわき市呑匠地遺跡 (後期)

10 栃木県小山市寺野東遺跡 (後～晩期)

11. 同 鹿沼市明神前遺跡 (後期)

12.群馬県利根郡みなかみ町矢瀬遺跡 (晩期)

13  同 北群馬郡榛東村茅野遺跡 (後～晩期)

14 埼玉県川国市赤山陣屋遺跡 (晩期)

15  同 比企郡吉見町三ノ耕地遺跡 (晩期)

16 千葉県市川市道免き谷津遺跡 (後期)

17.神奈川県平塚市真田・北金目遺跡群 (後期)

18 新潟県岩船郡朝日村元屋敷遺跡 (後～晩期)

19  同 西頸城郡青海町寺地遺跡 (晩期)

20 富山県小矢部市桜町遺跡 (中期)

21, 同 南砺市矢張下島遺跡 (後～晩期)

22 長野県中野市栗林遺跡 (後期)

23 岐阜県高山市カクシキレ遺跡 (晩期)

24. 同  同 たのもと遺跡 (晩期)

25 京都府京丹後市奈具谷遺跡 (弥生中期 )

26.福岡県北九州市小倉区小西田遺跡 (弥生中～後期)

水さらし場にとってもっとも重要なことは、大量の清流である。

典型例は栃木県明神前遺跡の扇状地先端崖下、長野県栗林遺跡の

段丘崖下などで、本遺跡の例は後者に類似している。筆者の調査    第63図 水さらし場遺構分布図

した民俗例では、滝のように流れている場合もあり、少し涌いて

いればいいという程度ではなかった。

しかも泥などによる汚れは、絶対的に避けなければならない。それは食料だから汚れを避ける、という程

度の問題ではない。先に述べたように染み出るアクの色の変化を見て、食べられる状態になったことを確認

するのであり、汚すことがあってはならないのである。したがって屋根で覆っていた可能性も考えておく

べきである。その作業をさらに有利にするように、小西田遺跡では12個 も板で囲つた箱状の施設を流路の中

に並べている (第64図 )。 そして下から上へ順番に移していけば、新しく入れたもののアクを含む濃い色を、

透明になりかかったものが被ることはない。本遺跡の例を考える上で非常に参考になる。

4.本遺跡例の特徴

以上に述べたように、水さらし場は本来どこに遺跡にも必ずあったはずのものである。しかし現実には縄

文時代では本遺跡例を含めて24例 しか発掘例がなく、きわめて少ない。それだけでも貴重であるが、今後類

例を増やしていく場合にも、本遺跡例は重要な参考資料になる。

この矢張下島遺跡例の特徴は、水さらし場遺構である水路が、遺跡の中を横切つて流れていることである。

その中には土坑があり、近くには作業場的な石組み遺構もあり、関連作業が近接 している。これは合理的な
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ことであるが、一般的には台地上の集落面から離れて、台地下に水

さらし場遺構のあることが多い。段丘崖から水が噴出するという立

地条件に基づ くのであろう。

しかしその水路を小分けして、各家族で水路を利用 していたとは

考えられないことは、上記北九州市小西田遺跡例からみても明らか

である。共同して、採集してきた直後のものは下流につけ、少 しず

つ上流に移 し替えていくのである。
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第5節 縄文人は「なぜ」そこに住んだか

― GIS空 間分析から 一

国際日本文化研究センター 宇野 隆夫

はじめに

みなさまこんにちは、宇野でございます。

今日は一時間余り、「縄文人はなぜそこに住んだのか」ということでお話をさせていただきます。

この矢張下島遺跡を拝見させていただき、第一印象が 2つあります。ひとつはこの利賀の地に、なぜ

5,000年以上の間、縄文の人達が生活したのか。逆に弥生時代に入りますと、なぜ長らくその地に人が住ま

なかったのか。その違いを知りたいということです。

もうひとつ感じたことは矢張下島遺跡を拝見したときに、ここ力薪電文時代の広域交流の場所ではなかった

かということです。ここで見つかっておりますものに蛇紋岩・下呂石・黒曜石という三種類の石でできた石

器があります。蛇紋岩はおそらく富山県の海岸地帯、下呂石はいうまでもなく岐阜県から、黒曜石は信濃方

面から来ています。これらの地域の組合わせからは,ブリ街道が想起されます。

2.GISに よる分析方法

これらを想像上で終わらせずに何らかの形で表したいということで、GISを使つた分析をしてみます。

G ISと いうのは空間情報をコンピューターで分析するものです。考古学はまず、時間の序列を明らかにし

ますが、これに空間情報を加えて研究する方法がGISを使つ

た分析です。

第65図 は紀元前 1～ 2世紀頃の銅鐸の分布図です。分布の有

無だけではなく、ひとつの場所、たくさん重なっている場所な

どが、GISを使うとわかり易い、ということが一つのメリッ

トです。

その中のひとつの銅鐸ですが、兵庫県桜ケ丘銅鐸が出土した

地点からどういう場所が見えたのかを示しました。こういった

こともGISを使うと、簡単にできます。

もちろん季節によつて木々の葉が茂つたり落ちたりといった

ような事から、視野が広くなったり狭くなったり、また地球は

九いので曲率も考えないといけないので、この範囲が完全に見

えたかどうかは色々と調べなくてはいけません。しかし、眺望

が開けたところであるのか、それとも非常に狭い、外から見え

ないところに銅鐸を埋納したのかということを、考えることが

できます。
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第66図 は、大阪湾を中心とした弥生時代の遺跡分布です。当

時は河内潟が広がっていましたので、これも復元しています。

弥生時代の紀元前後を中心とする時代に、同時に営まれた集落

から歩いてどれくらいの時間がかかるかということを等高線で

示したものです。集落と集落との時間の等高線が交わるところ

で、落ち合うことができるということです。GISの基礎とな

る三次元の地図には、地形の傾斜という情報が含まれているの

で、このようなことを計算することができます。こういった

GISの分析から私が関心を持っている、縄文時代の物流ネッ

トワークについて考えていきます。
第66図 大阪湾を中心 とした弥生遺跡分布図

3.宮山県の縄文遺跡の時期ごとの分布

第67図 は、富山県の縄文時代の遺跡分布図です。富山県には1,432の 遺跡があります。これを見るとやは

り富山は縄文王国だなと感じます。富山県に縄文文化が栄えたのは、山・里・海という、いろんな資源がバ

ランス良くある土地柄だからでしょう。

遺跡の配置が時間の推移とともにどのように変わったのかということを、お話ししたいと思います。この

時間の推移は、細かくすればきりがないのですが、ここでは草創期・早期・前期・中期・後期・晩期という

6つの区分に分けます。

縄文時代が始まったのは、私が学生の時には約12,000年 前と習いましたが、現代では放射性炭素年代の結

果などから約14,000年 前が始まりとする説もあります。

縄文時代始まりが、何をもって始まりとするのかということは色々と議論されておりますが、縄文草創期で

は、砺波平野の奥の立野ケ原台地、それから小矢部周辺、呉羽丘陵、射水丘陵、富山平野の奥にかけての所

に主に分布しています。その中でも砺波平野の奥と富山平野の

奥に二大中心地があり、この二つの地域が富山の縄文文化の首

都になるのではないかと思います (第68図 )。

次に縄文時代の早期になりますと、徐々に遺跡が増えてきま

す。草創期とそれほど大きく変わらないが、矢張下島遺跡のよ

うな場所に遺跡が出現することがあり、全般的に遺跡が広がり

つつあるということがいえます。草創期の二大中心地に加えて、

県東部の平野でも遺跡が増えています (第69図 )。

縄文時代前期になりますと、富山県の遺跡の分布は、だいた

いイメージ通りになってきます。だんだんと遺跡が増えていっ

て、山・里・山である低丘陵、平野部、海辺などに広く分布し

ます。こういう縄文時代の遺跡分布のイメージと実態が重なっ

てくるのが、縄文時代前期頃であると考えられます (第70図 )。

縄文時代中期は、縄文王国が一香繁栄した時期といいますか、
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第67図 富山県の縄文遺跡分布図



第68図 富山県の縄文時代草創期の遺跡分布図 第69図 富山県の縄文時代早期の遺跡分布図

第70図 富山県の縄文時代前期の遺跡分布図
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第71図 富山県の縄文時代中期の遺跡分布図



第72図 富山県の縄文時代後期の遺跡分布図 第73図 富山県の縄文時代晩期の遺跡分布図

最も多く遺跡がある時期です。二大中心地が依然としてあると同時に、遺跡が広く密に分布しています (第

71図 )。

縄文時代後期は、中期と部分的には違いがありますが、遺跡分布にはそれほど変わりはないものと考えら

れます (第72図 )。

縄文晩期でも沢山の遺跡があります。この頃、全般的に里・海辺の方の遺跡が増えるというイメージがあ

りますが、地図の上でみますと、山の遺跡も依然としてあります。矢張下島遺跡の調査で明らかになったよ

うに。宮山県全体では縄文時代晩期まで山・里・海に遺跡がバランス良く立地するという構造が維持されて

いたのではないかと考えています。

4.標高と傾斜から見た縄文遺跡の立地

第74図 は、今のデータから遺跡の標高と地形の傾斜のデータを取得したグラフ化したものです。縦軸は遺

跡の標高、横軸は傾斜を表したものです。遺跡の標高はグラフが見にくくなるので、600mま でとしていま

す。もちろん、それより高いところに位置する遺跡もありますが、大多数の遺跡がこのグラフに含まれます。

縄文時代車創期は、標高300mぐ らいの台地や段丘の比較的平らな場所を中心として遺跡が立地しています。

そういう場所を選んで住んだであろうということがいえます。

縄文時代前期から中期になると、色んな場所に住んでいます。低くて平らな所にも、もちろんたくさん住ん

でいるのですが、高くて平らな所、高くて傾斜が急な所、低くて傾斜が急な所など、いろいろな場所に縄文

人は住んでいます。

―- 124 -―



1寮 Fヨ(m〕

600

500

400

300

200

100

0

遺跡立地―車創期

| ■

卜▲
・ ▼  ● ●

00     60     100    150    200    250

地形悼斜局〈度)

遺跡立地―早期
標 高 (m)

600

500

400

300

200

100

0

●・ヽ上ェ●
Tマ▼

.Ⅲ Ⅲ●ム  ・

準 I▲ .^●●  .
00      50     100     150     200     250

地形値斜角(度 )

標 高 (m)
遺跡立地―前期

600

580

400

300

200

100

8

遺跡立地一後期

00     50     100    150     200    250

地形傾斜角(度 )

遺跡立地―中期

iダ千f

J●形預fヤ月(廣 )

遺跡立地―晩期

00     50     100    150     200     250

地形悼斜角(度)

第74図 時期別の縄文遺跡立地図

縄文時代の後期から晩期では、標高の低いところに遺跡が多い事は確かですが、縄文時代晩期でも高い所

や傾斜が急な所に遺跡が立地するということは、そこがいろんな資源を得られる所だからということであっ

たと思います。

山の中でも比較的平らな場所、崖崩れでできたような緩やかな平地、傾斜が急な場所でも緩やかな場所など

は、後の時代の人はあまり使いません。このような場所でも縄文人は、少なくとも縄文時代前期から晩期に

かけて、その場所の良さをよく知っていて利用していたのでしょう。

5.縄文時代の遺跡からの眺望

第75図 は、矢張下島遺跡周辺の地形図に眺望範囲と1時間で歩ける範囲を示したものです。矢張下島遺跡

は、利賀川の河岸段丘が比較的に広い場所の中で、標高420mと かなり低く、川に近接しています。そうい

う場所に矢張下島遺跡があります。

当時の森がどのようであったかということは、遺跡のデータから復元しなくてはいけないことですが、一
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囮

(拡大図)

第75図  矢張下島遺跡からの眺望範囲と1時間歩行範囲

般的には、富山県の緯度で標高420mですと、照葉樹林帯と広葉落葉樹林帯が交錯 して樹層が非常に豊かに

なる場所です。そして谷側に近づけば近づ くほど、河畔林があって森林資源が多様化 していきます。

この場所から、 1時間で行ける範囲は非常に狭 く、これは地形の傾斜が急な場所であるからです。図面で

示している 1時間で歩いて行ける範囲は、現代人を基準にしています。縄文人と現代人とどっちが体力があ

るかというと難しい問題もありますが、おおよそ平均的に 1時間で歩ける範囲を示しています。

また矢張下島遺跡を中心に半径1 5kmの 範囲を示していますが、これが 1時間で歩ける範囲とほぼ重なり

ます。1 5kmと いうのは民族考古学による狩猟採集民の研究で、人の動きや動物の動きを見ることができる

範囲です。

いろいろな遺跡を比較しなければいけないのですが、矢張下島遺跡が立地する場所は、この谷の資源を最

大限に利用する上で、非常に良い場所であったのではないでしょうか。このことに、縄文時代の早期から晩

期への長きにわたつて、この場所にこだわった理由の1つがあると思います。

6.縄 文遺跡 か らの眺望 の連鎖

矢張下島遺跡からみえる範囲に遺跡があるかどうか、そしてその見えている場所にある遺跡から更に、ど

ういう空間が見えるのか、そういう範囲を見えることの連鎖と考えています。

この矢張下鳥遺跡の北側には、北豆谷遺跡という遺跡があります。次に、庄川と利賀川との合流地点の比

較的低い標高300mの 場所に仙納原遺跡があります。これら細い谷にあって眺望範囲は狭いのですが、失張
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下島遺跡と北豆谷遺跡と仙納原遺跡から見える範囲を重ねてみると、すべて重なりました。ということは遠

くからこの集落を見ながら来て、次の集落はどこにあるかということを聞いた場合に、あそこに見える、あ

るいはあそこまで行ったら次の集落が見えるという説明ができたということです。そういう場所に遺跡が立

地していたと考えています。

さらに平野に出ると、砺波市松原遺跡があります。ここではいっきに見晴らしが開け、越中国府から岩崎

鼻の海岸部まで見えます。海は直接見えません。山については谷国の遺跡は見えるが谷奥の遺跡は見えませ

ん。砺波平野の西側は、非常に良く見えます。

松原遺跡は平野に立地するため、 1時間で歩ける範囲はかなり広くなります。そしてこの範囲の中には遺

跡がほとんどありません。その範囲の外側には遺跡がたくさんあります。もしかしたら、この 1時間で歩け

る範囲が松原遺跡の主要な活動地域であった可能性があるのではないでしょうか。

山の中の遺跡から里・平野に下りると、見晴らしや歩ける範囲が違う空間に出ますが、それは矢張下島遺跡

から繋がっていたものです。

松原遺跡から西側を見ますと、蓮沼清水遺跡が見えます。蓮沼清水遺跡から逆に東側の砺波平野が一望で

きます。また、北東側の越中國府関連遺跡からは海まで見えます。

この越中囲府関連遺跡は、古代の方からも関心がもたれます。越中国府からは、古代の大手工業生産地帯

であった射水丘陵や呉羽丘陵、並びにその間の平野部分が良く見えました。縄文時代とは違いますけれど、

私にとっては非常に興味深いことです。それから、海もよく見えます。ただし氷見は1つの独立した空間で

あり、見ることはできません。越中国守として赴任した大伴家持は、氷見に行かないと氷見が見えなかった

第76図 北豆谷遺跡からの眺望範囲
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第77図 仙納原遺跡からの眺望範囲



―
‐

第78図 松原遺跡からの眺望範囲と1時間歩行範囲 第79図 蓮沼清水遺跡からの眺望範囲

第80図 越中国府関連遺跡からの眺望範囲と

1時間歩行範囲
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第81図 縄文遺跡からの眺望範囲の連鎖



第32図 境遺跡からの跳望範囲と 1時間歩行範囲 第83図 朝日貝塚からの眺望範囲と1時間歩行範囲

のです。

このように矢張下島遺跡を起点としまして、その南側・北側にある縄文時代中期・後期の遺跡から見える

範囲を重ねていくと、第81図の範囲になります。氷見だけは独立した空間になりますが、砺波平野から蛇紋

岩やヒスイの主要な生産地である境A遺跡まで眺望範囲が連鎖します。

それから、 1つの遺跡から見える範囲はとても異なっています。海辺の遺跡は海が。平野の遺跡は平野が、

山の遺跡は山がよく見えます。これは弥生時代以後では、ちょっと信じられない在り方です。弥生時代以後

では一般的に、山の集落や墓地から、山・里 。海が広く見えます。それとは違う見える範囲の連鎖の仕組み

が、富山の縄文時代にあったと思うのです。

次に、海辺の縄文遺跡は重要ですので、ちょっと考えてみます。第81図 は、ヒスイ製装飾具や蛇紋岩製石

斧を大量に生産した境A遺跡を始めとする朝日町境遺跡からの眺望範囲と1時間歩行範囲を示したものです。

陸地はほとんど見えないのですが、富山湾はほとんどの対岸を、空が晴れていたら見えます。そういう場所

に大手工業生産地である境遺跡があったということです。

境遺跡の対岸には、氷見市朝日貝塚という富山県下で一番大きな貝塚遺跡があります。縄文時代前期ころ

から始まり、沢山の貝類、イルカや魚類を捕っています。ここかも陸は余り見えませんが、富山湾は見えま

す。見えているようにみえる陸地も、ほとんどは旧十二町潟です。朝日貝塚D地点からは、この富山湾が広

く見えて境遺跡の付近も良く見えますが、平野部はあまり見えません。これらを含めて連鎖を考えてみます。
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7.縄 文時代 の道

縄文時代も道があったということは、いろいろなところで解つています。そしてどのように行く道が作ら

れていたかということです。古代の駅路などでは、一定間隔の補給拠点が配置されていましたが、縄文時代

ではどうだったでしようか。時期別に縄文遺跡から、 1時間で歩ける範囲の連鎖を示しました。

縄文草創期では、砺波平野の奥、それから小矢部、呉羽丘陵から射水丘陵に1時間歩行範囲の連鎖がある

ということは、2時間あれば隣の遺跡まで歩けるというグループが、ブロックとして別々にあるということ

だ、と考えられます。

縄文早期では、 1時間歩行範囲の連鎖域が広がってきますが、やはり、まだいくつかのブロックに分かれ

ています。距離が離れていても、時間をかけたら行けますが、やはり1～ 2時間程度で歩ける範囲に隣の集

落があるかないかは、道を考える一つの材料になります。

この 1時間歩行範囲の連鎖域が広くなるということは、いろいろな交易物資を持った人達が歩きやすく、

どこへでも行きやすくなったということです。富山県でこのようになるのは縄文時代前期からであり、中期

になると1時間歩行範囲がほとんどひとつにつながっています。富山県域へ能登方面から来ても、越後方面

から来ても、飛騨方面から来ても、どこかの遺跡にたどり着けば、そこから富山県内のどの縄文遺跡へも行

けたでしよう。

縄文前期から中期にかけては、出土遺物のなかで遠くから運んだものが著しく増加する時代です。どこか

らどこへ遺物が運ばれるたかということは、どこに集落が立地したかということと表と裏の関係にあったの

第84図 縄文時代草創期の 1時間歩行範囲の連鎖

r   F
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第85図 縄文時代早期の 1時間歩行範囲の連鎖



第86図 縄文時代前期の 1時間歩行範囲の連鎖 第87図 縄文時代中期の 1時間歩行範囲の連鎖

第88図 縄文時代後期の 1時間歩行範囲の連鎖
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第89図 縄文時代晩期の 1時間歩行範囲の連鎖



ではないでしょっか。

このような 1時間歩行範囲の連鎖の在り方は、縄文晩期まで

続きます。私の以前の予想では、縄文晩期には低地の遺跡が増

加して、弥生時代へ移行する変化があつたのではと考えていた

のですが、集落配置に関しては、弥生時代以後の遺跡立地の変

化は、弥生時代以後に生じたと考えるほうが実態に即している

のではないでしょっか。

第90図 五色塚古墳からの眺望範囲

8.弥生時代以後の遺跡からの眺望

私にとっては縄文遺跡からの見え方は、あまり見なれていなかったものであり、とても新鮮でした。これ

に対 して、弥生時代以後では高いところの遺跡、特に山にある遺跡からは、平野や海が広 く見えることが、

一般的な傾向です。

先に兵庫県桜ケ丘銅鐸出土地から、平野部や大阪湾が広 く見えたことを述べましたが、4世紀後半に築造

された兵庫県五色塚古墳からの眺望範囲はさらに広 く、大阪湾から播磨灘にかけて見えます (第90図 )。 よ

り広 く眺望できる場所に、大切な施設を設けるという考え方で世の中が動いていたと考えられます。

それは、西日本だけではなく、富山県でもそうであったと考えられます。氷見市柳田布尾山古墳は、氷見

平野南部から富山湾にかけて広 く眺望できる場所にあります (第91図 )。 この遺跡は、古墳時代に始めてで

きたものではなくて、この古墳の下には弥生時代の住居跡がありますので、弥生時代から人々はこの場所を

利用しだしたと考えられます。近畿地方も北陸も、良く似た思想の転換があったのでは、ないでしょうか。

氷見市阿尾島田Al号墳は、富山大学が調査されました前期の前方後円墳であり、柳田布尾山古墳が日本

海域で 1番大きな前方後方墳であるのに対 して、富山県で一番大きいと考えられている前方後円墳です。阿

尾島田Al号墳からは、柳田布尾山古墳よりさらに広い範囲が見えます (第92図 )。 富山湾から氷見平野の

南部まで。それから富山平野も見えますし、立山も見えます。天気のいい日なら立山の山頂もみえました。

富山県の中で、眺望範囲が特に広いのは、古墳時代後期の、海の王者の墓である朝日長山古墳です (第93

図)。 富山湾はもちろんですけれど、氷見平野の一部、十二町潟が見渡せます。朝日長山古墳は、東アジア

第91図 柳田布尾山古墳からの眺望範囲
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第92図 阿尾島田Al号墳からの眺望範囲



第93図 朝日長山吉墳からの眺望範囲 第94図 懸札水ウシバラ遺跡からの眺望範囲

の先端的な文物が納められている古墳であり、 6世紀段階の日本海の営みにおいて重要な役割を果たした人

が葬られていると考えています。

これに対 して氷見地域の縄文遺跡の中で一番高い位置にあるものが懸札ホウシバラ遺跡であり、標高は約

310mです。ここからは山林は見えますが、海は見えません (第94図 )。 氷見でも利賀でも、どのような場

所に重要施設を置くということについて、縄文時代と弥生時代以後の思想の違いをみることができると思い

ます。

9.弥生時代の眺望の起源

これから弥生時代以後の遺跡からの見え方について少しご説明します。それは明らかに縄文社会の中から

ではなく、ユーラシア大陸からきた情報に基づいた、重要施設の位置の決め方と考えております。

第95図 は、香川県紫雲出山遺跡からの眺望範囲です。この遺跡は大変有名であり、瀬戸内海の交通を監視

する砦のような集落ではないかと、古くから考え

られています。

弥生時代では、こういう高い所にある遺跡は決

して珍しくなく、高地性集落と呼ばれ、軍事拠点

や監視拠点と考えられますが、一方で遺物として

は通常の生活道具が出土するので、少なくとも装

備や食料をすべて与えられた兵士の砦でないこと

は明らかです。通常の時は、通常の生活活動をお

こなっているのですが、単なる山村ではなく、非

常に大切な社会的な役割が与えられていたものと

考えられます。この遺跡では瀬戸内海を一望に見

渡せるところに拠点を構えて生活し、自給的な生

活をしながら情報収集をするという役書Jを もった

のでしょっ。
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第95図 紫雲出山遺跡からの眺望範囲



第96図 吉野ケ里遺跡からの眺望範囲

紫雲出山遺跡の例は、高いところにあって、規模

は小さいが眺望が特異な所にある例です。これに対

して佐賀県吉野ケ里遺跡は、弥生時代の代表的な大

型の集落であります。この集落そのものがその地域

の政治拠点ですが、丘陵の頂部にあって、非常に広

い眺望範囲をもっています。当時の海岸線は内陸に

広がつており、現在の陸地のかなりが有明海でした

が、吉野ケ里遺跡からは、平野部と有明海がとても

良く見えました。

弥生時代は、海の道の支配が大変重要になった時代

だと、考えられます。海の道は瀬戸内海・有明海か

ら、玄界灘の壱岐 。対馬、さらに朝鮮半島に連なっています。

壱岐の原の辻遺跡はまた違ったパターンの眺望範囲をもちます。原の辻遺跡は、壱岐で一番大きな遺跡で

あり、魏志倭人伝の一大国 (壱岐国)と記録した国の王が居住したと考えられます。そして原の辻遺跡に近

接した遺跡としてカラカミ遺跡があり、原の辻遺跡に次ぐ大きさです。どちらの遺跡も濠や土塁などに囲ま

れた防御性の集落です。

吉野ケ里遺跡と違って、この壱岐の島の一番大きな遺跡である原の辻遺跡からは、平野が見えますが海は

見えません。それに対してカラカミ遺跡は、対馬や九州の北岸がかなり良く見える所にあります。壱岐島に

はあまり高い山はないのですが、統治拠点としての原の辻遺跡と軍事・監視拠点としてのカラカミ遺跡、と

いう組み合わせであつたと思います。

いずれにしてもから海を一望できる高所に拠点を設ける時代の始まりと重なるように、矢張下島遺跡のよ

うな山の集落が、消えていったのです。

第97図 ユーラシア大陸のシルクロー ド・ネッ トワーク
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第98図 漢長安城 と皇帝陵

10.漢帝国の眺望範囲

先程述べたようにこうした弥生時代の遺跡の立地の起源はユーランア大陸にあります。弥生時代の頃、

ユーラシア大陸では交通が発達してシルクロードが開けていきました。このユーラシアでの往来の活発化と、

日本列島での海の道の重要化とは、関係があつたと考えています。

弥生時代の中でも、弥生時代的な在り方が確立したのは、中国の漠の時代であり、当時の倭国の外交使節

を派遣先も漠帝国です。その結果、倭国の記録が中国の史書にいくつか残されています。

漢帝国の首都は長安城ですが、それからその長安城の真直ぐ北へ行った所に、漢帝国を建国した劉邦の陵墓

があります。長陵と呼ばれているものですが、前漠時代の皇帝陵は単なる墓地ではなく陵邑という数万～数

十万人の人々が居住した都市が付属しています。この長陵 ,長陵邑の南には、渭水という水連の大動脈があ

り、その南に長安城があります。そして渭水や長安城を一望の下に見える場所に漠の最重要施設を築いたの

です。

中国では春秋時代以前には、大規模な盛土をもつ陵墓を造らなかったのですが、春秋末以後、見晴らしの

良い場所に王墓を作るようになり、漢帝国の時代には非常に高度化しました。中国において統一国家を作り

始めるときに、交通の要地、首都などがよく見える場所に、象徴的・経済的な施設を建設したのです。こう

いう情報の基に日本列島の社会も、どこに住まうかということも変化したのではないでしょうか。

11.シルクロー ドの都市の眺望

今お話 ししましたような事柄が、中国に起源しているのか、あるいはもっと西方からの情報に基づ くもの

なのかという事は非常に難しい、ユーラシア大陸全体の問題であります。

中央アジアのウズベキスタン・サマルカンドには、シルクロー ドの代表的な都市があります。現在のサマ

ルカンドは15世紀のテイムール朝に造られたものですが、それ以前の約2,000年 間は元市街の北にあるアフ
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ラシアブの丘で都市が営まれました。このアフラシ

アブの丘はとても見晴らしの良い場所にある、横に

はヒマラヤの雪解け水が流れるゼラフシャン川があ

り、それにそってシルクロードも通っています。

サマルカンドの西約150kmの 所には、もう一つのシ

ルクロード大都市であるダブシアの丘があります。

私はこのダブシア遺跡を調査する機会があって、日

本や中国との繋が りを考えながら調査 しています。

サマルカンドやダブシア遺跡が立地するゼラフ

シャン渓谷は、中央アジアにおいて一番農業生産力

が高い所です。そしてアケメネス朝ペルシアの頃

(中 国では春秋末～戦国時代)か ら、この地域で高

い丘の上に拠点を設けて都市を造っています。この

都市は広大な眺望範囲をちち、アフラシアブの丘と

ダブシアの丘からの眺望範囲を重ねると、中央アジ

ア最大の農業生産地帯と、東西交通路を一望できる

という場所に造られたことが分かります。

これら中央アジアのシルクロー ド都市は、ペルシ

ア帝国が拡大する時期に形成されました。だから、

広大な眺望範囲を持つ遺跡の登場は、プレ・シルク

ロード交流という西アジア～中央アジア～中国とい

う情報伝達があった可能性があります。日本列島の

縄文時代から弥生時代へかけての遺跡立地の変化は、

列島内の特殊な事情で成立したのではなく、ユーラ

シア大陸全体の動向と関わりながら、生じたことと

考えています。

12.イ ンダス文明の眺望

ユーラシア大陸の中で、縄文的な住まい方の例は、

私が調査 した中では、イングス文明の都市が近いと

考えています。イングス文明は縄文時代の中期から

後期にかけての頃の文明であり、紀元前2600年頃か

ら最盛期が始まり、紀元前1900年 頃から衰退が始まり

第99図 ゼラフシャン渓谷衛星写真

第100図  ゼラフシャン渓谷の眺望範囲

第101図  ゼラフシャン渓谷のシルクロード復元

ます。イングス文明は、海運や河川を通 じての交易網

によって栄えた文明とされています。

イングス文明の都市文明の最盛期には、イングス川下流域のモヘンジョダロ遺跡のグループ、同上流域の

ハラッパ遺跡のグループ、それからインドの西北部のグループ、ガンジス川上流域のグループに四大別でき
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第102図  インダス文明最盛期の都市分布図

ます。

これらの個々の遺跡は都市として発達しています

が、文化的に注目されることは、武器があまり発達

していないことです。銅でできたナイフのようなも

のがありますが、とても人を殺せるような代物では

ありません。骨を調べても戦って死んだ人は少ない

のです。どの社会でも軋蝶はあると思いますが、大

規模に戦争した形跡が非常に乏しい文明です。

イングス文明の中心地の1つである北西インドの

グジヤラートにカーンメール遺跡とドーラビーラ遺

跡という2つの遺跡があります。現在は内陸の遺跡

ですが、この遺跡が始まる頃は今よりも暖かい時期

です。GISを使いまして、海面を3m上昇させる

と海峡ができます。現在は内陸の都市ですが、当時

は港町として栄えていたでしょう。海岸やイングス

川の支流を通じて、ハラッパ遺跡ともつながってい

たでしょっ。

カーンメール遺跡とドーラビーラ遺跡からの眺望

範囲はその海峡を望むものでですが、先ほどお話し

した中央アジアのアケメネス朝ペルシア時代のよう

に広大な眺望領域を持つような遺跡ではどうもない

らしいと考えています。それぞれの営みの源泉とな

る資源の地を主に見ていたと考えます。

これらのイングス文明は、戦争によつて栄えた文

明ではないことはほヤ離 かです。なぜ、そのような

文明を作れたかというと、都市を中心にして各地の

第103図  インダス港町からの眺望範囲

資源を効率的に開発 して交易するシステムがあったから考えるのが一番妥当です。ここに縄文社会の在 り方

との共通点があると思います。

13.ま とめ

以上、利賀村から西アジアまでいたるお話 しをしました。利賀村において矢張下島遺跡が栄えた時期は、

縄文社会が巧みな仕組みを作 りあげた段階です。矢張下島遺跡は、この辺 りの山林資源を有効に利用する上

で特によい場所にあります。しかし、軍事や監視の拠点としては全 く適していませんでした。このような場

所を優先的に使用したことに、縄文社会の特質があったと考えます。

ユーラシア大陸の社会には、縄文文化やイングス文明に代表されるような、本格的な戦争の痕跡は乏しく、

自分たちの周囲の特産物を有効に利用して交易することによって栄えた型と、弥生時代以降の日本列島や、
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中国の戦国～秦漢帝国・アケメネス朝ペルシア以後のような遠交近攻で栄えた型の2種類があつたと考えて

います。

どちらもそれなりの文明を作つているのですが、紀元前2千年紀の地球規模の寒冷期などを経てユーラシ

ア大陸の文明の性質が大きく変化していつたと思います。日本でも縄文社会から弥生社会へかけて多くの社

会的変化がありました。

矢張下島遺跡から未来を考えるという課題がもし与えられたなら、我々は人類の歴史から二つの文明の知

恵を教えられているのであり、未来に発展させていくべきものは何か、と考えたいと思います。そのため、

縄文やシルクロード以前の文明の知恵を知ることは、未来へ向けても少なからぬ役割を果たすと思います。

私は、矢張下島遺跡を見せていただいて、大変感動しました。感動するだけでは申し訳なくて、それを少

しでも人類史に結びつけたいとい思いで、中央アジアからイングス文明までたどりつきました。そのうちに

ヨーロッパまで行き、また新大陸の文明とも比較して、日本列島の歴史を考えたいと思っております。

参考文献

宇野隆夫編著 2006『実践 考古学GIS』  NTT出 版

宇野隆夫編  2006『世界の歴史空間を読む―GISを用いた文化・文明研究―』 国際日本文化研究センター

(平成18年■月 4日 「第 3回 利賀村の歴史と風上を考える会 やまびとの生活 ―過去から未来ヘ ー」 基調講演 於複合教育施設アーパス)
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第 6節 合掌造 りの成立過程

長岡造形大学名誉教授 宮澤 智士

1.合掌造りの定義

みなさんこんにちは、宮澤でございます。今日は、合掌造りについてお話ししたいと思います。

まず、一番目の問題として、「合掌造りは何をもって合掌造りとするのか」ということです。

合掌造りの特徴として、開いた本を伏せたような三角形の茅葺き屋根があげられます。切妻造りという屋

根の形式です。同じ切妻造りの屋根ではありますが、五箇山 。白川郷の地域でも少し変化があり、一見した

ところ入母屋造りに近いものもあります。

屋根の材料としては、茅です。茅葺き屋根。屋根を葺く茅には、ススキ、ヨシそしてチガヤなどのさまざ

まな草があります。茅葺きとは草で屋根を葺くことなんです。

合掌造りの形態として屋根の三角形が一番印象的な形でありますが、こういう切妻屋根の民家は日本中を

みると、奈良盆地から大阪にかけての地域の大和棟があります。これも屋根の勾配はやや急です。また、屋

根の勾配が緩いものとして、長野県の本棟造りがあります。それから神社では、伊勢神宮や出雲大社なども

みな切妻造りです。合掌造りには、切妻造りという屋根の形と比較的急勾配で、茅を葺くという材料に特徴

があります。

こうした合掌造りが造られた社会的背景として、

五箇山・白川郷では浄土真宗の勢力が強い地域で

あるということです。合掌造りが分布している地

域は、庄川上流域の山間部です。その範囲は南北

約50km、 東西約20kmほ どの限られた地域です。

その範囲は、 1つの文化圏が成立する範囲です。

日本の場合はこの範囲を出ても日本語が通じます

が、外国では言葉や文化が違うということもあり

ます。そういうことから、合掌造りが分布してい

る地域は、 1つ の文化圏を形成しているというこ

とが十分いえるでしょう。

浄土真宗が民家建築にも強く関わるという点で、

合掌造りでは仏壇のある部屋が一番立派で、上手

に造られています。

次に、屋根裏、小屋裏ともいいますが、屋根裏

を有効に積極的に使ったことが合掌造りの機能の

大きな特徴です。この屋根裏を積極的に利用する

ようになった理由は、養蚕です。蚕を飼うために

屋根裏を、どうやって広く有効に使うかというこ

とが課題であって、合掌造りが変化していく大き

第104図  荻町の冬景色

(合掌造り集落世界遺産記念事業実行委員会1996)
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第105図  五箇山 。白川郷の集落範囲 (1/40
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な要因になっっています。

2.合掌造りの研究

合掌造り民家の研究は、実は現在でもあまり進んでいません。日本のどの地域の民家でもそれほど進んで

いません。だから、合掌造りがいつ頃にどのようにできたかということも明確になっていません。解らない

のは別に合掌造りに限らず、日本の民家全股にもいえるかと思います。

これまで合掌造りが所在する五箇山や白川郷を秘境だとか遅れた地域だという印象が強く持たれていまし

た。ブルーノ・タウトというドイツの建築家が来日し、昭和10年 (1935)に 白川村へ来ています。白川村の

遠山家を見て、合掌造りの構造が合理的であることに驚かれました。合掌造りをベタ誉めするわけです。タ

ウトが誉めている代表的ものが、合掌造りであり京都の桂離宮です。そして、貶されたのが日光東照宮です。

彼は、装飾が過多な建築をあまり好きでなかつたようです。

長い間、五箇山も白川郷も秘境だといわれてきましたが、江戸時代の日本には秘境という地域はすでにあ

りませんでした。合掌が造られる時代は、江戸中期から昭和30年頃までの300年位の期間にわたりますけど、

この時代ではもう秘境ではないのです。しっかり税金も取られていました。ただ冬になると降雪により陸の

択島になって、移動することが中々困難であつた事実は確かにあります。

今では機械で除雪しますが、雪が降つたら大変だつた昔は秘境であるとか、古くて遅れてる地域だといわ

れました。それは、明治時代以降に都会から研究や開発に五箇山・白川郷へ来た人がいったことであって、

最初から五箇山・白川郷に住んでいる人は、秘境であるとは感じていなかったと思います。

3.世界遺産合掌集落

世界文化遺産に登録されのは、南砺市の相倉合掌集落・菅沼合掌集落、白川村の荻町合掌集落の3つの集

落です。建物としては、茅葺き屋根の切妻造りが多く現存している点で共通しています。地域によって細部

第106図 南砺市の合掌集落

左 ,相倉合掌集落、右 ,管沼合掌集落
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は異なるものもありますが、庄川流域の 1つの文化

圏の内にあります。

世界遺産に登録されている合掌造 り集落範囲は、

旧平村、旧上平村、白川村ですが、合掌造 りが分布

していた範囲は、南端は庄川の最上流にあって今は

高山市になりましたが旧荘川村、白川村、それから

北は五箇山の旧利賀村も含まれます。

4.合掌造りの小屋構造
第107図  昭和30年代の荻町 (宮澤200め

合掌造りを一番象徴的なものにしてるのが、前に

もしばしば述べた三角形の茅葺き屋根です。この屋根裏を小規模な家では2層 に、大きい家だと3～ 4層 に

分けています。 1階は人が居住する場所ですが、屋根裏は養蚕をする場所で、人が住む場所ではありません。

昭和30年代の写真では、屋根裏の両妻面の壁はむき出しの九太になっていて、そこにムシロを垂らしてふ

さいでいます。それがある時期になると、現在みられるような板壁に変わります。妻の壁をムシロでふさい

だ頃までは、屋根を造るのは大工ではなく村人が集まって合掌を作り、屋根を葺きました。だから、屋根と

屋根裏の技術は村人の技術なのです。

合掌という言葉はいつから使い出したのかはよく分かりませんが、佐伯安一先生が紹介されました正保

5年 (1648)の 「小瀬村久兵衛、家立につき持山の木伐取願」に「かつしょう」と記載されています (佐伯

2006)。 日本中ではここにでてくる「がっしょう」を「サス」 (叉首)と 呼んでいる地域の方が多いのです

が、五箇山・白川郷のあたりでは古くから合掌と呼んでいたことが分かります。こうしたサス組の家は、日

本中にあり、北海道のアイヌの家や屋久島や奄美、沖縄にも類似した小屋組があります。

もう1つの屋根の形として、京都・奈良 。大阪など畿内とその周辺には、棟木を小屋梁と支えるために真

束 (棟束)で屋根を支える構造があります。「オダチトリイ」造りなどと呼ばれています。この構造は一般

的に合掌組 (サス組)よ り古く、世界的にみても古い傾向にあります。ただ、サス組も考えつけばすぐでき

るので、世界的にも結構古くから多くあります。  合掌造りの屋根の形が三角に見える部分を妻というの

ですが、白川村や旧利賀村では妻に射して直角に家内へ入る平入が多い傾向があります。一方、五箇山は妻

側から入る妻入りが多い傾向にあります。五箇山の合掌造りは妻入りのために入り回の上に庇を設け、茅屋

根を葺きまわしますので、一見したところ入母屋造りにも見えますが、小屋組の構造を見ると実は切妻造り

なのです。

屋根を葺く茅は、茅場を設けて調達するのですが、近年は良質な茅場が少なくなり、合掌造りが廃れる 1

つの原因になっています。

5.合 掌造 りの間取 り

浄土真宗の家の仏壇が立派であることはよく知られています。皆さんのお宅も多分立派な仏壇を祀ってい
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るのではないでしょうか。真宗の信仰が盛んな地で成立した合掌造りの間取りは、信仰と大きく関わつてき

たのです。

それはどんな所にあらわれているのでしょうか。端的にいえば、仏間が家のもっとも上手の位置にあって、

正面に立派な仏壇を構えています。部屋は畳敷きで天丼が張ってあります。全面に縁側がある場合もありま

す。単に「座敷」といったときに、他の地域の多くの人は仏間でなく、床の間のある座敷を思い浮かべるよ

うです。皆さんはどうですか。

私は、仏間を主な座敷とした民家を「仏問座敷」、床の間のある座敷を主な座敷としている民家を「書院

座敷」と呼び分けることにしています。こう分類すると合掌造りは「仏間座敷」がある間取りの民家という

ことになります。

合掌造りの「仏間座敷」がある間取りにも、江戸時代から明治期になると変化があらわれます。仏間に付

属する形で、仏間脇に床の間のある座敷が造られるのです。この座敷は六畳ほどの大きさで、仏事の時のお

坊様の控室にあてられました。

封建時代であった江戸時代には身分制度がありました。お坊様は庶民ではなく貴族に分類されます。床の

間のある座敷は、武士や貴族の礼法に従った部屋です。お坊様が暮らす庫裡には「書院座敷」があります。

村の家々でお坊様を迎えるためには、それ相応の部屋が必要となったのです。

「仏間座敷」の存在そのものも、お坊様の控室の出現も、五箇山・白川郷の庶民の生産力があがり、生活

が向上して生活様式が変容してきたことを意味していると思います。

それでは「書院座敷」と「仏間座敷」とでは、形式的にどう違うかといいますと、もちろん「書院座敷」

には床・棚・書院窓など座敷飾りがあり、「仏間座敷」は内陣などという仏壇の間を造り、そこに仏壇を構

えています。このうち床・棚・書院窓などの座敷飾りの前面は開放されていて建具がありません。これに対

して仏壇には扉があり、内陣の前には襖があって、開け閉めによって仏壇を座敷 (仏間)か ら隠すことがで

きます。この違いを皆さんは、特に気にしたことがないかもしれませんが、「書院座敷」と「仏間座敷」と

の大きな相違点です。「書院座敷」でない合掌造りでは、お祝い事の時などは、仏壇の前の襖を閉めて、仏

第108図  合掌造 りの時代 (宮浮2005)
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間を普通の座敷として使うのです。

ところで、白川村荻町の和田家は、19世紀前半頃に建て

られたと推定されていますが、この住宅は普通の入口とは

別に客用の入口である式台があります。この式台から玄関

にはいると仏間があり、その上手に客座敷があります。和

田家の壁は板壁ではなく土壁にするなど白川村民家では特

殊です。高山の大工が造ったことと関係 しているのでしょ

う。

6.合掌造りが成立する時期

合掌造 りがいつ頃にできるかといいますと、屋根裏を養

蚕などで積極的に活用する江戸時代中期、17世紀後半以降

です。それ以来、昭和30年代までの約300年間使われてきました。合掌造りで一番古いのは南砺市田向にあ

る羽馬家といわれています。合掌造り時代は約300年 といいましたが、日本民家史全体から考えれば、ごく

限られた期間になります。

先ほどは、屋根は村人が集まって葺くといいました。それでは、 1階の人が居住する部屋部分は誰が造っ

たかといいますと、大工たちです。能登半島の付け根、現在の氷見市の一番北に長坂という集洛があります。

ここに江戸時代に大窪大工という大工集団がありました。その大工たちが合掌造りの居住部を造り、上の屋

根の部分は村人の共同作業、ユイで葺いたということになります。

建物の小屋組の下の部分を軸部といいます。合掌造りの人が居住する軸部は大工の仕事、屋根は村人の仕

新上屋造長瀬家

第109図  小瀬村久兵衛文書による屋根勾配の復元

黒塗り,小瀬村久兵衛家の屋根

白塗り,新 しい一般的な合掌造りの屋根

下屋造
歩

ahi:新上屋造
歩

ah2=1:14

a=上屋部分

b=下屋部分

第110図  合掌造りの種類 (宮澤200め

上屋造某家
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事です。屋根を造る作業は、村人が山から木を切 り、合掌を造り、屋根葺きします。屋根の下の軸部の技術

とは違った技術です。

そういうことで、合掌造 りは大工の仕事と村人の仕事を分担 して造ったことなります。私は、大工など職

人の技術に対 して、村人の技術を「中間技術」と呼んでいますが、合掌造 りの屋根は、この「中間技術」に

よって支えられていたのです。

こうした村人の「中間技術」で小屋が造れるということは、作業小屋などの小屋が、合掌造 りが成立する

前にあつたということでもあります。軸部がなく小屋組だけの住居「マタダテ」などと呼ばれる小屋も実際

あります。

ただし、マタダテに柱や梁を導入して、だんだんと合掌造 りの軸都ができたというような説を私はとりま

せん。ある時期に他から導入されたしっかりした軸部があつて、その上に茅葺きの屋根を乗せたり、あるい

は板葺きの小屋組を合掌の小屋組に変えて、現在にみるような合掌造 りは、ある時期に一気にできたという

のが私の考え方です。つまり、合掌造 りの軸部は能登大工なり他から導入された技術だと考えるのです。軸

部を造っておき、ここに地面上で造った屋根をのせる例は、アイヌのテセ (家屋)にあります。合掌造 りが

成立した時期は17世紀後半の五箇山だったと考えています。

そこで、矢張下島遺跡で確認された掘立柱建物址ですが、柱の立つ位置は分かるが、屋根の構造までは分

かりません。合掌造 りは屋根に特徴があるので、これは私としても、この建物址が合掌造 りであつたかもし

れないし、そうでなかったのも知れないという結論を出すしかありません。

佐伯安一先生が紹介 しています小瀬村久兵衛が加賀藩に伐木の願いを出した古文書には、建築部材ごとに

その員数と長さが記載されてお ります。そこには、柱が25本、桁が 5本、梁が 7本、合掌が16本 と記載され

ています。この文書が書かれたのは正保 5年 (1648)で す。今残つている合掌造 りに関する記録でここまで

古いものはありません。また、現存する合掌造 りも確認されていません。

この文書で注目されるのが、合掌と梁です。梁は長さ三間と書いてあります。三間の梁という長さは現在

の合掌造 りでも一番多い長さです。それから合掌の長さは二間と書いてあり、合掌に比べて 1間短い。合掌

が三間でしたら小屋組はほぼ正三角形の形になります。今みられる急勾配な合掌造 りの勾配です。

正保年間には合掌造 りがまだ成立 してない時代だといわれてます。この記録をもとに屋根の復元をしてみ

ました。梁が 3間で、合掌が 2間 ということで図を描 くと、屋根勾配は9寸ほどになります。「9寸勾配」

とは10進むところで 9の高さになる勾配です。梁が 3間 (18尺 )であると、高さは8尺強になります。角度
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は約42° イよどです。いまの合掌造 りの勾配とくらべれば緩いですね。

しかし、茅屋根の屋根勾配を全国的視点でみれば、普通の勾配です。白川村の合掌造 りでも、最近の屋根

葺替えで勾配を急にする傾向が見られます。勾配を急にする理由は、急勾配の方が雨水が速 くおち、茅屋根

が長持ちするという理由からです。

私は正保年間に合掌造 りができていないとすれば、文書の屋根の勾配はこれでいいのではないかと考えて

います。

7.合掌造りの空間

合掌造りの屋根裏をどうやって広くし、有効に使うか。 1階は人が住む場所、屋根裏は蚕を飼っています。

1階の軸組にはチョウナ梁という非常に大きい根山りのある木材を使っています。こうした大きく立派な染

はおそらく江戸末期になってから使い始め、明治時代の初め頃までに普及したと考えています。チョウナ梁

の名は、工具のチョウナの形に似ているからそう呼んでいるのです。このチヨウナ梁の活用が屋根裏を広く

し、有効に使うために大きくあづかっているのです。

合掌造りの軸部構造は、「上屋造り」と「下屋造り」に分けることができます。上屋造りは上屋部分のみ

からなっている構造です。これに対して下屋造りは、上屋部分の前後の2面 に半間の下屋 (庇)が付いてい

る構造です。合掌の尻が乗っている範囲が上屋です。下屋造りの方が本格的な構造であり、古い羽馬家もす

でに下屋造りになっています。

江戸時代末期に、下屋造りに変化がみられるようになります。屋根裏を広くするための工夫です。下屋造

りの上屋梁を長くして、下屋造りを上屋造りに変えるのです。こうすることによつて、3間である梁間は4

間になります。上屋造りに変えても、小規模な上屋造りの家と違って、大きなチョウナ梁を巧みに使うこと

で、豪壮で堂々とした空間を演出したのです。この上屋造りを私はとりあえず、「新上屋造り」と名付けて、

舞く

%屋超Ⅷ
鮎  上始

チョウナ梁

上屋
(a■ 2b)

下屋柱

第112図 合掌造 り構造模式図

下屋造 り
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新上屋造 り



1墟■繕t

第 113図  和 田 家 の 書 院 座 敷 と仏 間 (合掌造り集落世界遺産記念事業実行委員会勒 0

左 1書院座敷、右 :仏間

和田家平面図 1/200

||||||||

第114図  白川村荻町和田家 (宮津200め
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和田家正面図 1/300



平面図

正面図

第115図 旧中野長治郎家住宅 (1/200)(宮澤編2000)
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上手側面図



小規模な建物に用いられている一般的な上屋造りと区別することにしています。そうして「新上屋造り」か、

「下屋造り」かが、一見したところでは判別できない程の堂々とした空間を造ります。

さて、下屋造りから新上屋造りになって、上屋梁の長さが 3間から4間 に長くなると、軒の高さは高くな

りますが、茅屋根の面積は変わらないのです。しかし、屋根裏の面積が広くなり、容積も大きくなります。

その比はほぼ 1姑 141こ なります。この関係を第112図 に示します。

今では、大家族だから合掌造りは大きな家になったとは誰もいわないのですが、以前は一部でそう信じら

れていました。しかし、使われ方などを考慮すると、合掌造りの屋根裏の発達はやっぱり養蚕が要因です。

せるということをしています。ですから上屋造りと下屋造りがちょっと見ただけでは判らなくなっています。

8.丸釘と角釘

釘には九釘 (洋釘)と角釘 (和釘)があります。九釘は針金、角釘は銅でできています。角釘は古くから

使われています。それに射して丸釘を使い始め、普及するのは明治10年代 (1877～ 1886)で、最初は輸入し

ていました。日本で九釘を製造するのは明治時代末期です。日本で九釘を製造して、ほとんど輸入しなく

なったのは大正初期になってからです。このことから、建物にどの釘を使つているかわかると建物のおおよ

その年代、明治10年代の前か後かということが判明します。白川村に安政年間 (1854～60)イこ建築されたと

いう家がありましたが、解体調査しますと使われている釘は九釘ばかりでした。九釘を使っていることから、

明治10年代以後の新しい建物だと判ります。建築年代の推定には、いろいろ資料を吟味して資料批判なども

しなくてはなりません。

私は、民家建築史を考える上で釘というものが非常に重要です。高が釘といえども、角釘から丸釘への変

化は民家の近世と近代の境になると考えています。政治が変わったからといって建築は直ぐには変わらない。

民家史の時代区分は政治史の区分をそのまま当てはめられないということになります。

9.大工の系譜

先ほど、大窪大工にふれましたが、大窪大工は氷見の長坂か

ら五箇山を通り白川郷まで来ています。

一方、高山大工が御母衣を通って白川まで来ています。その

終点が荻町の和田家であったり、明善寺の庫裡だったのだと思

います。

白川村御母衣にある大戸家の棟札には、天保4年 (1833)に

「越中院 (射)水郡長坂村大工新右衛門」をはじめとする大窪

大工が建てたことが記してあります。

また、同じく御母衣にある遠山家の僧侶控え室であるマガリ

ザシキの床の間の裏板に「今 嘉永七年 甲寅夏造 大工高山

中邑爾兵衛」と記した墨書があります。このことから、遠山
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第116図  大工の系譜 (官澤200動
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、
板
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遠曲家マガリザシキの床嚢
板壁の基書

第117図  大戸家の棟札と遠山家の墨書 (宮澤2000

奈の母屋は文政 (1818～1830)以前に建てられ、嘉永 7年 (1854)の 改造にあたつて僧侶控え間を造つたと

考えられます。床の間を造つた大工は高山から来ているのです。

参考文献

合掌造り集落世界遺産記念事業実行委員会 1996『世界遺産 白川郷・五箇山の合掌造り集落』

佐伯 安-2006「五箇山・白川地方 合掌造り民家成立私考」『とやま民俗』No66 富山民俗の会

宮澤智士編 2000『合掌造りを修復活用する』 (財)野タト博物館 合掌造り民家園

宮澤 智± 2005『 白川郷合掌造Q&A』  智書房

(平成18年 11月 4日 「第 3回 利賀村の歴史と風上を考える会 やまびとの生活 ―過去から未来ヘ ーJ 基調講演 於複合教育施設アーパス)

大声家の天保標4と
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第 6章 総 括

縄文時代

当遺跡として特筆すべきことは、縄文時代後期後半から晩期にかけての集落の全容が明らかになったこと

である。この集落は、「水さらし場遺構」「盛土遺構」「住居址」「土媛墓」など、縄文時代後期後半から

晩期にかけての縄文時代の集落にとって必要なものがすべて確認でき、全国的にも希少な遺跡の 1つである。

近世

近世の下嶋村の所在については、従来は、現集落がある下島橋のたもとにあったと考えられていた。しか

し、16世紀から18世紀までの下嶋村であることが半J引 した。

利賀地域では伝統的家屋の形態として合掌造 りがある。当遺跡の近世遺構は、合掌造 りの成立過程の一端

を示 した。

まとめ

矢張下島遺跡の時期は次の時期になる。 I tt i縄 文時代早期前半、Ⅱ期 ;縄文時代早期末～前期初頭、Ⅲ

期 ;縄文時代中期前葉～後葉、Ⅳ期 ;縄文時代後期後半～弥生時代初頭、V期 ;安土桃山時代～江戸時代の

大きく5時期に分類できる。この内、住居址が伴うのは、Ⅲ期内、縄文時代中期後葉 (串 田新式期)、 Ⅳ期、

V期である。各時期の様相は以下の通 りである。

Ⅲ期 ;竪穴住居辻はいずれも串田新式期のものである。この住居l■群は環状集落を呈 している。

Ⅳ期 ;盛土遺構を中心に土崚墓群が取 り囲み、その周 りを6角形の掘立柱建物を中心とした住居群が取

り囲む。さらにその盛土遺構と住居址群を取 り囲むように自然流路 S D02が流れ、その流路には木の

実を調理・加工する場として水さらし場遺構が構築される。さらにこの水さらし場遺構の北側には環

状遺構があり、石川県真脇遺跡や小矢都市桜町遺跡などで確認された環状木柱列と同様なものが推定

できる。

V期 ,16世紀～17世紀代の掘立柱建物、17世紀後半から18世紀前半の掘立柱建物、18世紀代の掘立柱建物

の計 3棟が建造される。江戸時代は下島村が当遺跡であることが比定できる。
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現位置に集落が移動

S B14・ 15

S B01

下嶋村の始まり

水さらし場遺構

盛土遺構

土墳墓

再び定住

一時衰退

竪穴住居址群

人面装飾付土器

(極楽寺式土器 )

矢張下島遺跡の始まり

(押型文土器)

自然流路

o                50m

④17～ 18世紀

縄

文

時

代

風。革ぞヨ
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矢張下島遺跡の変遷 (1/1,500)



別 表

竪 穴 住 居 址 一 覧 表
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S101 1図面009(図0004`014i015

住

居

ド

シ

軸

模
・

　

卜

　

物

考

”
ラ
　
　
炉
壁ｊ
床
蝶

グ

プ

主
一
規
　
　
　
ピ
　
　
・出

備

(10‐ 11,10・ 11)1区。

隅丸読研究

N-1げ
―
一E。

東西0・ 85na来商北4.∞m。

石組み複式炉。

21～32cm。

円形、直径妃～64c鏃 深さ30-48cm。

霜丈土器・ 打製石斧・磨製石斧 .ス タンプ形石器。

炉

遣
材
長

幅

長
幅

今
長
幅

き
考

炉
炉
婢
炉
炉
麟

位

用

全

全

二
一
主

主

副

副

副

備

住居中基

安1山 岩●

85cal。

65cm。

65cm。

65cm9

150cm.

20cme

45cme

10cm。

炉床には半裁された土碁を設置。

図

一不

し

た
一
遺

物

図面058-1963～ 1065、 図面059-1066～
1071Ⅲ 図面060-1072・ 1073、 図面061-

1074～ 1076、 図百110-5121、  図面117
-5160・ 5162・ 5167お う167Ⅲ 図面121-
5192と

S192 図雇巨010、  図純 16

住

居

ド

ン

軸
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卜

　

物

考

”
ラ
　
　
炉
璧‐
ン
床
土‐遺

ダ

プ

主

競

　

　

ピ

　

出

備

(8・ 9,11)区も

開丸方腕

N-1伊 ―E。

東恥 _20m X南】鶴,80m。

石組み炉も

不明i

主桂穴は不萌。

なし。

掘,方は削平されている。

炉

置

材

長

幅

長

幅
き

長

幅

さ

考

炉
炉
牌
炉
炉
婢

位

用

全

全

主
．
主

主

副

副

副

備

住居申央。

安山岩d

50cm。

62cm。

蜘 も

62cm。

O cttЬ

石組み炉はコの字状に検出された。

図
　
一不
　
し
　
た
―
遺

物
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S103 図面011、 1図8005・ 017

住

一居
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”
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炉
壁
ノ
床
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主

規

　

　

ピ

　

・出

備

(13,10)区。
隅丸長方脇

正方位。

東西0.04學 X苗北4,0″m。

石組|み複式炉む―

16cm。

主柱穴は不明―。

無螺

炉

置

材

一景

幅

長

幅

さ

景

幅
一
き

考

炉
炉
麟
炉
炉
麟

位
用
全

全
主

主

主
副

副
副
備

住居中鬼

安山岩。

10晴 kォ

“

α

弱m以上。

88cm。 |

飾 距 。

鈎 。

16cm。

磁m以上。

20cm。

炉の西側は試腕 トレンチによって破壊され

ている。

図

示

し

た

遺

物

図H061-1077と

S104 腰]面012、  図0006.0181
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規
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備

(81,3)区。

臨丸長方形霊

N-52° 一E。

東n‐2,00m以上×南】解 .32mi

石組み複式炉p

20cm。

主柱えは不明。

縄文輪

東半部1ま崖競れにより被壊されている。

炉

置

材

長
幅

長
．幅

さ
長
に

さ

を

炉
炉
辮
炉
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全

主

主

主

副

．副

副

備

憐 申基

安山岩。

100cm。

| モ:H:,cⅢ彦ュ。

80cm。

80cm。

28cm。

伽
儡
臨

図
　
一不
　
し
―
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遺
　
物

図面061-1瞼。
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S 105 図面013・ 014、 図サ板006・ 019・ 020

住

居

ド

ン

軸

模

　

　

卜

　

物

考

”

ラ

　

　

炉

壁

ソ

床

鍵

グ

プ

主

規

　

　

ピ

　

出

備

(5・ 6,3・ 4)区。

隅丸方形。

N-58° 一E。

東西508m× 南北496m。

石組み炉。

60cm。

楕円形、長軸64～ 72cm、 深さ50～62cm。

硬化 している。

縄文土器・円盤状土製品・磨製石斧・敲石類・鉄石英剥片。

住居の北中央には埋甕が設置されている。また、住居の北側92cmの所に、直径26cm、 深さ10cm

のピットが 2基あ り、住居 と平行することから、入 り口を支える支柱 と推定。

炉

置

材

長

幅

長

幅

さ

長

幅

さ

考

炉
炉
卿
炉
炉
曙

位

用

全

全

主

主

主

副

副

副

備

住居 中央。

安山岩。

72cm。

64cm。

72cm。

64cm。

5 cm。

西側の炉石が欠損 している。

図

不

し

た

遺

物

膠][こ 056--1032・ 1035。  1036・ 1038・ 1039

図面061-1079、 図面062-1080～ 1082、

図面063-1083～ 1087、 図面064-1088・

1089、  目]雇≡084--1222、  じ]T三〇85--1231、  図

ここ089--3008、  じ]雇野118-5167-5174、  D]Fヨ

129--5228、  じ]雇
=089--5278。

S 106 膠][三〇15、  じ]ん叉006・ 020

住

居

ド

ン

軸

模

ツ

ラ

グ

プ

主

規

炉

壁

ピ  ッ  ト

床

出 土 遺 物

備 考

(6・ 7,7・ 8)区。

円形。

不明。

直径344m。

石組み炉。

12cm。

主柱穴 8本である。

縄文土器 。円盤状土製品。

炉

置

材

長

幅

長

幅

さ

長

幅

さ

考

炉
炉
曙
炉
炉
瑠

位

用

全

全

主

主

主

副

副

副

備

住居中央。

安山岩。

84cm。

73cm。

84cm。

73cm。

28cm。

平面形は円形で、扁平 な川原石 を貼石 して

いる。

図

示

し

た

遺

物

図面057-1052、  図面064--1089、  図面065

-1090-1092、  図面089-3003・ 3010。
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表 2

掘立柱建物址・礎石建ち建物址一覧表

S B01 屁]面016-019、  図用貝007・ 021・ 022

グ リ ッ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(9,10)区。

長方形、南北棟。

桁行 2間 (8.00m)× 梁行 2間 (720m)。

N-11° 一E。

桁行410m・ 390m(北から)、 梁行4,30m・ 290m(東から)。

円形乃至不整楕円形。

長軸120～ 1.80m、 短軸0,85～ 130m、 深さ34～ 198cm。

縄文土器、越中瀬戸。

柱穴P31に は、凹地 S X06へ繋 ぐ暗渠がある。 S K03を 切る。 S K02～ 04・ 07と 重複する。

S B02 図面019

グ リ ッ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(12, 16) 区。

方形。

桁行 1間 (270m)× 梁行 1間 (265m)。

W7-21° 一N。

円形乃至不整楕円形。

長軸050～ 0.85m、 短軸050～ 060m、 深さ29～ 50cm。

なし

S B03 膠][三〇20

グ リ ツ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 間 寸 法

掘り,秤面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(11,14)区。

長方形。

桁行 1間 (395m)
N-7° 一E。

不整楕円形。

長軸055～ 090m、

肥前。

×梁行 1間 (305m)。

短軸050～ 085m、 深さ44～ 56cm。
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S304 図X020

グ
ー・
リ ッ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 蘭 寸 法

掘妨獨輌膨

掘り方規模:

出 土 遺 物
図 示 遺 物

備 考

(■ ,14)区。

オ務
桁行 I蘭 (2.50m.)

W-7野 一N。

円形乃1至楕円形。

長軸0.50～O..90m、

なし

オ染行 1聞 12.25m)む

短軸0.40-O,85単、深き39～01cm.

S B05 図面磁1

グ ソ ド

建物平面型

規 穣

方 向

柱 閂寸 法

調り効

掘り方魂1獲

出 主 遺 物
図示1遺 物

備 考

(11,141.区。

長方形p

桁行 1瑚 9,70m)
SI-7・  ―W。

不整楕円形。

長軸o,65-9,90m、

なし。

x梁奮 1間 (1.70m).心

短B10,45～ 0.80型 、深さ35-56cm。

3-B06 図面021

グ リ ン ド

建物平面型―

規   模

方   向

柱 蘭 寸 法

掘りう研緬形

掘 り方規模

出 土 遺 1物

図 示 遺 物

備 考

(11, 14) 優ヨ。

長方形Ⅲ

桁行 1間 ●.00m)卜梁行 9.50mJ。

N-6'一 E。

楕円諺乃至不整糖円形。

長軸0.60-0,95m、 1鰤 ,60～9.80m、

なし

深さ51-57cm。

S B07 図面022

グ リ ン ド

建物平面型

規   模

方   向

柱 聞 寸 法

掘り加 頼膨

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(5,13)恥―

方形。

桁行 1間 (2.90m)又 梁行ltt 12,70m)。

W-8° ―N,

円形乃ヨ不整楕円形め

長軸0=40-0.50m、 短軸0.60-0,80�、深さ22～87範。

なし―。
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S B08 図面022

グ リ ッ ド

建物平面型

規   模

方   向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(5,13)区。

方形。

桁行 1間 (2,85m)× 梁行 1間 (2.65m)。

W-9° 一N.

円形乃至不整楕円形。

長軸0.50～0.60m、 短軸0.40～ 0.50血 、深さ31～ 42cm。

なし

S B09 図面023

グ リ ッ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(6,13)区。

北側に棟持ち柱を持つ五角肱

桁行 1間 1260m)X梁行 1間 (2.40m)。

N-12° E。

円形乃至楕円形。

長軸0.30～0.45m、 短軸030～ 040m、 深さ23～43cm。

なし。

S B10 図面023

グ リ ッ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(5,12)区。

方形。

桁行 1間 (240m)
正方位。

円形乃至楕円形。

長軸050～ 0.80m、

なし。

×梁行 1間 (2.40m)。

短軸0,45～ 0.50m、 深さ30～ 45cm。

S Bll 図面025

グ リ ツ ド

建物平 面型

規 模

方 向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(6,12)区。

方形。

桁行 1聞 12.60m)

N-4° 一E。

不整楕円形⇔

長軸0.40～ 1.35m、

なし

×梁行 1聞 (260m)。

短軸0.35～ 100m、 深さ43～ 62cm。
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S B12 屁][尋024

グ リ ッ ド

建物平面型

規   模

方    向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

考備

(8,12)区 。

南北に棟持柱をもつ亀甲形。

桁行 1間 (270m)× 梁行 1 (240m)。
N-18° 一E。

円形乃至楕円形。

長軸035～060m、 短軸0.35～ 050m、 深さ26～ 47cm。

なし

S B13 区][ご025

模

向

規

方

グ リ ッ ド

建物平面型

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

考備

(7,11)区 。

方形。

桁行 1間 (200m)
N-26° 一E。

円形乃至楕円形。

f岳車由0 40⌒-0 751n、

なし。

×梁行 1間 (200m)。

短軸040～ 065m、 深さ34～ 43cm。

S B14 図面026´～029、 図版007・ 023

模

向

規

方

グ リ ッ ド

建物平面型

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

考備

(7～ 11, 4～ 6)区。

長方形。

桁行 3間 (1160m)× 梁行 2間 (628m)。
S-80°  一 Vヽ。

桁行284m、 4.52m、 424m(東から)、 梁行3.32m、 296m(北から)。

円形乃至不整楕円形。

長軸072～2.00m、 短軸072～ 180m、 深さ52～ 91cm。

縄文土器・石鉢。

図面143-5275。

S K891こ 切 られる。 S K85'87～ 97・ 99・ S D04と 重複する。 S D05を 切る。Pl-2・ P3-21よ 1可原石に

よる値固めがある。

S B15 図面030、  図版008・ 025・ 026

グ リ ッ ド

建物平面型

柱 間 寸 法

掘り刑 随形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

模

向

規

方

考備

(5～ 7, 4～ 6)区。

長方形。

桁行 2間 (1008m)× 梁行 2間 (784m)。 〔推定 i桁行 3間 (1264m)× 梁行 2間 (784m)〕
W-9° 一N。

桁行656m・ 352m・ 推定256m(東から)、 梁行420m。 364m。

越中瀬戸。

区][こ088-2019。 2021 ・2025。

同時期の当地の建物か ら桁行 3問 (推定長1264m)× 梁行 2間 (7.84m)と 推定できる。 S K150・

151・ 153と 重複する。炉址 S X13・ 14は この建物の図炉裏である。
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S B16 図面03と、図M027

グ リ ッ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 問 寸 法

掘リブ評彫

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(8・ 9,6・ 7)区。

長方形。

桁行 2間 (7.30m)× 梁行 2間 (4.40m)。

WV-12°  一S。

梁行380m、 3.50m(東から)、 桁行3.32m、 2.96m(北から)。

円形。

直径0.40～ 0,70m、 深さ13～ 45cm。

なし。

S K73・ 74・ 76と 重複する。Pl-1・ Pl-2・ P2-21よ 河原石による値固めがある。Pl-31よ 削平されてい

る。

S B17 図面032、 図版027

グ リ ッ ド

建物平面型

規   模

方   向

柱 間 寸 法

掘り方平面形

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(8,12)区。

南北に棟持柱 をもつ亀甲形。

桁行 1間 (2.35m)× 梁行 1間 (2.50m)。

N-39° 一E。

円形乃至楕円形。

長軸0.45～ 0.80m、 短軸0.30～ 0.65m、 深さ16～36cm。

縄文土器。

S B18 じ]雇正033、  じ]舟民027

グ リ ッ ド

建物平面型

規 模

方 向

柱 間 寸 法

掘リブ評彫

掘 り方規模

出 土 遺 物

図 示 遺 物

備 考

(8,12)区。

南北に棟持柱をもつ亀甲形。

桁行 1間 (2.38m)× 梁行 1間 (2‐ 75m)。

N-35° 一E。

円形乃至楕円形。

長軸0.45～ 110m、 短軸0.45～ 0.80m、 深さ28～45cal。

縄文土器。

※図示した遺物

S B14,図 F面143-5275。

S B15;優]面088-2019・ 2021・ 2025。
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別 表 3

土 坑 覧 表

番  号 グ リ ツ ド 平 面 形 規 模 備 考

S K01 (9,19)区 円形 長軸125m
短軸100m
深さ59cm

出土遺物 ;な し。

S K02 (9,18)区 円形 長軸070m
短軸065m
深さ124cm

S B01と 重複する。

出土遺物 ;な し。

S K03 (9, 18) 区 不整形 長軸190m
短軸095m
深さ138cm

S B01と 重複する。 S K04に 切 られる。

出土遺物 ;鉄片。

S K04 (9,10,18)区 L字状 東西425m
居〕】ヒ4 50m

深さ19cm

S B01と 重複する。 S K03を 切る。

出土遺物 ;縄文土器・越中瀬戸・珠洲・鉄片

青銅片 。打製石斧・敲石類・石核。

S K05 区 円形 長軸120m
短軸110m
深さ89cm

出土遺物 :な し。

S K06 (19, 17)区 楕円形 長軸1_92m

短軸155m
深さ98cm

出土遺物 ;鉄釘、鉄片。

S K07 (9 10, 区 隅丸方形 長軸430m
短軸220m
深さ46cm

内部に3個所の集石、内部に焼土。 S X06へ暗

渠が延びる。出土遺物 i縄文土器・珠洲・越中

瀬戸・鉄石英剥片。

S K08 (9,16)区 不整形 長軸180m
短軸126m
深さ19cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K09 (10, 区 円形 長軸1.08m

短軸108m
深さ93cm

S X06と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K10 区 円形 づミ草由1 30rn

短軸115m
深さ45cm

S D01に切 られる。出土遺物 ;な し。

S Kll (3・ 4,14)区 楕円形 長軸260m
短軸150m
深さ19cm

S D02と 重複する。出土遺物 iな し。

S K12 (5,15)区 円形 長軸195m
短軸155m
深さ61cm

S D02を 切る。出土遺物 ;縄文土器。

S K13 (5,15)区 楕円形 長軸195m
短軸155m
深さ61cm

S D02を切る。出土遺物 ;縄文土器・打製石斧

母岩・石棒・アズキ。
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番  号 グリッド 平 面 形 規 模 備 考

S K14 (4・ 5, 14)区 楕円形 長軸225m
短軸130m
深さ57cm

出土遺物 iオ ニグルミ。

S K15 (4,14)区 円形 長軸087m
短軸081m
深さ35cm

出土遺物 iな し。

S K16 (7.15)区 円形 長軸090m
短軸080m
深さ26cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K17 (6,15)区 円形 長軸0.48m

短軸045m
深さ31cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K18 (7,15)区 不整形 長軸265m
短軸170m
深さ60cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器・打製

石斧・鉄石英剥片。

S K19 (6,15)区 円形 長軸220m
短軸190m
深さ48cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K20 (6,14・ 15)区 円形 長軸145m
短軸125m
深さ24cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K21 (6・ 7, 14・ 15)区 不整形 長軸2.52m

短軸114m
深さ33cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K22 (6,13)区 円形 長軸117m
短軸100m
深さ23cm

出土遺物 ;な し。

S K23 (7, 14) 区 楕円形 長軸195m
短軸157m
深さ88cm

出土遺物 ;縄文土器・打製石斧・鉄石英剥片。

S K24 (6・ 7,13)区 楕円形 長軸1.55m

短軸104m
深さ57cm

出土遺物 ;敲石類。

S K25 (7,13)区 円形 長軸112m
短軸100m
深さ64cm

出土遺物 ;な し。

S K26 (7, 14) 区 円形 長軸1.30m

短軸110m
深さ40cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K27 (8, 15・ 16) 区 円形 長軸088m
短軸0.80m

深さ21cm

出土遺物 :な し。

S K28 区(8, 14) 円形 長軸100m
短軸090m
深さ38cm

出土遺物 ;縄文土器。
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番  号 グリッド 平 面 形 規 模 備 考

S K29 (8, 14) 区 円形 長軸230m
短軸205m
深さ88cm

北側と南狽1に河原石を配置する。S D02と 重複

する。出土遺物 ;縄文土器。

S K30 (8, 区 円形 長軸095m
短軸090m
深さ31cm

S D20と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K31 (8, 区 円形 長軸115m
短軸105m
深さ57cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K32 (9, 14) 区 隅丸方形 長軸185m
短軸138m
深さ38cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K33 (9, 13・ 14)区 円形 長軸110m
短軸100m
深さ31cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K34 (9,13)区 楕円形 長軸250m
短軸190m
深さ89cm

南東側に河原石 を配置する。 S D02と 重複す

る。出土遺物 ;縄文土器

S K35 (9,13)区 円形 長軸072m
短軸0.70m

深さ14cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K36 (9,13)区 円形 長軸0,80m

短軸075m
深さ38cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K37 (10, 区 円形 長軸105m
短軸092m
深さ60cm

S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器・スク

レイパー。

S K38 14) 区 不整形 長軸171m
短軸144m
深さ33cm

出土遺物 ;な し。

S K39 (12・ 13,14)区 不整円形 長軸157m
短軸112m
深さ55cm

出土遺物 ;な し。

S K40 (13, 14) 区 楕円形 長軸1.22m

短軸088m
深さ71cm

出土遺物 :な し。

S K41 (3,12)区 楕円形 長軸055m
短軸044m
深さ28cm

出土遺物 :な し。

S K42 ・ 2,11)区 円形 長軸077m
短軸081m
深さ13cm

出土遺物 ;な し。

S K43 区(6, 円形 長軸090m
短軸085m
深さ41cm
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番  号 グリッド 平 面 形 規 模 備 考

S K44 (5,11)区 円形 長軸1.16m

短軸1.10m

深さ40cm

出土遺物 ;な し。

S K45 (6,12)区 不整形 長軸1.24m

短軸1.05m

深 さ23cm

出土遺物 ;な し。

S K46 (8, 区 不整形 長軸1.08m

短軸1.00m

深 さ40cm

出土遺物 ;な し。

S K47 (8, 区 円形 長軸0.52m

短軸040m
深さ27cm

土坑内に石を設置する。出土遺物 ;な し。

S K48 区 不整形 長軸1.05m

短軸065m
深さ43cm

ピットを切る。出土遺物 ;な し。

S K49 (10, 区 不整形 長軸081m
短軸077m
深 さ52cm

出土遺物 ;な し。

S K50 (10, 区 不整形 長軸105m
短軸103m
深 さ23cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K51 (10, 区 楕円形 長軸157m
短軸1.22m

深 さ62cm

出土遺物 :な し。

S K52 (9, 区 楕円形 長軸1.08m

短軸0.80m

深 さ62cm

出土遺物 iな し。

S K53 (10,12)区 不整楕円形 長軸1.04m

短軸0.84m

深 さ55cm

ピットに切 られる。出土遺物 ;な し。

S K54 つ
々 区 不整楕円形 長軸1.04m

短軸0,70m

深さ36cm

出土遺物 ;敲石類。

S K55 区 楕円形 長軸1.03m

短軸0.73m

深 さ62cm

出土遺物 :な し。

S K56 (2,10)区 円形 長軸0.94m

短軸0,77m

深 さ19cm

出土遺物 :な し。

S K57 (1・ 2. 10) 不整形 長軸3.50m

短軸0,72m

深 さ25cm

出土遺物 ;な し。

S K58 (2, 9・ 10) 円形 長軸0,73m

短軸0,63m

深 さ24cm

出土遺物 ;な し。
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S K59 (10,10)区 円形 長軸084m
短軸084m
深さ45cm

出土遺物 ;な し。

S K60 区 小整円形 長軸084m
短軸072m
深さ30cm

出土遺物 ;な し。

S K61 区 不整円形 長軸086m
短軸084m
深 さ46cm

出土遺物 ;な し。

S K62 10) 区 楕円形 長軸112m
短期092m
湧亀さ26cm

出土遺物 ;な し。

S K63 9) 区 不整楕円形 長軸100m
短軸0.84m

深さ40cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K64 (8。 9,8。 9)区 隅丸方形 長軸196m
短軸120m
深さ62cm

出土遺物 i縄文土器。

S K65 (8・ 9,7・ 8)区 不整形 長軸1,72m

短軸1.00m

深さ37cm

出土遺物 iな し。

S K66 (9, 7・ 8)区 不整楕円形 長軸1.68m

短軸136m
深さ36cm

出土遺物 ;な し。

S K67 (9, 8)区 不整精円形 長軸108m
短軸084m
深 さ55cm

出土遺物 ;な し。

S K68 (10・ 11 9) 区 不整円形 長軸080m
短軸076m
深さ51cm

出土遺物 ;な し。

S K69 (10, 8) 区 不整形 長軸024m
短軸090m
深さ25cm

出土土器 :な し。

S K70 9) 区 不整形 長軸120m
短軸092m
深さ27cm

出土遺物 ;な し。

S K71 9) 区 不整円形 長軸080m
短軸072m
深さ20cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K72 8) 区 不整円形 長軸078m
短軸076m
深さ45cm

出土遺物 :な し。

S K73 (9,7)区 不整形 長軸192m
短軸096m
深さ23cm

S B16と 重複する。出土遺物 ;な し。
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S K74 (8。 9, 7)区 不整形 長軸240m
短軸1.12m

深さ57cm

S B16と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K75 (9, ワ
ｒ 区 不整形 長軸1.92m

短軸096m
深さ23cm

出土遺物 :な し。

S K76 (9・ 6,7)区 円形 長軸1.44m

短軸116m
深さ51cm

S B16と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K77 (9・ 10, 6・ 7)区 不整円形 長軸132m
短軸1.12m

深さ43cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K78 (10, 7)区 不整形 長軸1.56m

短軸1.28m

深さ23cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K79 7) 区 不整楕円形 長軸1.08m

短軸0.50m

深さ16cm

出土遺物 ;な し。

S K80 (12・ 13, 7) 区 楕円形 長軸068m
短動048m
深さ19cm

出土遺物 ;な し。

S K81 (12・ 13, 7)区 不整楕円形 長軸096m
短軸072m
深さ27cm

出土遺物 :な し。

S K82 (9, 6) 区 不整形 長軸124m
短軸080m
深さ46cm

S K83を 切る。出土遺物 ;な し。

S K83 (9,6)区 不整楕円形 長軸1.68m

短軸1.20m

深さ43cm

S K84を 切る。 S K831こ 切 られる。出土遺物 ;

なし。

S K84 (9, 6) 区 楕円形 長軸132m
短軸082m
深さ94cm

S K83に 切 られる。出土遺物 :な し。

S K85 (9,6)区 不整楕円形 長軸1.04m

短軸0.60m

深さ17cm

出土遺物 ;な し。

S K86 (9, 6) 区 不整楕円形 長軸132m
短軸0,74m

深さ70cm

S B14と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K87 (8, 6) 区 不整円形 長軸112m
短軸092m
深さ105cm

S K88'90を 切る。S B14と 重複する。出土遺

物 ;な し。

S K88 (8, 6) 区 不整形 長軸112m
短軸072m
深さ51cm

S K90を 切る。 S K87に切られる。 S B14と 重

複する。出土遺物 ;な し。
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S K89 (9, 6) 区 不整形 長軸1.16m

短軸0.92m

深さ83cm

S B14・ S K91を 切る。出土遺物 ;な し。。

S K90 (8・ 9,6)区 隅丸方形 長軸1.16m

短軸1.20m

深さ22cm

S K87・ 88に切られる。S B14と 重複する。出

土遺物 ;な し。

S K91 (9, 5'6)区 隅丸方形 長軸276m
短軸192m
深さ27cm

S K89に 切 られる。 S B14と 重複する。出土遺

物 ;な し。

S K92 5) 区 不整形 長軸130m
短軸108m
深さ54cm

S B14と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K93 (8・ 9,4・ 5)区 長方形 長軸544m
短軸2.40m

深さ82cm

S B14の 土間で石積みをする。 S D05を 切る。

S D04と 重複する。出土遺物 ;珠洲 ・越中瀬

戸 。肥前・伊万里・ トチムキ石・石臼。

S K94 (9,4・ 5)区 不整形 長軸1.08m

短軸088m
深さ60cm

S B14と 重複する。出土遺物 :な し。

S K95 (9'10,5)区 隅丸方形 長軸208m
短軸168m
深さ12cm

S K96に 切 られる。 S K96と 重複する。出土遺

物 :な し。

S K96 (9・ 10、 5)区 不整円形 長軸100m
短軸080m
深さ79cm

S K85を 切る。S B14と 重複する。出土遺物 ;

なし。

S K97 (9・ 10,4)区 不整楕円形 長軸1,32m

短軸080m
深さ65cm

S B14と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K98 (9・ 10, 4)区 不整形 長軸148m
短軸068m
深さ35cm

出土遺物 ;な し。

S K99 (10・ 5)区 不整形 長軸1.88m

短軸1.20m

深さ47cm

出土遺物 ;な し。

S K100 5) 区 不整形 長軸246m
短軸148m
深さ64cm

出土遺物 :な し。

S K101 (11・ 12, 5・ 6)区 不整形 長軸202m
短軸1.68m

深さ48cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K102 (2・ 3,9。 10)区 不整形 長軸202m
短軸062m
深さ49cm

幅10～ 15cmの板状のものを埋め込んだ痕跡があ

る。 S D02と 重複する。出土遺物 ;縄文土器。

S K103 (7.10)区 不整楕円形 長軸2,97m

短軸1.23m

深 さ45cm

風倒木痕である。出土遺物 ;な し。
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S K104 (7,10)区 不整楕円形 長軸1.62m

短軸0,79m

深さ26cm

風倒木痕である。出土遺物 ;縄文土器・鉄石英

剥片。

S K105 (7・ 8,10)区 不整円形 長軸1.36m

短軸1.12m

深さ42cm

出土遺物 ;鉄石英剥片。

S K106 (8,10)区 楕円形 長軸110m
短軸066m
深さ22cm

出土遺物 :な し。

S K107 (8, 区 不整形 長軸085m
短軸066m
深さ7 cm

河原石を配する。出土遺物 ;な し。

S K108 (8, 10) 区 隅丸方形 長軸176m
短軸135m
深さ40cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K109 (5・ 6,9)区 円形 長軸1,49m

短軸1.49m

深さ20cm

出土遺物 ;縄文土器。

SK■ 0 (6. 9) 区 楕円形 長軸118m
短軸0,94m

深さ23cm

河原石を配 している。出土遺物 ;な し。

S Klll (7,8,9)区 楕円形 長軸208m
短軸1,77m

深さ54cm

S Kl19を 切る。出土遺物 ;縄文土器。

S Kl12 (8, 9) 区 不整円形 fき草由0 871n

短軸078m
深さ23cm

河原石を配 している。出土遺物 ;鉄石英剥片。

S Kl13 (7, 8)区 不整円形 長軸1.68m

短軸1.50m

深さ26cm

河原石を配 している。出土遺物 i縄文土器・石

核。

S Kl14 (7・ 8,9)区 不整楕円形 長軸1.30m

短軸0.96m

深さ56cm

河原石を配 している。出土遺物 :縄文土器・敲

石類。

S Kl15 (8, 9) 区 不整円形 長軸0,93m

短軸085m
深さ9 cm

出土遺物 ;縄文土器。

S Kl16 (4,7・ 8)区 不整円形 長軸2.17m

短軸1.93m

深さ21cm

出土遺物 ;縄文土器。

S Kl17 (6,8)区 不整円形 長軸098m
短軸093m
深さ39cm

出土遺物 ;な し。

S Kl18 (6・ 7,8)区 不整楕円形 長軸091m
短軸073m
深さ36cm

S106を 切る。出土遺物 ;縄文土器。
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S Kl19 (7,8)区 円形 長軸131m
短軸126m
深 さ17cm

S Klllに 切られる。出土遺物 :な し。

S K120 (8, 8)区 円形 長軸1.29m

短軸116m
深 さ27cm

河原石を配 している。出土遺物 ;縄文土器・打

製石斧・台石。

S K 121 (4,7)区 不整円形 長軸1.03m

短軸0.80m

深 さ20cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K122 (5, 7) 区 不整形 長軸138m
短軸092m
深さ26cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K123 (5, 7)区 不整楕円形 長軸150m
短軸094m
深 さ13cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K124 (5, 7) 区 楕円形 長軸117m
短軸089m
深 さ13cm

出土遺物 ;な し。

S K125 (6,7)区 円形 長軸060m
短軸056m
深 さ16cm

上部に大型の河原石を配置する。出土遺物 :な

し。

S K126 (6,7)区 不整形 長軸192m
短軸103m
深 さ13cm

出土遺物 ;な し。

S K127 (3, 6) 区 不整楕円形 長軸070m
短軸080m
深さ27cm

出土遺物 ;な し。

S K128 (3, 6) 区 楕円形 長軸176m
短軸122m
深さ32cm

内部に大型の河原石を配置する。出土遺物 ;な

し。

S K 129 (3,5'6)区 不整楕円形 長軸133m
短軸104m
深さ22cm

出土遺物 :縄文土器。

S K 130 (3,6)区 不整楕円形 長軸134m
短軸1 1lm

深さ28cm

河原石を配置する。出土遺物 ;な し。

S K131 (4, 5・ 6)区 楕円形 長軸179m
短軸152m
深さ13cm

河原石を配置する。出土遺物 ;な し。

SI(132 (4, 6) 区 楕円形 長軸108m
短軸069m
深さ13cm

河原石を配置する。 S K133を 切る。出土遺物

:な し。

S K133 (5, 6) 区 楕円形 長軸128m
短軸087m
深さ28cm

河原石を配置する。 S K 1321こ 切 られる。出土

遺物 :な し。
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S K134 一ｂ 6) 区 不整円形 長軸147m
短軸130m
深さ19cm

S K135に 切 られる。出土遺物 i縄文土器。

S K135 (5, 5・ 6)区 楕円形 長軸151m
短軸1 1lm

深さ19cm

S K 134を 切る。出土遺物 ;縄文土器。

S K136 (2・ 3.5)区 楕円形 長軸134m
短軸1.03m

深さ10cm

出土遺物 :な し。

S K137 ワ
ｒ 5) 区 不整円形 長軸109m

短軸095m
深さ25cm

S k138を 切る。出土遺物 ;な し。

S K138 (3, 5) 区 不整円形 長軸072m
短軸068m
深さ24cm

S K 137に 切 られる。出土遺物 iな し。

S K139 (3, 5) 区 楕円形 長軸1,74m

短軸1.13m

深さ23cm

出土遺物 ;縄文土器。

S K140 (3, 5) 区 不整円形 長軸091m
短軸077m
深 さ19cm

出土遺物 :な し。

S K141 (3,5)区 不整円形 長軸1.04m

短軸0.88m

深さ12cm

河原石を配置する。出土遺物 ;な し。

S K142 (3,5)区 不整円形 長軸127m
短軸1.18m

深さ13cm

河原石を配置 している。出土遺物 ;な し。

S K143 (3,4・ 5)区 不整円形 長軸1.01m

短軸0,76m

深さ12cm

出土遺物 ;な し。

S K144 (3, 5) 区 不整円形 長軸084m
短軸078m
深さ15cm

出上遺物 ;な し。

S K145 (4, 5) 区 楕円形 長軸132m
短軸115m
深さ26cm

出土遺物 :な し。

S K146 (4・ 5,5)区 楕円形 長軸1,75m

短軸115m
深さ31cm

出土遺物 ;な し。

S K147 (4, 5) 区 楕円形 長軸128m
短軸116m
深 さ4 cm

S K148を 切 られる。出土遺物 :な し。

S K 148 (5・ 6,5)区 楕円形 長軸135m
短軸1.04m

深さ 9 cm

S K147を 切る。出土遺物 ;な し。
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S K149 (5, 5) 区 楕円形 長軸188m
短軸143m
深さ15cm

河原石を 3個列状に配置する。 S B15と 重複す

る。出土遺物 ;な し。

S K150 (6,5)区 楕円形 長軸113m
短軸108m
深さ 8 cm

S B15と 重複する。出土遺物 ;な し。

S K151 (6'7,5・ 6)区 隅丸方形 長軸398m
短軸360m
深さ55cm

S B15の 上間である。内部に大型の河原石 を

貼っている。出土遺物 ;縄文土器・越中瀬戸・

肥前 。伊万里 。キセル・鉄石英剥片・切石。

S K152 (7・ 8,5・ 6)区 不整形 長軸233m
短軸177m
深さ49cm

出土遺物 ;な し。

S K153 (7,5)区 不整形 長軸162m
短軸120m
深さ53cm

出土遺物 ;な し。

S K 154 (3,4)区 不整楕円形 長軸122m
短軸066m
深さ10cm

出土遺物 ;な し。

S K155 (4,4)区 不整円形 長軸117m
短軸103m
深さ72cm

S K156を 切る。出土遺物 ;な し。

S K156 (4,4)区 円形 長軸1.50m

短軸135m
深さ28cm

S K155・ 157を 切る。出土遺物 ;縄文土器。

S K157 (3.3・ 4)区 円形 長軸157m
短軸145m
深さ33cm

河原石を配置する。 S K156に切 られる。出土

遺物 ;縄文土器。

S K158 (4, 4)区 不整形 長軸120m
短軸095m
深さ58cm

出土遺物 :縄文土器。

S K159 (5,4)区 不整楕円形 長軸136m
短軸097m
深さ15cm

S B15と 重複。出土遺物 ;な し。

S K160 (3,4)区 不整円形 長軸075m
短軸059m
深さ61cm

河原石の根回めがある。 S105を 切る。出土遺

物 ;縄文土器・越中瀬戸。

S K 161 (6,3・ 4)区 不整楕円形 長軸204m
短軸156m
深さ44cm

S105を 切る。出土遺物 ;縄文土器。

S K162 (6, 4)区 円形 √毛草由0 691n

短軸069m
深さ12cm

河原石の根固めがある。 S105を 切る。出土遺

物 ;越中瀬戸。

S K163 (7, 3・ 4)区 不整楕円形 長軸115m
短軸078m
深さ17cm

河原石の根固めがある。出土遺物 ;縄文土器。
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S K164 (4,
つ
０ 区 不整円形 長軸084m

短軸079m
深さ40cm

出土遺物 ;縄文土器・珠洲・鉄石英剥片。

S K165 (4,
つ
０ 区 不整円形 長軸079m

短軸069m
深さ10cm

出土遺物 ;縄文土器 。珠洲。

S K166 (4・ 5,2・ 3)区 隅丸方形 長軸262m
短軸247m
深さ50cm

出土遺物 ;な し。

S K167 (5,3)区 楕円形 長軸154m
短軸096m
深さ23cm

出土遺物 :な し。

S K168 (5, 3) 区 不整形 長軸112m
短軸083m
深さ19cm

出土遺物 ;な し。

S K 169 (5・ 6,3)区 不整楕円形 長軸084m
短軸075m
深さ50cm

S105を切る。出土遺物 ;な し。

S K 170 (6, 3) 区 円形 長軸058m
短軸050m
深さ33cm

S105を切る。出土遺物 ;縄文土器。

S K171 (7,2・ 3)区 不整円形 長軸099m
短軸087m
深さ23cm

出土遺物 ;な し。

S K172 (7, 3) 区 不整楕円形 長軸104m
短軸096m
深 さ58cm

出土遺物 ;な し。

S K173 (7, 3) 区 不整円形 長軸099m
短軸069m
深 さ46cm

出土遺物 iな し。

S K174 ワ
イ 8, 3) 不整楕円形 長軸142m

短軸115m
深さ45cm

出土遺物 i鉄石英剥片。

S K175 (5,2)区 不整形 長軸224m
短軸155m
深さ41cm

出土遺物 ;な し。

S K176 (7,2)区 不整形 長軸123m
短軸0,96m

深さ25cm

近年まで使用された墓である。出土遺物 ;瀬戸

美濃・伊万里。
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※
―
醗 した働

S K04

S K10

S K18

S K19

S(23

Sk-24

SX26

S K29

S K30

S K34

S K37

S薫50

S K54

S k93

面143・ 5275も

S K122,図面聰 -1228よ

S Kl猟 i図面鰐イーー2019ヽ 図H090-4501。

S K164,図面融y,2003こ

S(1761図面噌 ,20061図H089-2蟻

図面鍔7--200512009、 図H088=鋤路、1図m27■ 522と 、日面132-颯

図面109-.5118

図H082-2323・ 1214、 図面116工 5153h画面137-5253.

図H077-l165、 図H091-5005、 図面121■5189.

図面婉 ―口鬱、図面103-5∞∝

園面128■1議:こ

卿H076-■ 55‐ ■56。

図面075-114銚

図X075-■ 54、 図H092‐ 5013、 図面094‐―齢 、

図IH080工 i196・ l197、 薗面100-5062h図 面104-:醐欲 図面114-5148.

図面105-5091、 図面123-5201、 図面127-5220む

画面076-110生

蜘 127-5彦つ。

噸 ―班磁。図面饉 ―-2024.麒、図H089‐ 2033-20餡、図面143.――激 、図面142,磁7鉄 図|
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別   表 4

器土 表察観

1 縄文時代の上器類

番号 図 面 種 類 口径 備 考 出土位置

1001

1002

1003

1004

1005

1006

1007

1008

1009

1010

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

24 2

押型文土器。楕円形の原体である。

押型文土器。楕円形の原体である。

押型文土器。楕円形の原体である。

押型文土器。楕円形の原体である。

極楽寺式。深鉢 A。 ヘラで羽状縄文を施文。

極楽寺式。深鉢 A。 口縁端部外面に刺突文。

極楽寺式。深鉢 B。 口縁端部外面に刺突文。

極楽寺式。深鉢 B。 口縁端部外面に刺突文。

極楽寺式。深鉢 B。 回縁端部外面に刺突文。

極楽寺式。深鉢 C。 口唇面に指圧。による施文。

S Xll

表土

SXH
包含層

包含層

S K63

包含層

包含層

包含層

包含層

101

101

101

101

10:

101

10:

101

10:

10,

[1

[2

[3

[4

[5

t6

[7

[8

[9

30

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

５

　

５

　

５

　

５

　

５

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

22 8

25 0

極楽寺式。深鉢 C。 口唇面に指圧による施文。

極楽寺式。深鉢 C。 口唇面にヘラによる施文。

極楽寺式。深鉢 D。 口縁部内面に指圧による列点文。

極楽寺式。深鉢 D。 口縁部内面に指圧による列点文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S Xll

包含層

包含層

包含層

包含層

021

022

023

024

025

026

027

028

029

030

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

26 2

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。深鉢 E。 外面は結束 しない羽状縄文。

S Xll

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

031

032

033

034

035

036

037

038

039

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。内面は貝殻調整。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。内面は貝殻調整。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。内面は貝殻調整。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。内面は貝殻調整。

極楽寺式。外面は結束 しない羽状縄文。内面は貝殻調整。

包含層

S105
包含層

包含層

S 105

S105
S Xll

S105
S 105
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番 号 図 面 種 類 口径 備 考 出土位置

1040 （
υ 縄文土器・深鉢 166 新崎式。深鉢 A。 人面装飾付土器。 S Xll

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

５

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

　

０

　
０

　
０

　
０

　

０

　

０

　

０

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

21 0

21 6

新崎式。深鉢 B。 キャリパー形。

新崎式。深鉢 B。 キヤリパー形。

新崎式。深鉢 C。 縦位の三角刺突連文。

新崎式。深鉢 D。 口縁部に蓮華文。1045。 1046と 同一個体。

新崎式。深鉢 D。 横位楔形無文帯。1044・ 1046と 同一個体。

新崎式。深鉢 D。 多条半隆起文。1044・ 1045と 同一個体。

新崎式。深鉢 A胴部。渦巻文。

新崎式。縦位の半隆起の直線文と波状文。

新崎式。縦位の半隆起の直線文と波状文。

新崎式。縦位の半隆起の直線文と波状文。

S Xll

S D02

ピット

S D02

S D02

S K50

S Xll

SXH
S Xll

S Xll

１

　
つ
る
　
Ｏ
υ
　
刀
士
　
氏
υ
　
会
υ
　
７
′
　
Ｏ
Ｏ
　
ｎ
ソ
　
（
）

０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

057

057

057

057

057

057

057

057

057

057

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

一　

　

二

　

　

二

　

　

二

　

　

二

　

　

一

新崎式。縦位の半隆起の直線文と波状文。

新崎式。縦位の半隆起の直線文と波状文。底径8 4cm。

新崎式。縦位の半隆起文。

新崎式。縦位の蓮華文。

新崎式。渦巻文。

新崎式。渦巻文。

新崎式。渦巻文。

新崎式。渦巻文。

新崎式。渦巻文。

上山田・天神山式。渦巻文。

S Xll

S 106

包含層

包含層

SXH
包含層

包含層

S Xll

S D02

包含層

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９
′

　

ワ
′

　
０
０
　
０
０
　
０
０
　
ｎ
ｙ
　

６
υ
　

６
υ
　

ａ
υ
　

ａ
υ

０

　
０

　
０

　
０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　
０

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

25 0

210
24 0

28 6

20 0

古府式。半隆起直線文。

古府式。縦位の半隆起文と櫛歯の刺 し痕。

串田新式。深鉢 A。 波状口縁。

串田新式。深鉢 A。 波状口縁。

串田新式。深鉢 A。 緩い波状口縁。

串田新式。深鉢 A。 波状口縁。

串田新式。深鉢 A。 波状口縁。

串田新式。深鉢A胴部。沈線による区画内は貝殻腹縁文。

串田新式。深鉢A底部。底径9 8cm。

串田新式。深鉢A底部。櫛状工具の沈線文。底径9 0cm。

包

包

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

庭

煙

α

α

Ｏ

α

０

０

０

０

1071

1072

1073

1074

1075

1076

1077

1078

1079

1080

５

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

26 6

32 8

32 0

20 0

34 0

23 0

串田新式。深鉢 B。 櫛状工具の沈線文。

串田新式。深鉢 B。

串田新式。深鉢 B。

串田新式。日縁部に縦位の沈線文。

串田新式。鉢部と脚部との接合部。

串田新式。鉢部。

串田新式。口縁外面に貝殻腹縁文。

串田新式。口縁部に沈線による波状文。

串田新式。深鉢 B。 上半部は沈線文、下半部は縄文。埋甕。

串田新式。深鉢 B。 口縁部は沈線文、胴部は縄文。

S 101

S101炉

S101炉

S101
S101
S101
S 103

S 104

S 105

S105炉

Ｏ
０
　
０
０
　
０
０
　
０
０
　
０
０

０

　
０

　
０

　
０

　
０

６

　

６

　

６

　

６

　

６

０

　

０

　

０

　

０

　

０

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

210
24 4

144
22 8

串田新式。深鉢 B。 葉脈状文。

串田新式。深鉢 B。 口縁部は縦位の沈線文 と隆帯。

串田新式。底径15 0cm。

串田新式。深鉢 A。

串田新式。深鉢 B。 口縁部はやや外反する。

S 105先戸

S105)戸

S 105炉

S 105

S 105
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番号 図 面 種 類 回径 備 考 出上位置

1086

1087

1088

1089

1090

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・

有孔鍔付土器

縄文土器・深鉢

29 4

13 8

20 4

串田新式。深鉢 B。 横位の沈線。

串田新式。深鉢 B。 口縁部外面は貝殻腹縁文。

串田新式。深鉢 A。 櫛状工具の沈線文。

串田新式。胴部は扁平球胴。外面は縄文。

串田新式。深鉢 B。 沈線区画内は貝殻腹縁文。

S 105

S 105

S 105

S 105・

S 106

S 106

０９‐

０９２

０９３

０９４

０９５

０９６

０９７

０９８

０９９

‐００

Ｅ
υ

　

民
υ

　

ｒ
υ
・
　

盗
∪

　

企
υ

　

食
υ

　

な
０

　

ワ
ー

　

７
‘

　

Ｏ
Ｏ

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

縄文土器・深鉢

縄文土器・浅鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器 。深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

25 2

21 0

29 0

25 0

21 8

152
31 0

31 0

串田新式。深鉢 B。 沈線区画内は貝殻腹縁文。

串田新式。片回が付 く。口縁部には横沈線文。

串田新式。深鉢 A。 沈線区画内は櫛状工具の沈線文。

串田新式。深鉢 A。

串田新式。深鉢 A。

串田新式。深鉢 A。

串田新式。深鉢 A。

串田新式。深鉢 B。 沈線区画内は貝殻腹縁文。

串田新式。深鉢 B。 3方向に取つ手が付 く。

串田新式。深鉢 A。

S 106

S 106

包含層

S D02

包含層

包含層

包含層

S Xll

包含層

包含層

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

０６８

０６８

０６８

０６８

０６８

０６８

０６８

０６９

０６９

０６９

縄文土器

縄文土器

縄文土器

紀文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

24 0

38 4

31 4

31 8

34 0

180
26 2

33 6

172
21 2

串田新式。深鉢 A。 回縁部タト面は貝殻腹縁文。

串田新式。深鉢 B。 口縁部は縦位の沈線文。

串田新式。tttitkB。 口縁部は縦位の沈線文。

串田新式。深鉢 B。 口縁都外面は貝殻腹縁文。

串田新式。深鉢 B。 口縁部は短い縦位の沈線文。

串田新式。深鉢 B。 沈線区画内は貝殻腹縁文。

串田新式。深鉢 B。 外面は縄文。

串田新式。深鉢 B。 沈線区画内は櫛状工具の沈線文。

串田新式。深鉢 B。

串田新式。深鉢 B。 回縁部外面は波状文。

S Xll

包含層

包含層

包含層

包含層

SXH
包含層

S D02

包含層

S Xll

1111

1112

1113

1114

1115

1116

1117

1118

1119

1120

０６９

０７０

０７０

０７０

０７０

０７０

０７０

０７０

　

０７０

０７０

縄文土器・深鉢

縄文土器 。台付鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・台付鉢

縄文土器・

有孔鍔付土器

縄文土器・浅鉢

縄文土器・深鉢

30 2

27 2

串田新式。深鉢 B。 胴部外面は櫛状工具の沈線文。

串田新式。口縁部は縦位の沈線文。胴下部は縄文。

串田新式。胴から接合部にかけてのもの。

串田新式。口縁部外面は貝殻腹縁文 と縦位の沈線文。

串田新式。脚部。透か し孔 と沈線文がある。

串田新式。脚部。

串田新式。台付鉢。

串田新式。頸部。突出した飾 りがある。

串田新式。胴部は櫛状工具の沈線文。

岩崎野式。底部。外面は微隆起線。底径10 8cm。

包含層

S D02

S Xll

S Xll

S D02

包含層

包含層

S Xll

包含層

包含層

1121

1122

1123

1124

1125

1126

1127

1128

1129

1130

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器 。深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

24 2

37 4

27 0

31 2

31 2

29 4

28 2

加曽利 B式併行期。深鉢 A。 口縁部の突起。

加曽利 B式併行期。深鉢 A。 口縁部の突起。

加曽利 B式併行期。深鉢 A。 口縁部の突起。

井日式。深鉢 B。 瘤付土器である。

井口式。深鉢 B。 瘤付土器である。

井口式。深鉢 C。 口縁部外面に沈線文。

八日市新保式。深鉢 D。 連結三叉文風。

人日市新保式。深鉢 D。

八日市新保式。深鉢 D。

八 日市新保式。深鉢 D。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S Xll

包含層

包含層

包含層

包含層
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番号 図 面 種 類 口径 考備 出上位置

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

０７２

０７２

０７２

０７３

０７３

０７３

０７３

０７３

０７３

０７３

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

26 0

23.0

20 0

36 8

21 8

26 2

八 日市新保式。深鉢 D。

八 日市新保式。深鉢 D。

八 日市新保式。深鉢 D。

八 日市新保式。深鉢 E。 連結三叉文。

八 日市新保式。深鉢 E。 連結三叉文。

八 日市新保式。深鉢 E。 連結三叉文。

八 日市新保式。深鉢 E。 玉文。

人 日市新保式。深鉢 E。 玉抱 き三叉文。

八 日市新保式。深鉢 E。

八 日市新保式。深鉢 E。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

1141

1142

1143

1144

1145

1146

1147

1148

1149

1150

０７３

０７３

０７３

０７４

０７４

０７４

０７５

０７５

０７５

０７５

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深然

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

24 8

23 8

20 6

33 0

35 4

27 6

33 4

井口式。深鉢 E。

井口式。深鉢 E

井口式。深鉢 E。

井口式。深鉢 F。 口縁部外面は横位の沈線文。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。 2条の指ナデ沈線。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。 2条の指ナデ沈線。

井回～八 日市新保式。深鉢 F。 2条の指ナデ沈線。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。 3条の指ナデ沈線。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。 2条の指ナデ沈線。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。 3条の指ナデ沈線。

包含層

包含層

包含層

S Xll

包含層

包含層

包含層

S D02

S K29

S D02

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

０７５

０７５

０７５

０７５

０７６

０７６

０７６

０７６

０７６

０７６

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深ftk

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

34 2

28 2

24 6

23 6

22 0

20 2

98
23 4

井口～八 日市新保式。深鉢 F。 2条の指ナデ沈線。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。

井口～人 日市新保式。深鉢 F。

井回～八 日市新保式。深鉢 F。

井回～八 日市新保式。深鉢 F。

井回～八 日市新保式。深鉢 F。

井口～八 日市新保式。深鉢 F。

井口～八 日市新保式。深鉢 G。

八 日市新保式。深鉢 D胴部。

包含層

S Xll

S Xll

S K30

S K26

S K26

S Xll

包含層

S D02

包含層

1161

1162

1163

1164

1165

1166

1167

1168

1169

1170

７６

７６

７６

７６

７７

７７

７７

７７

７７

７７

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・浅鉢

縄文土器・浅鉢

縄文土器・浅鉢

縄文土器・浅鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

34 2

25 2

24 2

192
114
196

八 日市新保式。深鉢 D胴部。

井口式。深鉢胴部。

八 日市新保式。深鉢D底部。底径10 2cm。

八 日市新保式。深鉢D底都。底径7 4cm。

井口式。浅鉢 A。 口縁部外面に玉抱 き三叉文風。赤彩。

井口式。浅鉢 B。 羽状縄文。

井口～八 日市新保式。浅鉢 B。 口縁部に横沈線文。

井口式。浅鉢 B。 羽状縄文。

八日市新保式。浅鉢 B。 玉抱 き三叉文。

井口式～八 日市新保式。浅鉢 C。

包含層

包含層

包含層

S K50

S K19

S D02

S Xll

包含層

包含層

包含層

1171

1172

1173

1174

1175

1176

1177

８

　

８

　

８

　

８

　

８

　

８

　

８

ワ
イ
　

ワ
イ
　

７
ｒ
　

ワ
イ

　

７
ｒ

　

一
ｒ

　

ワ
‘

０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

浅

浅

浅

浅

浅

浅

浅

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

36 0

20 2

20 2

31 0

160
24 0

八 日市新保式。浅鉢 D。

八 日市新保式。浅鉢 D。

八 日市新保式。浅鉢 D。

八 日市新保式。浅鉢 D。

八 日市新保式。浅鉢 D。

八 日市新保式。浅鉢 D。

八 日市新保式。浅鉢 D。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層
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番 号 図面 種 類 回径 備 考 出土位置

1178

1179

1180

078

079

079

縄文土器・浅鉢

縄文土器・注目土器

縄文土器・注回土器

26 0

90
140

八日市新保式。浅鉢 D。

井回～八 日市新保式。口縁部。

井口～八 日市新保式。口縁部。

包含層

包含層

包含層

1181

1182

1183

1184

1185

1186

1178

1188

1189

1190

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

０

，
１
　

，
Ｖ
　

，
イ

　

７
Ｖ

　

７
イ

　

７
′

　

７
′

　

７
ｒ
　

●
イ
　

Ｏ
ｏ

０

　

０

　

０

　

０

　
０

　
０

　
０

　

０

　

０

　

０

縄文土器・注口土器

縄文土器・注口土器

縄文土器・注口土器

縄文土器・注口土器

縄文土器・注口土器

縄文土器・注口土器

縄文土器・注口土器

縄文土器・注目土器

縄文土器・皿

縄文土器・深鉢

104

120
41 0

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

井口～八 日市新保式。

中屋式。深鉢 A。 胴部

主口部が欠損。

同部。注口部が欠損。

主回接合部。

主口部。

主口部。

主田部。

主口部。

主田部。

黄部は網代痕。

よ三叉文。

包含層

包含層

S X04

包含層

包含層

S D02

包含層

S D02

包含層

包含層

1191

1192

1193

1194

1195

1196

1197

1198

1199

1200

080

080

080

080

080

080

080

080

081

081

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

20 0

160
152
146

152
26 4

30 0

中屋式。深鉢 A。 胴部は三叉文。推定回径13 4cm。

中屋式。深鉢 A。 胴部は三叉文。

中屋式。深鉢 A。 胴部は三叉文。

中屋式。深鉢 A。 胴部は三叉文。

中屋式。深鉢 A。

中屋式。深鉢 A。 口縁郡。

中屋式。深鉢 A。 胴底部。胴上部は菱形文。底径 1 0cm。

中屋式。深鉢 B。 口縁部は羊歯文。

中屋式。深鉢 A。 口縁部。

中屋式。深鉢A。 口縁部。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S K34

S K34

包含層

包含層

包含層

1201

1202

1203

1204

1205

1206

1207

1208

1209

1210

081

081

081

081

081

081

081

081

081

081

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・浅鉢

縄文土器・浅鉢

縄文土器・浅鉢

148
22 4

192

28 8

御経塚式。深鉢 A。 条痕文。

中屋式。深鉢 B。

中屋式。深鉢 B。 波状口縁である。

中屋式。深鉢胴部。三叉文。

中屋式。深鉢胴部。三叉文。

中屋式。深鉢胴部。三叉文。

中屋式。深鉢胴部。三叉文。

中屋式。回唇面に隆帯。

中屋式。回縁端部内外面に隆帯。

中屋式。浅鉢胴部。三叉文。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

８

　

８

　

８

　

８

　

８

　

８

　

８

　

８

　

８

　

８

縄文土器・蓋

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

186
20 0

80
410

中屋式。口縁部に列点文。

長竹～柴山出村式。眼鏡状文。

長竹～柴山出村式。眼鏡状文。

長竹～柴山出村式。眼鏡状文。胴部外面は条痕文。

長竹～柴山出村式。胴部。凹字状文。

網代圧痕。底径16 8cm。

串田新式。網代圧痕。底径15 0cm。

串田新式。スダレ状圧痕。底径15 6cm

ズグレ状圧痕。底径 15 3cm。

スダレ状圧痕。底径15 0cm

包含層

S K13

包含層

S K13

包含層

包含層

S Xll

S 101

包含層

S Xll

1221

1222

1223

８

　

８

　

８

０

　

０

　

０

縄文土器 '深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

二

　

　

一

串田新式。スダレ状圧痕。底径12 8cm。

串田新式。スダレ状圧痕。底径11 8cm。

串田新式。スダレ状圧痕。底径11 4cm。

包含層

S105
包含層
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番号 図面 種 類 回 径 備 考 出上位置

1224

1225

1226

1227

1228

1229

1230

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

縄文土器・深鉢

串田新式。スダレ状圧痕。底径10 0cm。

スダレ状圧痕。底径9 8cm。

スダレ状圧痕。底径9 2cm。

スダレ状圧痕。底径 10 6cm。

串田新式。スダレ状圧痕。底径10 0cm。

底部圧痕。底径8 6cm。

底部圧痕。

S Xll

包含層

包含層

S D02

S K122

包含層

包含層

1231

1232

1233

1234

1235

1236

1237

1238

Ｏ
Ｏ

　

Ｏ
Ｏ

　

Ｏ
Ｏ

　

Ｑ
Ｏ

　

Ｏ
Ｏ

　

・Ｏ
Ｏ

　

Ｏ
Ｏ

　

Ｏ
Ｏ

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

深

深

串田新式。底部圧痕。底径 19 8cm。

串田新式。底部圧痕。底径16 2cm。

底部圧痕。底径10 8cm。

串田新式。底部圧痕。底径5 8cm。

串田新式。底部圧痕。

底部圧痕。

底部圧痕。

底部圧痕。

S 105

S Xll

S D02

S Xll

S Xll

S Xll

S D02

S Xll

2 中近世の土器類

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

土師器・皿

珠洲・甕

珠洲・甕

珠洲・橋鉢

瀬戸美濃・椀

瀬戸美濃・椀

越中瀬戸・椀

越中瀬戸・椀

越中瀬戸・椀

越中瀬戸・椀

78
60 0

25 0

110
100
11 2

102
98

非ロクロの上師器。

珠洲Ⅳ期。

甕胴上部。

口縁部。オロシロ幅2 5cm。 条数10条 。

削 りだし高台の椀。

削 りだし高台の椀。底部に墨書「 りてJ。 蔵骨器。

椀の口縁部。

椀の回縁部。

椀の口縁部。

椀の底部。

包含層

S X06

S K 164

包含層

S K04

S K176

包含層

包含層

S K04

S K151

越中瀬戸・椀

越中瀬戸・杭

越中瀬戸・椀

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

146
15 0

140
132
100
110
110

椀の底部。

椀の底部。

椀の底部。

灰釉 と鉄釉を交互に施釉。

灰釉 と鉄釉を交互に施釉。

削 りだし高台の皿。

削 りだし高台の皿。

皿の回縁部。

削 りだし高台の皿。

皿の口縁都。

包含層

S K93

表土

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S B15

包含層

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

つ
る

　

つ

わ

　

つ

々

　

つ

ね

　

つ

々

　

つ
々

　

つ
を

　

つ
を

　

つ
る

　

つ
々

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・橋鉢

越中瀬戸・悟鉢

越中瀬戸 。橋鉢

越中瀬戸・橋鉢

越中瀬戸 。壺

越中瀬戸・壷

信楽・橋鉢

11 2

82
82

33 0

32 2

削 りだし高台の皿。

削 りだし高台の皿。

削 りだし高台の皿。

口縁部。オロシロ幅2 3cm。 条数11条 。

日縁部。オロシロ幅1 5cm。 条数 8条。

底部。オロシロ幅2 9cm。 条数11条

底部。オロシロ幅3 2cm。 条数 9条。

底部は回転糸切 り。

底部は回転糸切 り。

底部。オロシロ幅3 0cm。 条数11条 。

S B15

包含層

包含層

S K93

S B15

包含層

S K93

S K04

S B15

S X06
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呑号 図 面 種 類 口径 備 考 出上位置

１
■
　

つ
ね
　

つ
Ｏ
　
И
仕
　

民
υ
　

会
υ
　

ワ
‘
　
Ｏ
０
　
６
ン

つ
０
　
つ
じ
　
０
０
　
つ
０
　
つ
０
　
９
〇
　
一９
０
　
０
０
　
つ
０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

０８

０８

０８

０８

０８

０８

０８

０８

０８

肥前・椀

肥前・椀

肥前・椀

肥前・皿

肥前・皿

肥前・皿

肥前・鉢

伊万里・椀

伊万里・椀

100
98

100
14,0

11.0

78

京焼風の椀。

椀の口縁部。

杭の底部。陶胎染付。

削 りだし高台の皿。

内野山窯の皿。

削 りだし高台の皿。底部は摩滅 している。

日縁部が屈曲する大鉢の底体部。

菊花文の染付。蔵骨器。

外部は染付。

S D01

包含層

S K93

S K93

S K93

S K93

包含層

S K176

包含層

別 表

土 製
口

日日 観 察 表

番号 図面 種 類 直径 備 考 出土位置

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

１

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

つ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
つ
Ｏ
　
Ｄ
〇
　
一つ
０

９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

８

　
８

　
８

　
８

　
８

　
８

　
８

　
８

　
８

　
８

０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

　
０

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

円盤状土製品

60
50
5,0

5.2

46
54
43
38
86
32

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

縄文土器片。

S Xll

S Xll

S 106

S Xll

包含層

包含層

S Xll

S 105

S Xll

S 106

房lJ  表

鉄 製 品 銅 製 品 観 察 表

番号 図面 種 類 備 考 出土位置

０１

０２

０３

∝

０１

０２

０３

０４

０

　

０

　

０

　

０

　

５

　

５

　

５

　

５

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

０

０

０

０

０

０

０

０

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

鉄製品・鳶口

鉄製品・鋏

鉄製品・刀子

鉄製品 。鉄瓶蓋

銅製品・キセル

銅製品 。キセル

銅製品 。キセル

銅製品・銅銭

柄に木質部が残る。

和鋏。

切先部分は破損 している。

返 しがある蓋。口径 16 6cm。

雁首。押 しつぶされている。

吸い口。

吸い口。

熙寧元賓。

包含層

包含層

包含層

包含層

S K151

包含層

包含層

包含層
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別 表

石

7

製 表察観口
印

香号 図面 種 類 石  材 備 考 出上位置

１
■

　

つ
々

　

つ
０

　

カ
■

　

医
υ

　

な
υ

　

，
１

　

・Ｑ
Ｏ

　

ｎ
υ

　

（
Ｖ

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

１

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

091

091

091

091

091

091

091

091

091

092

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石匙

石匙

ピェス・ェスキーュ

スクレイパー

下呂石

チャー

下呂石

鉄石英

鉄石英

鉄石英

チャー

頁岩

黒曜石

安山岩

ト

ト

凹基部。こ重さ169g。

凹基部。重さ140g。

凹基部。重さ119g。

凹基部。重さ066g
凹基部。重さ071g
凹基音呂。重さ034g。

縦型。

横型。

縦長剥片。

横長剥片。縁辺に微少剥離痕。

包含層

包含層

包含層

包含層

S K19

包含層

包含層

包含層

包含層

S D02

5011

5012

5013

5014

5015

5016

5017

5018

5019

5020

つ
と
　

つ
と
　

つ
を
　

つ
る
　

つ
Ｏ
　
Ｒ
）

９
０
　

ｑ
）

つ
Ｏ
　
И
仕

９

　
９

　
９

　
９

　
９

　
９

　

９

　

９

　

９

　
９

０

　
０

　
０

　
０

　
０

　

０

　

０

　

０

　

０

　
０

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

安山岩

硬砂岩

硬砂岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

末端のヒンジフラクチヤーを利用 した鋸歯状刃部。

短形剥片。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

厚手剥片。末端のヒンジフラクチヤーを利用 した刃部。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

末端部に微少剥離痕。

包含層

S D02

S K30

包含層

表土

包含層

包含層

包含層

包含層

S D02

5021

5022

5023

5024

5025

5026

5027

5028

5029

5030

４

　

４

　

４

　

５

　

５

　

５

　

５

　

６

　

６

　

６

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイアヾ―

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー未製品

スクレイパー未製品

硬砂岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

硬砂岩

硬砂岩

安山岩

ハー ドハンマーの直接打撃で刃部生成。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

貝殻状横長剥片。刃部に微少剥離痕。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

外湾 した刃部。

横長剥片。刃部に微少剥離痕。

扁平礫。刃部は微少剥離痕 と摩耗。

裏面に擦 り痕。

スクレイパー乃至打製石斧の未製品。

スクレイパー乃至打製石斧の未製品。

S K30

包含層

包含層

包含層

S D02

包含層

S Xll

S D02

SX■
包含層

5031

5032

5033

5034

5035

5036

5037

5038

5039

5040

９６

９６

９６

９６

９６

９７

９７

９７

９７

９７

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

下呂石剥片

下呂石剥片

下呂石剥片

下呂石剥片

下呂石剥片

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

下呂石

下呂石

下呂石

下呂石

下呂石

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

素材剥片。

素材剥片。

素材剥片①

素材剥片。

素材剥片。

C tt。 刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部に微少黒1離痕。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部に摩耗痕。

A類①刃部に微少剥離痕。

S D02

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層
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番号 図面 種 類 石   材 備 考 出上位置

5041

5042

5043

5044

5045

5046

5047

5048

5049

5050

０９７

０９８

０９８

０９８

０９８

０９８

０９８

０９９

０９９

０９９

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

C tt。 刃部の摩耗痕。

Att。 刃都摩耗。

C tt。 刃部に微少剥離痕。

C類。両端の刃部摩耗。

C tt。 刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

C類。

C tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗

基部欠損。刃部摩耗。

包含層

S D02

包含層

S D02

S D02

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

５．

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

９９

９９

９９

９９

９９

００

００

００

００

００

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

基部欠損。刃部摩耗。

断片資料。

Att。 基部。

C類。刃部が一部欠損。

C tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗。

C tt。 基部。

刃部。微細剥離痕。

S D01

S K23

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

６‐

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

C類。刃部欠損。

B tt。 刃部欠損。

C類。刃部欠損。

A類。刃部に微細剥離痕。

Att。 刃部に微細剥離痕。

C類。刃部欠損。

刃部。微細剥離痕。

B tt。 刃部摩耗。

基都欠損。刃部に微細剥離痕。

基部。

包含層

S K34

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

表土

包含層

７‐

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

101

102

102

102

102

102

102

102

103

103

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打梨石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部に微細剥離痕。

C類。刃部欠損。

C類。刃部に微細剥離痕。

C類。刃部に微少剥離痕。

A類。刃部摩耗。

B類。刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

B類。刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S D02

包含層

S D02

包含層

包含層

5081

5082

5083

5084

5085

5086

5087

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

硬砂岩

硬砂岩

安山岩

B tt。 剥離が重複する。

B tt。 刃部摩耗。

C類。刃部に微少剥離痕。

A類。刃部摩耗。

C tt。 刃部欠損。

B類。刃部に微少剥離痕。

C tt。 刃部摩耗。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層
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番 号 図面 種 類 石  材 備 考 出上位置

5088

5089

5090

104

104

104

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

C tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

S D02

包含層

S K34

5091

5092

5093

5094

5095

5096

5097

5098

5099

5100

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

硬砂岩

安山岩

疑灰岩

屍灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

硬砂岩

安山岩

C tt。 刃部摩耗。

B類。刃部摩耗。

B類。刃部欠損。

B tt。 刃部摩耗。

基部欠損。刃部摩耗。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

C tt。 刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部欠損。

C tt。 刃部に微少剥離痕。

C tt。 刃部摩耗。

S K37

包含層

包含層

包含層

表土

S K23

包含層

包含層

包含層

包含層

5101

5102

5103

5104

5105

5106

5107

5108

5109

5110

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

安山岩

B tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗。

Att。 刃部摩耗。

B tt。 基部久損。刃部に微少剥離痕。

C tt。 刃部欠損。

C tt。

Att。 刃部に微少剥離痕。

Att。 刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部摩耗。

C tt。 刃部に微少剥離痕。

包含層

包含層

S D02

包含層

包含層

包含層

包含層

S D02

S D02

S D02

51

51

51

51

51

51

51

51

51

51

１

　

つ
浄
　

ｐ
υ
　

刀
■
　

氏
υ
　

公
υ
　

７
ｒ
　

０
０

　
ｎ
ソ
　
（
）

醒

醒

‐０８

醒

岡

田

岡

田

岡

田

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

硬砂岩

硬砂岩

安山岩

凝灰岩

斑櫃岩

安山岩

安山岩

基部欠損。

基部欠損。

Att。 刃部に微少剥離痕。

C tt。 基部欠損。

C tt。 刃部摩耗。

B類。刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗。

Att。 刃部に微少剥離痕。

未製品。

Att。 刃部摩耗。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S K10

包含層

S D02

5121

5122

5123

5124

5125

5126

5127

5128

5129

5130

110

110

110

110

110

111

111

111

111

111

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

疑灰岩

Att。 刃部欠損。

B tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗

B tt。 刃部に微少剥離痕。

C tt。 刃部摩耗。

Att。 刃部欠損。刃部摩耗。

B類。刃部摩耗。

B類。刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗。

B tt。 刃部摩耗。

S 101

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S D02

5131

5132

5133

111

112

112

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

硬砂岩

安山岩

Att。 刃部に微少剥離痕。

B類。刃部摩耗。

C tt。 刃部摩耗。

包含層

包含層

包含層
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番号 図面 種 類 石   材 備 考 出上位置

5

5

5

5

5

5

5

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

112

112

112

112

112

113

113

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

硬砂岩

凝灰岩

安山岩

硬砂岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

C tt。 刃部摩耗。

B tt。 基部欠損。刃部摩耗。

基部欠損。刃部摩耗。

C tt。 刃部摩耗。

Att。 刃部摩耗。

C類。刃部に微少剥離痕。

C tt。

包含層

S D02

包含層

S Xll

包含層

S Xll

S Xll

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

113

113

113

113

113

114

114

114

114

114

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

C tt。 刃部に微少剥離痕。

B類。

刃部。

刃部。

C tt。

未製品。

Att。

C tt。 両端に刃部摩耗。

Att。 刃部に微少剥離痕。

C tt。 刃部に微少剥離痕。刃部摩耗。

S Xll

S D02

S Xll

包含層

包含層

S Xll

包含層

S K34

包含層

包含層

5151

5152

5153

5154

5155

5156

5157

5158

5159

5160

115

115

116

117

117

117

117

117

117

117

打製石斧未製品

打製石斧未製品

打製石斧母岩

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

安山岩

安山岩

安山岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

側面敲打。

側面敲打。

扁平礫。両面に貝殻状剥片を取得 した痕跡。

Att。 刃部久損。

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部に微少剥離痕。

A類。刃部欠損。

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部欠損。

S D02

包含層

S K13

包含層

S D02

包含層

包含層

包含層

包含層

S101

5161

5162

5163

5164

5165

5166

5167

5168

5169

5170

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部欠損。

Att。

Att。 刃部に微少剥離痕。

Att。 刃部欠損。

Att。 刃部に微少剥離痕。

Att。 刃部欠損。

S D02

S101
包含層

S D02

包含層

包含層

S101
S 101

S 105

S 105

[71

[72

[73

[74

t75

[76

[77

[78

[79

[80

118

118

118

118

118

119

119

119

119

119

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

蛇紋岩

硬砂岩

蛇紋岩

硬砂岩

硬砂岩

蛇紋岩

蛇紋岩

Att。 刃部に微少承1離痕。

Att。

Att。

Att。

Att。 刃部に微少承1離痕。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

B tt。 着柄部に敲打痕。

B類。刃部欠損。

B類。刃部に微少剥離痕。

B tt。 刃部欠損。

S 105

S 105

S 105

S105
包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

―- 185 -―



番号 図 面 種 類 石  材 考備 出土位置

5181

5182

5183

5184

5185

5186

5187

5188

5189

5190

119

119

119

119

119

120

120

120

121

121

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

砥石

砥石

スタンプ形石器

スタンプ形石器

スタンプ形石器

硬砂岩

硬砂岩

蛇紋岩

蛇紋岩

硬砂岩

砂岩

砂岩

凝灰岩

凝灰岩

疑灰岩

B tt。 刃部欠損。

B tt。 刃部欠損。

B tt。 基部欠損。

B tt。 刃部に微少剥離痕。

B類。刃部に微少剥離痕。

筋砥石。

筋砥石。

折面を打面加工。

表面に敲打痕。

折面を打面加工。

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S X03

S Xll

包含層

S K19

包含層

5191

5192

5193

5194

5195

5196

5197

5198

5199

5200

121

121

122

122

122

122

122

123

123

123

スタンプ形石器

スタンプ形石器

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

安山岩

安山岩

凝灰岩

硬砂岩

斑櫃岩

斑幅岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

両端を打面加工。

亜角礫の一端を打面加工。

表裏面に磨面。

表裏面に敲打・磨面。端部に敲打。

表裏面に敲打・磨面。

表裏面に敲打・磨面。

表面に敲打・磨面。

表裏面に磨面。

表裏面に磨面。

表面に磨面。

S D02

S101
包含層

包含層

S Xll

表土

包含層

S Xll

S Xll

包含層

5201

5202

5203

5204

5205

5206

5207

5208

5209

5210

２３

２４

２４

２４

２４

２４

２４

２５

２５

２５

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

安山岩

凝灰岩

疑灰岩

斑福岩

安山岩

硬砂岩

砂岩

硬砂岩

斑楯岩

凝灰岩

表裏面と両側面に敲打痕。

表裏面に敲打痕。

表裏面に敲打痕。

裏面に敲打痕。

表面に敲打痕。

表裏面と狽1面 に敲打痕。

表裏面に敲打痕。

表裏面に敲打痕。

表面が風化。側面に敲打痕。

側面に敲打痕。

S K37

包含層

表土

SXH
包含層

包含層

包含層

包含層

S D02

包含層

5211

5212

5213

5214

5215

5216

5217

5218

5219

5220

126

126

126

126

126

126

127

127

127

127

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

安山岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

硬砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

多子し石。

両端に敲打痕。

表裏面に敲打痕。

両端に敲打痕。

両端に敲打痕。

長軸端部に敲打痕。

長軸端部に敲打痕。

両端に敲打痕。

側面に敲打痕。

長軸端部 と側面に敲打痕。

包含層

表土

包含層

S D02

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

S K37

5221

5222

5223

5224

5225

5226

5227

127

127

128

128

128

128

128

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

敲石類

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

長軸端部に敲打痕。

表裏面と長軸端部に敲打痕。

両側面に敲打痕。

表裏面に敲打痕。

長軸端部に敲打痕。

長軸端部に敲打痕。

長軸端部に敲打痕。

S K04

S K54

包含層

包含層

S Xll

S Xll

S K24
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番号 図面 種 類 石  材 備 考 出上位置

5228

5229

5230

９

　

９

　

９

つ
を
　

つ
々
　

つ
々

敲石類

敲石類

敲石類

凝灰岩

疑灰岩

片岩

稜線上に敲打痕。

長軸端部に敲打痕。

表面剥離。

包含層

S 105
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番号 図面 種 類 石  材 備 考 出上位置

5274・

5275

5276

5277

5273

5279

5280

略
一醒
　
一　
一　
一　
二

石臼

石鉢

鉄石莫剥片

鉄石英剥片

鋏石英劇片

鉄石英剥片

鉄右英剥片
―

桑山石

桑山石

鉄石英

鉄石英

鉄石英

鉄石英

鉄石英

旗射卜の目。

外面は粗い長方形のノミ嵐

図0089。

図n089.

図d089

図M089。

図版089。

S K93

S B14

S Xll

S Xll

S105
S Xll

S Xll
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5282
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一
　

一
　

一

鉄石英剥片

鉄石英剥片

鉄石英副片

鉄石英

鉄石英

鉄石英

図めЮ執

図8089。

図版08銚

包含層

包含眉

包含層
―
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利賀ダム建設工事
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1 200■正
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051115

1,150コ正

所 収 遺 跡 名 種 主 な 時 代 主  な  遺  構 主 な 遺 物 特 事 項

矢張下島遺跡 集 落 跡 縄文時代

近世

竪穴住居llL 6棟

掘立柱建物址17棟

礎石建ち建物 1棟

環状遺構 2基

炉l■ 3基

盛土遺構 1基

土坑176基

溝 5条

石組み遺構 2基

凹地 6基

縄文土器、珠洲

瀬戸美濃、越中瀬戸

信楽、肥前、伊万里

鳶回、鋏、刀子、

鉄瓶蓋、キセル、

銅銭、石鏃、石匙、

ピェス 。ェスキーュ

スクレイパー、

下呂石剥片、

打製石斧、磨製石斧

敲石類、擦切具、

台石、石棒、

カソオブ シ形石製

品、御物石器、石冠、

トテムキ石、石臼、

石鉢

水さらし場遺構の検出

―- 190 -―



図 到



図
面
Ｏ
〇

一　
ｕ還
構
実
測
図

一　

　

一

Ｔ上
す‐‐‐

縮尺 1/500図面配置図



機
顧

SD02

(SX07)

ず◎Ъ置 ∪

S:

投世,さ
B幾鱒髯め髭艤Ⅷ華揺

II事
ヤ鰯 i二子ゼ:そ

°
比轄瑛式、_…Sと寺『:

“

≦郵鐸螺緯評:鼈

u
翁 咤1三孝:

:譲＼ゞ澤士手粍塩 写奮雹神 拶8ま
77勒

 。

色lρ ,雨9

孔Ю縦比
陽 00 ◎θ

:」 ぴ
g郎
錢金越

い
。

浴
粍

５９
ＯＳＸ
　
朗

（
〕
唖

（倒
）
‐６７

Ｓ‐０４

蒋
蠍
塚
Ψ

靱

曝麺
　　呵
燃〈‐‐６６‐）０ 瞑 9176

下

Ｆ
‐

|~一

‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―
可
―

4

遺構全体図

―

‐

15

縮尺 1/400



図
面
Ｏ
〇
三
　
遺
構
実
測
図

SK17

SK19

咄
鴇
翻

⑫
◎

↓

７
⑥銘

◎
〔)SB07

95

⑮

０

３

乳
６
鈍鴫

〆
や
　
　
　
。

◎SK56

硯α摯:

留

fB 9。

蟷
@

◎

。90しゃ

°い為翼馬とヽぼ

０３

″
囚
ミ

引
　
　
　
Ｋ

い

ｏ発

°S9
ll 

ι

SD02

Ｎ
イ
川
Ｎ
，
十
１
１

0            5            10m

⑥
~

0脂
♂滅

浄歳
縮尺 1/200

SK102

遺構平面図 〔1〕



図
面
○
〇
四
　
迫退
構
実
測
図

評π

遺構平面図 〔2〕 縮尺 1/200



図
面
○
〇
五
　
遺
構
実
測
図

15                   16                   17

千   ]~   |
「

~~ 
十 ~~可    ~

| __| _J  _

⑤

【_ップ

窪寮騨発紳
鱗

|

)∪

)。

17

籍

①
評

紗
童

乳
ぱ
ω

◎
浮

ぱ
④
　
６２
が

⑤

Ｋ

・＠

β

工

（

瞬も

し

～

⑫

④

@
・▽ 0

0◎

⑥O 
°

G

◎

嚇髯

縮尺 1/200遺構平面図 〔3〕



す
∇

SD02

0

図
面
Ｏ
〇
六
　
遺
構
実
測
図

。つ0 心
ザ

06

◎。

蟄

Ｆ

）

／
　

Ｋ

SK133瑚
綾

◎

SK134

げ  /
③ 監

SB15

SK150

16Cl o
SK161

碗 ⑥騨

′SK151

⇔

③

◎ 隠⑥

♂

X馬 甑w

W磁

`

餃

甲
6。

SK167

ハ

( SK166 1

じ` 謬
〇

SK168 SK169
SKlЮ ⑨

◎

遺構平面図 〔4〕 縮尺 1/200



鬱
i SK106q もギ!咀ζ》≒φ

図
面
Ｏ
〇
七
　
逹退
構
実
測
図

浮7老況孟Q〉Q識
SKl10

ＳヽＫ６
０
ＳＫ６５

蹴 Ω
◎ ◎

０

′

ｏ
ф
筍

巽

◎

◎
SK152 SK84

SK8К
@

練徹 堪

潔
塩
ワ

鯵
ｓＫ‐ｏｏ③ ◎ＳＫ９

　

Ｋ９８

⊥
Ю

十 _
7

十

１

一

鍮 ⑤魅揺
) つ
つ

十~~ぢ惹著評
Ψ ~⑧

Ю⑫ざ
K判

◎s�
V2 sれ

「             ＼ヒ〃SK171

會

喝♂ψ‰卸6

9 SX12

遺構平面図 〔5〕

上
‐‐

縮尺 1/200



〃

輝

〆

麗♪刻〉
廻
す◎＠

Ｏ
∩
ｙ

膠暉翼

＠
フト

が
9召

ルトマ

◎ 
つ`三≦望

iζЮ3

④

◎SK72

◎

鍵 K80

SK711

図
面
Ｏ
〇
八
　
遺
構
実
測
図

◎
⑨

Ｋ８‐⑬沙

⑥

・

⑧

PSが
期蝉鰯るも%5罐

印

印 評

◎ ο

鰺
皓

卜◎穐

◎

�絆Θ
◎

⑤
。

③ ③
◎

遺構平面図 〔6〕 縮尺 1/200



ヽ

＼

� ◎
⑬

図
面
Ｏ
〇
九
　
連退
構
実
測
図

KΩ ⑮ ο

/卜
|

|

S101

o             1             2m

鬱

o            50cm

S101炉址

竪穴住居址 S101実測図 縮尺 1/20、 1/40



ヽ

＼

図
面
〇

一
〇
　
遺
構
実
測
図

⑫

S 102

縮尺 1/20、 1/40竪穴住居llL S 1 02実測図



図
面
〇

一
一　
遺
構
実
測
図

〔試掘朴レンチ〕　（ハ］》

④

0                 1                  2m

0           側Cm

S103炉址

竪穴住居姓 S103実測図 縮尺 1/20、 1/40



図
面
〇

一
二
　
迫返
構
実
測
図

S 104

竪穴住居l■ S104実測図 縮尺 1/20、 1/40



図
面
〇

一
三
　
Ｈ退
構
実
測
図

,

Ｃ
υ

o             1             2m

縮尺 1/40竪穴住居l■ S105実測図



/
＼

け―$偽
悦    5172

9§騨

畏

』
Ｌ

』

5170

5173

0              2              4m

竪穴住居址 S105遺物出土図、炉l■実測図 縮尺 1/20、 1/80



図
面
〇

一
五
　
連退
構
実
測
図

3             1             2m

0            50cm

S 106

竪穴住居址 S106実測図

S 106売戸l■

縮尺 1/20、 1/40



図
面
〇

一
六
　
連逗
構
実
測
図

＼
句
々
坪
‐―
―
―
‐
／

◎
驚

＼∩ｔノ】　荘

／鷲求し

掘立柱建物l■ S B01

実測図 〔1〕

縮尺 1/80

農曜響盟賓亀Юm



図
面
〇

一
七
　
迫逗
構
実
測
図

掘立柱建物址 S B01

実測図 〔2〕

縮尺 1/80



図
面
〇

一
八
　
連退
構
実
測
図

F

掘立柱建物址 S B01実測図 〔3〕 縮尺 1/40



図
面
〇

一
九
　
迫退
構
実
測
図

42270m

口00 τZレ

|

ー 〇

―◎

|

X

o              1              2m

l 掘立柱建物llL S B 01実測図 〔4〕   縮尺1/40

⑤ ―

σ ―

S B02

2 掘立柱建物llr S B o2実測図  縮尺 1/80



図
面
〇
二
〇
　
遺
構
実
測
図

ビ
蝉tu00 Zτラ

S B03

1 掘立柱建物址 S B03実測図  縮尺 1/80

|

/S B06

-一一
  くこiと s B06

|

―

―

O

―◎
|

Z~

＼

|

酢⑮―

③ ―

|

ｌ
⑥

◎ ―
|

SB04

2 掘立柱建物llL S B 04実測図

∽
ｘ
ｏ
〕
　

　

Ｓ
や
８

ヨ

―⑥

ピットS B04 ピット

縮尺 1/80
0              2              4m



図
面
〇
二

一　

迫退
構
実
測
図

‐
◎
　
ｐ

‐
〕

Ｎ
／
刀
９
卜
Ｊ
Ｔ
‐
‐

‐
⑬

ο
‐

S B05

1 掘立柱建物l■ S B05実測図  縮尺 1/80

S B06

2 掘立柱建物址 S B06実測図

―③ ◎ ―

1 創
◎ ―

Zオ

9              2              4m
縮尺 1/80



図
面
〇
三
二
　
遺
構
実
測
図

|

一 ◎

― ◎

|

縮尺 1/80

|

― ◎

― ◎

|

|

⑬ ―

|

◎ ―

Ｎ
Ａ

ぐ

＋

下

‐

一

『

（∪
　
―

S B07

1 掘立柱建物l■ S B07実測図

S B08

2 掘立柱建物llL S B08実測図

WOI Zτ レ

Ｎ
Ａ

ヽ

キ

下

―

◎ ―

|

42210m

0              2              4m
縮尺 1/80



ШOモ ZZフ

|1 尋

図
面
〇
二
三
　
迫退
構
実
測
図

|

― o

S B09

1 掘立柱建物址 S B09実測図  縮尺 1/80

二

　
　
一

◎
　

　

　

―

◎
　
　
　
　
○

―

幻
∇
―

一　
　
一

馬
Ю
Ｓ
日

|

― ◎

― ◎
|

|

◎ ―

．　

　

４２２‐Ｏｍ

の
∪

―
　
‐

縮尺 1/80



図
面
〇
二
四
　
逹逗
構
実
測
図

ШOI Zτレ

|

―◎

＼
―◎

IS  I

|  |

◎ ◎
三

三
◎

―
○

―

S B12

掘立柱建物l■ S B12実浪1図 縮尺 1/80



図
面
〇
二
五
　
迫逗
構
実
測
図

ШOZ ZZ'

|

― 倭 sBЮ

一　

　

２０ｍ

＠

‐

４２２

砂

‐

S Bll

1 掘立柱建物址 S Bll実測図  縮尺 1/80

だ
だ

だ

Ｅ

々

ｇ
ｏ
§
釈
ぐ

性す__す_羊 ―一一___甲

■uOZ Zτフ

一◎ ⑥ 一

―  ノ/喩 ―

_び  ⑤ _

|    ||

422 20rn



2_

?乾ぱ
ヽ

(

∞レ

◎

破∂

お

◎頃デ
%

∩ Q

＼＼
＝
ド
ノ
ィ

お

D
《

SK鋭

◎

O
~~つ

ヽ

―

O

縮尺 1/80掘立柱建物址S B14実測図 〔1〕



図
面
〇
二
七
　
遺
構
実
測
図

掘立柱建物址S B14実測図 〔2〕 縮尺 1/80



図
面
〇
二
人
　
注逗
構
実
測
図

ttt00 88レ

ll100 8gレ

a

J

42300m

42260m 42260m

掘立柱建物址S B14実測図 〔3〕 縮尺 1/40・ 1/80



図
面
〇
二
九
　
迫退
構
実
測
図

42260m 42260m

F 42260m G 422 60m

422 60m I

S K97

掘立柱建物址S B14実測図 〔4〕 縮尺 1/40



‐す

○

図
面
〇
三
〇
　
道退
構
実
測
図

-2

引

鸞剛

＋◎ 恩 G埒

@著
珍 引

Ю
ο」    s対

◎
榛

酔硬

懃
ｇ
ｏ
　
ｃ

ｏ
も
　
Ｌ

⑫
が θ

0              2              4m

礎石建ち建物址 S B15実測図 縮尺 1/80



儲＼Ｈ貶鐸

「ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ引ＨＨＨＨ日ＨＨＨＨＨ坦

Ｅヾ　　　　　　　　　　劇　　　　　　　　　　〇

〓＼＼だＥは ＩＬｄＦ

日ｏ∞Ｎｗ
隠∈Ｋは＼∈

日儲ω響

⑩
―一

縞Ψ　　‐‐

③‐

卜遥∞ｏ日

＼＼＼だ＼＼£＼

Ш
08 ZZラ

|

ー
⑬

―

罐

め

―
◎
|

ｏ＝ｍ∽



一ｇ
儲

鶴
や

Ｋ

は

ほ

だ

隠

は

目
８

ミ
禅

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一

―

（◎

　

　

　

⑥

ｌ

ｌ

③

　

嗽
＼

　

◎

―

―

◎

　

⑧

ｌ

一　

　

　

　

一　

一

＼

〆

＼

ゞ

＼

甲097,

ぬ09能,

42250m

o              2              4m

縮尺 1/80掘立柱建物址 S B17実測図



儲＼出喫鰻

図
lEO IIIIII 

理
燿

Ж
罵

図

だ＼だだだ

ｇ儲ωωヾ
Ｋはほ＼Ｅ 日畠ω鮮

一

―　一　　⑥　　
．

　　―

ｌ③　　◎―

＼＼＼ＯＸ

＼〓ヽ＼＼

mOg Zτ
ラ

I10年
Zτ
レ

42250m

∞＝ｍの



図
面
〇
三
四
　
連退
構
実
測
図

B 42250m C 42250m

D 42250m

)              1               2m

環状遺構 S X01・ 02、 炉l■ S X03実測図 縮尺 1/40・ 1/80



図
面
〇
二
五
　
迫逗
構
実
測
図

そ滑苔
0つ

伊
ラ0 Ｏ

　
　
Θ
　
０

⑥

◎

∂ム籐婚墟謎鈴

①

　

駅
敬

鞄

ぢ
襲
和
欝

び
っ

顆
甥
廟
栖
沖
縄

:ひ
つ
ヨ

鐙

巖

っ
§

◎

　

　

　

蕉
努

G咆

亀
翻 ぢ

υ
　
ざ

４ヽ

、
も

ｏ
　
飩
　
　
。

響δ誌
惚
ざ
砥Θ
⑬

鉤

牌鯛峨郡
。③

＼くヽ、_/＼ :ち
る。

＠Ｏ
　

　

Ｏ

__J_

一　
一

―

十

一J

暗

捧鸞
②。

°
。
修
弩魅

0 ◎

核津
Ъ
^7

F覧聾瀧♂♂皇

覇鶏獄
もぴ亀拶ご馬

F津 ごぽと窺。
◎ 亀

^R摩

り。 q⑮

あ
fく

)°
:⑥

溝 S D02=水さらし場遺構図面配置図

③ ア綸

縮尺 1/300



。
６
珍
十
　

ｐ
�
υ

輸

。

。
％

守
―
ｌ
ｄ
影

‘

　

ざ

図
面
〇
三
六
　
迫退
構
実
測
図

//十

~~

§

°
。

,

◎ y韓宅;個
∩

Z― ―

o               2

0 つ

′ つ

°
   修  

つ 。

懇

ィァ
////差

1:!
醗
鞠戸

ぴ離
角

脚

緯 珍亀
。

S

温ド潟θQ

多
残
る
讃

〆

。

§

∞

＠

Ｙ
修
偽

古韻載

鰍ぶ

◎◎得。
憲

筍ダ
S§

⑧

0

λ ③

‰

dぜ

⑬
:馳|♪

溝S D02=水 さらし場遺構実測図 〔1〕

凝ゞ
Vキ～

B

縮尺 1/80



1撃 図
面
〇
三
七
　
迫逗
構
実
測
図

ο
ぱ
◎

∩

①

⑧

∩

Ｌ 8乾

母 罐V     陥

毀 ぴヴ 剛∞
く

°
⑨

鶴

篤∂
ゐ

∂
◎

亀 ワ

ろめμeぅ

鑢
Ｇ
淵

牽

蜘
／照

◎廷)S嵐

◎

①
SK32

)

鷺

⑬
ａ
ｙ

Ｓ

が
な
餓
″

◎
③
′◎D

◎  ⑤

l①  ◎

③

。  ◎   ⑬

∂ 【

Q  【

o              2              4m

膀ジ   V

③

働
溝S D02=水さらし場遺構実測図 〔2〕 縮尺 1/80



図
面
〇
三
八
　
迫返
構
実
測
図

▼
ヅ

抄

預耳亭万くて夢Ψ ワr◎ _昨∂ハr痢  ― ④

◎  (

づ⑧
ロ
フ

)

◎ ⑤

也

◎ 0名
◎

⑥

◎
⑨

鴇

) ◎◎

◎
越

:

①

③

幣

S(メ+③
σ池冒

?f

Q

②

◎
8

SK28 の鬱/  十

も
　
∂多

◎

鷺

(μ=車=〒
衷煮五重プ要下

=ぎ
m'P

SK21

◎

縮尺 1/80



Q

―
v

国
旧

0白
1く
 
蝉

国

十
tt 〔

::::) ||||`i::itti:::::lⅢ
:ill

く出饉
③

カー＼‐
、

③

◎

壌⑬
⑬

◎◎
ハ腰

鮎③穏ヽ

【苺▼図盛ぷ製理会いる々煮＝惑命り礎

――ヽｒヽ

踊＝＝＝＝Ⅶ＝Ｂｌ創

」



図
遵

洲
蔀

肺
 

○
日
O日

図

42
30
0m

ヨ 　 　 　 　 　 　 　 　 一

l 
tt
SD
02
土

層
断
面

図
  

縮
尺
1/
40

2 
水

さ
ら

し
場

遺
構

S 
X0
4詳

細
図
  

縮
尺
1/
40



図
面
〇
四

一　

遺
構
実
測
図

吟
骸
　

晩

　

寃

魏

坤♂彗

響

頂

仙鍬
麟
隙
製
智
癬
綴
騨
麟
酵
繭
腑

）
　

埼遭
モ賢

⑥

ら

　

　

ヽ
ク
　

ｏ
σ
　

　

　

　

　

　

っ

。
ｄ
の

つ

　

っ

　

。

　

。 。

０

６

。

が

　

♪

。
　

　

　

　

Ｆ

ツ　
　
　
　
Ｇ　　　Ｄ
　　　　　　　　　　　　ヽ
リ

与珍尉

襲

G
n 】

)     
。

σ

幻

⑤

鱒

O

シ ♂ 。。 (

6  ♂

O の

G°

導6。
ジ

0辺 。み

Mのもで

D

縮尺 1/40水さらし場遺構 S X05詳細図



豚
燈

SKl19

ぐ
Oο 0`軋

。も           心

＠

⇔

蟷

‐ヽＪ
神ヽ
・サイＢＮ専

十　
一　
　
　
　
　
　
　
ノ

図
面
〇
四
二
　
重返
構
実
測
図

⑥

阻

ら

Ｇ

ａ

§
つ

０

６
′

９
　
ф
　
筍

０
ｐ

瀞

＼
―
′ィ
ー
ー
′―
、、
キ１
／

ｔ
ヽ
イ
ナ
ノ

Ｋ

Ｓ⑩

鼈
―
ぺ

% 配①
SK159

ＳＫ◎
一ヽ
、

0                   5m

盛土遺構 S Xll実測図

00 εZ″、 SK
156

SK157

sm儀◎
SK167

∞る
8

SK17多
、 ◎

縮尺 1/150

ぐ
　
　
　
∪

0  /



42
34
0m

42
34
0m

o 
  
  
  
  
1 
  
  
  
  
2m

図
澄

�
熱

離
 |
|1
目
O日

回

盛
土

遺
構

S 
Xl
l土

層
断

面
図
  

縮
尺
1/
60



Ｎ
，
洲
Ｎ
ド
十
１
１

図
面
〇
四
四
　
】退
構
実
測
図

ＮＩ

・

‐
⑥

‐‐

一

鶴
Ю
Ｓ

Ｂ

|

42260m

|

42260m

422 60m

S K01

S K03

S K05

S K04

S K08

42240m

土坑実測図 〔1〕 ;S K01・ 03～ 05・ 08・ 09



図
面
〇
四
五
　
遺
構
実
測
図

|

―
⑬

|

/

S K10

S K13

S K12

卜一̈一一一一一′́″力″・″・・″・】］・・^小・】・二

S K07

土坑実測図 〔2〕 ,S K07・ 10・ 12～ 14

S K14

縮尺 1/80



図
菫
■
l蔀

肺
 
〉
トロ

○
団
図

斡 萌

∽ 【 ］ ｏ

∽ 〕 渦 μ ∞ ∽ 【 ｗ ｏ ＼
＼
:S

| 
＼

|

―

◎

―

| 
_―

―
z

Ш
Oモ

Zそ
レ

|

ー

∝

―

1点

Ш
08
1Z
ラ

|

―
⑨

―

|

―

Z

卜 鶴 ｏ ｏ ｇ

∽ 【 嗚 牌
　 　 　 　 隠 粟 粟 粟 謂

ヽ 隠 隠 隠 隠 隠 粟 粟 隠

Ｏ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ю 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ ヨ

肝 Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ 日 Ｈ 日 Ｈ Ｈ 辟 Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｌ

謝 洒 ｗ ＼ ８

Ш
00
 Z
Zラ

| |



|          |― Z

―

(D―

IS  I

図
面
〇
四
七
　
連返
構
実
測
図

S B22

S K24

S K26

十一
Z

―照め―
|

S K23

S K25

馬
〕
８

Ｂ

Ⅷ
ヽ

＼
|

|  
十 Z

∪

土坑実測図 〔4〕 ,S K22～27

S K27

縮尺 1/80



Ｎ
Ｉ
ヽ
キ
ー

　

一
ο

δ
ο

も
の
一

烏
］
８

日

図
面
〇
四
人
　
遺
構
実
測
図

S K28

S K30

S K32

42200m

S K29

S K31

ＮＩ

・

‐
合）
‐

一
ヽ
鶴

ｏ
ｏ
Ｂ

＼
＝
＝

S K33

Э               2               Z

縮尺 1/80土坑実測図 〔5〕 i S K28～ 33



図
旧

O Elぺ
 

叩
軽

思
票

図

一

‐∩ヅ‐

＼一

42200m

Z~~  l            ξ l

―

③

―

42200m

寓＼出曜鰹

め∞Ｍの
』∞Ｍ∽

隠はほ

自８曲鮮

一

‐‐へ八∩日）　‐‐

ＮＩ・

∞∞】の

〇∞Ｍの

ｗ∞Ｍ∽

|

42200m



Ｎ
Ｉ
＝
卜
＋
―
―

　

　

一

蔦
や
さ

ｇ

＼
Ｏ
Ｘ
／
＼

Ｎキ

・

‐　廻
　‐‐‐

図
面
〇
五
〇
　
連退
構
実
測
図

42200m

-           3   4n   ―
|

42240m

S K105

S K69

S K91

ＮＩ

・
Ｄ

一

＼

＼

＼

ＮＩ

・

S K95

S K108

0              2              4m

S Klll

縮尺 1/80土坑実測図 〔7〕 i S K69・ 91・ 95。 105'108・ 111



寓＼出喫鰻

「ＨＩ
ＩＨＨＨＨ＝＝Ｈ∃ΠＨＨ＝ＨＨＨＨＨＨ劃

Ｅヾ　　　　　　　　　　飩　　　　　　　　　　ｏ

だＫはほだ ―　　　　　い　　　　　―

ｇｏ∞凩ｗ

一

＼＼隠 ｇ３いい甘

ノ一

回
旧
OHI 

則
盤

Ж
軍

図

z―
 |

__           422 80m     
ωヨ

Z―
―

 |

―
◎

―

|

4260m       
め

―

       
―
―

―
-      6寸

ヨ

__         42260m     
凩冒

42300m

だだだ ―　　・∞　　―

ョ８襲ｗ

陰陰陰陰だ＼へは休握＼＼磯陰^』々陰　　　ｏョ】の

日ｏｏＮｗ

⑫



図
遵

川
調

E 
II
削

OE
l回

o 
  
  
  
  
  
  
 2
  
  
  
  
  
  
  
4m

溝
S 
D 
01
,凹

地
SX
06
実

測
図
  

縮
尺

1/
80



図
面
０
五
三
　
遺
構
実
測
図

lⅢ 溝S DOl断面図  絹尺1/40

2,国地S X06断面図  1/40



解 贈
1003 慾ガ

;1簗:潮

嚢麓静‖
1002

，

‐００９

鸞V
1005

爾

‐ｏ‐ｏ

鶉

轟

可

＝

ィ!i::::ξ :ξ 三 :i    ~~~~~F子

}

1007

‐０‐２

―

―

キ

ヽ

＼

0            5            10cm

縄文時代早期～前期初頭の土器類

縄文土器

図
面
〇
五
四
　
連退
構
実
測
図

縮尺1/3



図
面
〇
五
五
　
】還
構
実
測
図

フ

‐０‐８

一 ′

‐０‐９

∇

畷

フ

‐０２０

1024

７

協

0       5       10cm

縄文時代早期～前期初頭の上器類

縄文土器

可

甥

縮尺 1/3



図
面
〇
五
六
　
連還
物
実
測
図

1030

月

‐ｌ

μ

壌 p
1032

鞠謬海

‐０３５

ア
Ｍ

1034

縄文時代早期～前期初頭、

縄文土器

中期前葉の土器類 縮尺 1/3



轟再席郷綿脱1舗絆
1044

〆

‐０５４

鶴 ガ 鞠 |

図
面
〇
五
七
　
ｕ退
物
実
測
図

′

‐０４８

Ｌ

Ｂ

燈

ｒ

ど

ま

〃

‐０４９

紳

一
′

伴

螺

卓

却
洵
ポ
犠

電

〃

‐０５‐

貌

辮

攀

餞

４

Ｉ

‐０４ ６

1045

越韓畿亀騨
4tヽ 漱Y

郡

ⅧⅧ
74-

1055

―

　

‐０５８

隷
‰

Ⅷ
嘲

‐０６０

‐０６２

ｉ
■
■
ギ
■

中

幾

羽

議

避

…

琺

凛

彗

静

薄

監

ぜ

，

鰯
靭

`…
Ⅲ 黎製襲踏甥齢韓

群亀基浄
Ч字与,球前 了

:聯

螂
攀 理

糊

10cm

縄文時代中期前葉～中葉の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
五
人
　
遺
物
実
測
図

0       5       10cm

縄文時代中期後葉の土器類 竪穴住居址 S101出 土土器

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
五
九
　
遺
物
実
測
図

0           5           1 0cm

縄文時代中期後葉の土器類 竪穴住居llL S 1 01出 土土器

縄文土器

闇

Ⅷ

縮尺 1/3



図
面
〇
六
〇
　
遺
物
実
測
図

縄文時代中期後葉の上器類 竪穴住居址 S101出 土遺物

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
六

一　
迫退
物
実
測
図

擬
群

0           5

縄文時代中期後葉の土器類

縄文土器

竪穴住居JIL S 1 01,03～ 05出土遺物 縮尺 1/3



図
面
〇
六
二
　
重退
物
実
測
図

滲煙≦薫̈И

縄文時代中期後葉の上器類 竪穴住居址 S105出 土遺物

縄文土器

縮尺 1/3



７
＝

九

0          5          1 0cm

縄文時代中期後葉の土器類 竪穴住居l■ S105出 土遺物

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
六
四
　
遺
物
実
測
図

縄文時代中期後葉の上器類

縄文土器

竪穴住居l■ S105'06出 土遺物 縮尺 1/3



図
面
〇
六
五
　
遺
物
実
測
図

′■
承4■挙ュ紫写

5

縄文時代中期後葉の土器類

縄文土器

縮尺 1/3竪穴住居l■ S105出 土遺物



図
面
〇
六
六
　
迫返
物
実
測
図

―ヽ ヽヽ
、ヽ、、、、、、、、、ヽ 、、―_―――、_――、―――――――――――‐‐‐‐―‐‐‐‐‐″́ ″

′

0             5            10cm

縄文時代中期後葉の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
六
七
　
迫返
物
実
測
図

Ⅷ直顧Ⅷ ∫煙

0          5          1 0cm

縄文時代中期後葉の上器類

縄文土器

縮尺1/3



図
面
〇
六
八
　
遺
物
実
測
図

//
＼
＼、≦

縄文時代中期後葉の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
六
九
　
遺
物
実
測
図

0       5       10Cm

縄文時代中期後葉の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
七
〇
　
迫返
物
実
測
図

¶

0        5       1 0cm

縄文時代中期後葉～中期末の土器類

縄文土器

∩
∪

縮尺 1/3



§

ぶ 1123

図
面
〇
七

一　
遺
物
実
測
図

(子

≦ 璽 T~~~~蒐 里 ≦

♀

=====7'1124

0       5       10Cm

縄文時代後期後半の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
七
二
　
逹逗
物
実
測
図

器

129

多 ´
   ◎  ミ

~ド ~ンC瑳薬重垂≡義δ

0             5            10cm

縄文時代後期後半の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



2

縄文時代後期後半の土器類

縄文土器

図
面
〇
七
三
　
遺
物
実
測
図

縮尺 1/3



図
面
〇
七
四
　
迫逗
物
実
測
図

中 マ ~`~ス イ~……Ⅲ

弾 甲
爛 欄 胸 鰈

F・W

0       5       10cm

縄文時代後期後半の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
七
五
　
遺
物
実
測
図

1148

一ノ

‐‐５ ‐

ア

‐‐５０

癖 r

縄文時代後期後半の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



鱒 郡

Ⅳ
‐―
牝

＼

笠4
0             5            10cm

縄文時代後期後半の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
七
七
　
遺
物
実
測
図

0       5       10Cm

縄文時代後期後半の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
七
八
　
遺
物
実
測
図

10cm

縄文時代後期後半の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
七
九
　
二退
物
実
測
図豫乃

④ ゑ閣

凰曖

0             5            10cm

縄文時代後期後半の上器類

縄文土器

縮尺1/3



図
面
〇
八
〇
　
遺
物
実
測
図

縄文時代晩期の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
八

一　

連還
物
実
測
図

1206

＝

閉

〆
|

ほ パノ

縄文時代晩期の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
八
二
　
連返
物
実
測
図

′′′′′/プ /ノ プ/

ド

＼`

 N

洋

塗

|≦
々 苧

'1213

D       5       10cm

縄文時代晩期の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
○
人
三
　
逹退
物
実
測
図

ヒ ___ユ __二 堂 ス 220

閉

0       5       10Cm

縄文時代の土器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
八
四
　
連退
物
実
測
図

キこ二II≧澪どと轟こ寸  正づ乾22

＼`
く、_ノ//ノ

1228

〔 ノ

＼
＼

―

イ
/

t l錮 1解

…

     1227

に  1 21%

縄文時代の上器類

縄文土器

車

悦

縮尺 1/3



図
面
〇
八
五
　
迫返
物
実
測
図

t  巾

,~~~~~~~~…

…
く
(  1236

鞠

―

閉

(                                         1233

基 囲

Ⅷ

藤
1238

芝
皐

0             5            10cm

―

十

一

縄文時代の上器類

縄文土器

縮尺 1/3



図
面
〇
八
六
　
ｕ退
物
実
測
図

0          5          1 0Cm

ぎ

0       5       1 0cm

中近世の上器類

土師器 ;2001,珠洲 ;2002

縮尺1/3・ 1/4



図
面
〇
八
七
　
迫還
物
実
測
図

中近世の土器類

珠洲 ;2003・ 2004,瀬戸美濃 ;2005'2006,越 中瀬戸 ;2007～ 2015

縮尺 1/3



図
面
〇
八
八
　
連退
物
実
測
図

釈
誕璽尋

藝墾璽璽
辞
露霊重翠

憂夢舅Zi18

＼
＼

１

／
／

／
／

十

ヤ

＼

中近世の土器類

越中瀬戸

縮尺 1/3・ 1/4



図
面
〇
八
九
　
迫還
物
実
測
図

2031

たυ

一尋

3003~3005

3006

~13008~3010

o              5cm

中近世の土器類  信楽 :

土製品  円盤状土製品

縮尺 1/3

縮尺 1/2
2030,肥前 i2031～ 2037,伊万里 :2038'2039



日

日

日

Ｈ

日

削

Ｍ

Ｍ

聞

一

4003
|

9     0

椰

――

＝

＝

＝

Ｈ

＝

日

――

回

吟
≪

―

/

○
|

4ЫЭ2

○     ◎
4503

鉄製品  鳶口 ;4001,鋏 i4002,刀 子 ,4003,鉄瓶蓋 ;4004

銅製品  キセル ,4501～4503,銅銭 ,4504

4504

0                           5 cm

縮尺 1/2

縮尺 実大・ 1/2



Λ―Λ
て三正三二>      醐06

内

‐――

闘

¶

∞

側

や
磯

∩
Ⅳ
ＩＩＩ
Ｖ

0                           5 cm

石製品

石鏃 ;5001～5006,石匙 ;5007・ 5008, ピエス・ェスキーュ ;5009

“

実大



く

0             5            10cm

縮尺 1/3



低

代

Ｈ

ＩＩＩ

Ｍ

Ｖ

一

石製品

スクレイパー

膚
川
騨
Ｖ

一

0          5          10cm

縮尺 1/3



ｍ
ｌｌｌ
υ

総

鮒

Ｍ

0       5       10cm

石製品

スクレイパー

縮尺 1/3



く    負

∩
川
Ｖ

局
日

ワ

0       5       10cm

石製品

スクレイパー

縮尺 1/3



凋
御

Ｍ

0           5           1 0cm

― 一 ―

コ

渦
閂
闊
冊
弩

鬱
―∪

、ヽ_……__″ _″″…            5035

募      「D034
0           5           10cm

石製品                                        縮尺 1/2・ 1/3

スクレイパー ;5028・ 5029,ス クレイパー未製品 i5030,下呂石剥片 ,3031～ 3035



図
面
〇
九
七
　
迫逗
物
実
測
図

⇔

石製品

打製石斧

5041

0           5           1 0Cm
「

~下 ~耳 〒~~「 J   ~~~~~  1

縮尺 1/3



Ａ

呂

Ｗ

じ

図
面
〇
九
八
　
遺
物
実
測
図

幽

石製品

打製石斧

0       5       1 0cm

縮尺 1/3



凹
 0

閑
ｌｒｌ
ｌｌｌ
閑
Ⅳ
∇

一

石製品

打製石斧

0           5           1 0cm

―

一
　

　

　

　

―

⇔
-

縮尺 1/3



∩
田

円

〕

船
旧
照
Ｗ
℃

ハ
出
Ｈ
出
υ

酌

で

席
酬
‐――
ロ



廂

―――

蜘

Ψ

一

⇔　　　棚勝

6

1 0cm ―〇
縮尺 1/3



配

尚
川
用
川
℃

一

凸                5078

0             5            1 0cm

⇔

全

縮尺 1/3



図
面

一
〇
三
　
迫退
物
実
測
図

石製品

打製石斧

縮尺 1/3





図
面

一
〇
五
　
泣違
物
実
測
図

剛

9          5          1 0Cm

石製品

打製石斧

縮尺 1/3



図
面

一
〇
六
　
遺
物
実
測
図

み
出
――Ｉ
Ｍ
戯
炒 鯛

縮尺 1/3



図
面

一
〇
七
　
迫返
物
実
測
図

-

石製品

打製石斧

縮尺 1/3



図
面

一
〇
八
　
連還
物
実
測
図

鞘Ⅲ

石製品

打製石斧

縮尺 1/3



図
面

一
〇
九
　
逹返
物
実
測
図

帥

石製品

打製石斧

縮尺 1/3



図
面

一
一
〇
　
逹逗
物
実
測
図

0              5             10Cm

石製品

打製石斧

縮尺 1/3



図
面

一
一
一　

Ｈ違
物
実
測
図

縮尺 1/3



謙 洒 Ｐ ＼ ω



図
面

一
一
三
　
迫退
物
実
測
図

躙

石製品

打製石斧

⇔

縮尺 1/3



図
面

一
一
四
　
遺
物
実
測
図

石製品

打製石斧

縮尺 1/3



図
面

一
一
五
　
ｕ退
物
実
測
図

0           5           1 0Cm

石製品

打製石斧未製品

縮尺 1/3



図
面

一
一
六
　
迫逗
物
実
測
図

石製品

打製石斧母培

莉言,ミ 1ァ/4



∈
韻

ヽ
�

図
面

一
一
七
　
道還
物
実
測
図

石製品

磨製石斧

縮尺 1/3



石製品

磨製石斧

凩
Ｎ

Ｍ

ｙ

師 4磯 5165

5168

磯   朗

悦  幽

 O  a否

0          5          10cm

焔
徴
脇
Ｖ

５‐７３

緯
Ⅷ
‰
∨

』５‐７２

鰍

Ｎ

Ｎ

Ｖ

悦
縮尺 1/3



凩
▲
£
Ⅷ
５‐７７
　

�

５‐８‐

侭
Л

Ⅷ

〆県⊂
ぞ騒露韓議壽騒3            5184

PⅧ�
O   Ы誘

0       5       10cm

縮尺 1/3



図
面

一
二
〇
　
遺
物
実
測
図

5187

石製品

れ氏牙耳 ; 5278・ 5279, スタンプ形石器 ;5280

縮尺 1/3



図
面

一
二

一　

遺
物
実
測
図

石製品

スタンプ形石器

0       5       10Cm

縮尺 1/3



|

壽 加 Ｐ ＼ ‐∞



」
ｒ羞

，
一

石製品―

散石類

縮尺1/3



図
面

一
二
四
　
遺
物
実
測
図

石製品

敲石類

0          5          1 0cm

縮尺 1/3



図
面

一
二
五
　
遺
物
実
測
図

0       6       10cm

石製品

敲石類

縮尺 1/3



|

囲

石製品

敲石類

縮尺 1/3



図
面

一
二
七
　
逹返
物
実
測
図

∪

日

川

∪

石製品

敲石類

0          5          1 0cm

縮尺 1/3



図
面

一
二
八
　
遺
物
実
測
図

陽

石製品

敲石類

0       5       1 0cm

縮尺 1/3



Δ  
甥

Ａ
川

Ｕ

5383

0             5            10Cm

縮尺 1/3石製品

敲石類 i5321～ 5325,擦切具 ;5326



∩
日
日
リ

0          5         1α 獅

品

一石

製

台

石 縮尺1/3



図
面

一
三

一　
・遺
物
実
測
図

O           S           10Cm

石製品

台石i5329,石核 子5330

縮尺 1/8



図
面

一
三
二
　
注退
物
実
測
図

石製品

石核

縮尺 1/3



図
面

一
三
二
　
遺
物
実
測
図

0             5            10cm

石製品

石核

縮尺 1/3



レ頂査ヲ
除

⑩

リ



遺
物
実
測
図

打面の拡大写真

5

石製品

接合資料

縮尺 1/3



図
面

一
三
六
　
逹退
物
実
測
図

ll

―
―
１
／
力
〃
カヽ ＼_

石製品

石棒

縮尺 1/3



0       5       10cm

石製品

石棒

―

いヽ〕＝

イ
ｋ

①

縮尺 1/3



岡
脚
Ｕ
③

囲

階
Ⅷ
＝
Ｖ
ω

一

蜘

凩
悶
―――
卿
υ

一

〇

一

囲

£
Ⅷ
鮎
Ｎ
＝
Ｏ

0          5          1 0cm

縮尺 1/3口ＨＨ
　
　
佳俗

製
　
石

石

簿
ホ＼ェr巌奎

'械
1皇 猛ヽせ

拙鍬
露
緻

劉
多
歩
　
　
　
、ヽ

準

ヽ

於

吻

諄

峰

ｒ

ｋ

徳

蝉

/

郷
が

…
ケ
期
が
膠
係
ヽ
ト



国

Λ

ＩＩ ＩＩ

‐― ――

脚

Ｖ

囲

鰺

5263

図
面

一
二
九
　
遺
物
実
測
図

G 閉

0          5          1 0cm

石製品

カツオブシ型石製品

縮尺 1/3



図
面

一
四
〇
　
遺
物
実
測
図

i宥幹洪

|              (

0       5       10cm

石製品

御物石器

縮尺 1/3



図
面

一
四

一　

二返
物
実
測
図

0        5        10cm

石製品

御物石器

縮尺 1/3



石製品

石冠 ;5343～ 5345, トチムキ石 i5346

5270

噂 仝 甕 ∈ 蒸 墨 墨 35271



図
面

一
四
三
　
遺
物
実
測
図

／
／

／

／

‐

‐

‐
‐
ヽ

＼

＼

＼
＼

石製品

石臼 ;5274、 石鉢 i5275

縮尺 1/3



南砺市埋蔵文化財調査報告18

矢張下島遺跡調査報告

―利賀ダム建設工事に伴う平成15～17年度の調査―

本文・図面編

2007年 3月 30日

発行者 南砺市教育委員会

富山県南砺市井波520

印刷所 有限会社ナカダ印刷

富山県南砺市川西1864




